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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「どうして、貴方あなたまでこんなことに……」

　心電図モニターの規則的な電子音が響ひびく集中治ち療りよう室で、ベッドに横たわる息子むすこの頭を優やさしく撫なでる。

「兄弟揃そろってだなんて……どうして……どうしてなのよ……どうして……」

「…………」

　問い掛かけてみても、彼はただただ人工呼吸器の中を曇くもらせるのみ。

　二台のベッドが並んだＩＣＵの真ん中、パイプ椅い子すの上で、神に祈いのるかの様に体を折り曲げる。

　しかしその内に滾たぎる感情は、神聖な祈りのそれとは全くの逆だった。

「（私の、なにが気に食わないのよ…………ねぇ。……ねぇ！）」

　心の中で、神にもう何度目か分からない呪じゆ詛その言葉を吐はきかける。

　顔を上げると、廊ろう下か側の大きな窓ガラスに自分の顔が映り込んでいた。

　ぼさぼさに傷いたんだ髪かみ、色素沈ちん着ちやくで眠ねむっても取れない隈くま、カサカサの唇くちびるに、荒あれた肌はだ。

　世界に絶望して久しい女のなれの果てが、そこにあった。

「（冗じよう談だんじゃない…………冗談じゃない……）」

　ガラスに映った自分の唇が動いていた。どうやら心がそのまま言葉に出ているらしい。

　最も早はや、自分の心と体さえうまく結びつかない。このまま消えて無くなってしまえたらどんなに楽かと思う。




　愛する二人の息子達を、失う。




　こんな酷ひどい試練を、どうして神は私ばかりに課すのか。

　酷い罪を犯おかし、罰ばつを受けるべき人間なんて、他にいくらでもいるじゃない。

　どうして私なの。どうして。なんで。

　夫は「キミが悪いわけじゃない」なんて言ってくれるけど、だったら教えて欲しい。

　一体誰だれが、悪いのか。

　一体誰が、息子達の生きる権利を奪うばっているのか。

　一体誰が……。

「…………」

　頭を上げて、二台のベッドを交こう互ごに眺ながめる。

　……無む駄だに元気な子供が、世の中にはいくらだっているというのに。どうしてその元気を、少しでも私の息子に分けてくれないのよ？　ねえ？　ねえ？

　ふと気付くと、廊下側の窓ガラスから二人のナースが、なにやら密談をするかの様に、こちらの様子を窺うかがっている。私と視線が合うと、彼女達は慌あわてた様子で一礼して、逃にげるように去って行った。

　……他人の不幸がそんなに面おも白しろいか。

「…………ふぅ」

　いけない。今はそんなことよりも、息子の快復を祈らなければ。

　神など最早信じるに足らない。しかし……。

「（悪あく魔までもなんでもいい……願いを聞き入れてくれる存在なら……なんでも……）」

　息子の手を取り、必死に祈る。

「（代だい償しようを払はらえというなら、いくらでも払うから。だからどうか……）」




　私は強く目を瞑つぶりながら、体温の感じられない息子の手を、必死で握にぎり続けた。







　第一章







　ぼく、ミカミトオルにとって国語は、いまいちピンと来ないことが多い教科だ。

　だって、作者の伝えたいことや、登場人物の気持ちなんて、考え方次し第だいじゃないか。

　いや、もっと言うと、文章問題というヤツは、なによりもまず出題者の国語能力こそが問われるのだと、ぼくは声を大にして主張したいね！

　大体、言葉というのは、人によって色んな受け取り方があるじゃない。だからこそ、出題者はそこに誠心誠意配はい慮りよして、真しん剣けんにテストと向き合うべきだと、ぼくは心底そう──




「いや、だからってな、トオル。テストで『重い』の反対語を問われて、『いもお』と堂々と答えたという、お前の赤面エピソードはやっぱりどうかと……」




「ぼ、ぼくは悪くないもんね！」

　ぼくは顔を真っ赤にして、ぷんすかと主張した。

　雲一つ無い快晴の空の下、闘とう技ぎ都市ルザルへと続く街かい道どうの半ばにて。ぼくの主張を聞き終えた旅の仲間、ファルディオは、とてつもなくチャラい真っ赤な長ちよう髪はつを揺ゆらして、これみよがしに嘆たん息そくしてきた。

「お前は、なんか、そういうとこあるよなぁ」

「そういうとこって、どういうとこさ」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませて拗すねると、ファルディオは面めん倒どうそうに頭を搔かきつつ答える。

「なんつーか、基本的に頭の出来悪くねぇはずなのに、勉強は駄だ目めなタイプっつうか」

「ぼ、ぼく馬ば鹿かじゃないもん！　０点取ったことなんて、まだ二回しかないもん！」

「二回もあんのかよ！　そりゃ中々のクオリティの馬鹿だな！」

「ち、違ちがうって！　い、一回は解答欄らんを全部一つずつずれて書いてただけだし……」

「なんつうお前らしいミス。で？　もう一回はなんだよ？」

「もう一回の方はその……単純に……」

「ん？　あー、答案用紙に名前でも書き忘れたか？」

　ファルディオが一人で勝手に納なつ得とくする中、ぼくは、ふっと視線を逸そらしつつ答えた。




「一問目を必死で解いてたら、それだけでテスト時間全部使っちゃった……」




「生きつ粋すいの馬鹿じゃねえかよ！」

「馬鹿じゃないよ！　問題がとてつもなく難しかっただけだよ！　実際、その一問目さえ解けなくて、結果的に０点とっちゃったわけだし」

「はぁ？　一体どんな難題が出たっつうんだよ……」

「あれは忘れもしない、三年前。小学一年生の時の、最初のテストだよ……」

　ぼくは、ぐっと拳こぶしを握り込んで、心底忌いま々いましそうにその問題文を告げる。




　＊　まずは、みんなの、ことしのもくひょうを、かいてみよう！




「不正解の余地がねぇ！」

「実に難問だったよ。色んなこと考えてたら、いつの間にか、チャイムが鳴ってた」

　ぐぬぬと拳を握り込むぼく。

「真ま面じ目めか！　ガキの時分から、なんつう融ゆう通ずうのきかなさだよ！　お前ホント……そういうトコだぞ！」

　なんかファルディオに怒おこられていた。なんでぼくは怒られているのだろう。理り不ふ尽じんだ。

　そうしてファルディオがガミガミと小言を繰くり出し始めた矢先、今まで静観を決め込んでいたもう一人……もとい、もう一匹ぴきの同行者、蜜み柑かん色の毛玉型飛行生物、ルウが口を開いた。

「シャラップですぞファルディオ！　魔法詐さ欺ぎ師し風ふ情ぜいが、勇者様たるご主人に説教とは、片腹痛いですな！」

「ああん？　んだてめぇ、誰が魔法詐欺師だこら！　俺は禁きん忌き魔法を自在に使いこなす、偉い大だいな大魔導師だぞ！」

「その自己紹しよう介かいが既すでに詐欺でございましょう！　まったく、敵の口から火を吐かせるだけの能力者が大魔導師を騙かたるとは、笑しよう止し千せん万ばんですな！」

「うっせぇよ、タダメシ喰ぐらいの、お使い魔が」

「使い魔の上に『お』をつけるのはやめて頂きたい！」

「あ、ぼくはそれ似合っていると思うよ、ルウ！　可愛かわいくていいね、お使い魔！」

「ご、ご主人まで……」

　ルウが柔やわらかな耳をぺたんと折り畳たたんで落ち込む。可愛い。お使い魔ぴったり。

　しかしルウはすぐに気を取り直すと、ファルディオに改めて反論を試みた。

「そもそも、ファルディオは本来勇者様には何の関係もない部外者のはずですぞ！」

「部外者とは心外だな。現状、俺がこの世界におけるトオルの保護者だぜ？」

「そ、そんなのは、あくまで『仮』ですぞ！　ご主人が召しよう喚かんされた際に、たまたま傍そばに居合わせたという、ただそれだけのこと！　それがご主人の教育者気取りなど、おこがましいにも程ほどがありますな！」

「べ、別に俺だってガキの教育なんざしたくもねぇよ！　俺はただ……」

「ただ？」

　ルウに問い返されて、詰つまるファルディオ。彼はぼくを見て、不思議そうに頭を搔いた後、「あー……」と呻うめくような声を漏もらした。

「……確かに、なんでこの俺様が、トオルの教育の心配なんかしてんだよ……」

「ファルディオ？」

　ぼくが首を傾かしげると、彼は照れた様に「あーあー、ガキ共はうっせぇな！」とぼくらに背を向けて前を歩き出した。

「ごちゃごちゃ言ってねぇで、早くルザル向かうぞ！　急がねぇと、闘技大会始まっちまうだろうが！」

　ファルディオの言葉に、ぼくとルウは顔を見合わせる。彼の言うとおり、確かに闘技大会までの時間は差し迫せまっていた。しかし……。

「そもそも、こんなに時間の余よ裕ゆうなくなったのって、ヴェリール村にファルディオの筋肉痛が原因で一週間以上滞たい在ざいしたからじゃ……」

「う」

「それだけではないですぞ、ご主人。村を出しゆつ立たつしてからの道中でも、ファルディオのせいで道に迷った挙句、厄やつ介かいな面倒事に巻き込まれたりもしましたしな……」

「うぅ……」

「あ、それ意外と痛かったよね。うーん、このまま普ふ通つうに歩いてたら、間に合わなさそうだねぇ、予選。まあ、ファルディオがそれでいいなら、ぼくは別にいいんだけど」

「ぐ…………」

　ファルディオの背中に、見えない矢がぐさぐさと刺ささる。

　彼は気持ちの悪い笑え顔がおでぼくらを振ふり返った。

「ま、まあ誰が原因で遅おくれたかはさておきだ。ガキ共よ。ちょっくら駆かけ足気味で……」

『えー、やだー』

　ぼくとルウのブーイングを受けてぐっと詰まるファルディオ。一応、ぼくには勇者の力があるし、ルウは羽があるしでそれほど急ぐのを渋しぶる理由も無いのだけれど、やっぱりファルディオのこの態度には反はん抗こうしたい気持ちがある。

　ファルディオはしばらくぼく達を恨うらみがましく見つめた後、再び前を歩き始めた。

　……流石さすがに反省したのかな？

　ぼくとルウは視線を合わせる。……ちょっとだけ可哀かわい想そうか。仕方ない、ここはぼくらが大人になって、多少急いであげ──

「そ、そうだ！　いいこと思いついたぞー」

『？』

　──ぼくらが歩行ペースを上げようとしたその矢先、ファルディオがどこかわざとらしい声を上げた。ぼくらが不思議そうに見守っていると……彼はこちらを振り返らないまま、一いつ瞬しゆんだけぴたりと立ち止まり……直後、突とつ然ぜん猛もうダッシュで街道を駆け出した！




「ほ、ほーら、誰だれが一番にルザルへ到とう着ちやくするか、競走だぁー！　いっそげぇー！」




『子こ供ども騙だましにも程があるっ！』

　なんて子供心を舐なめきっている大人なんだ！　こんなに勝負事が大好きなぼくでさえ、提案が雑すぎて、全然ノる気にならないや！

　……まあ、とはいえ、残念ながら彼が現在の保護者だっていうのは事実。はぐれるわけにもいかない。
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　ぼくとルウは大きく嘆息した後。

　馬鹿みたいに晴れ渡わたった空の下、渋しぶ々しぶ、彼の後を追って走り出したのだった。




　　　　＊




　ぼく、ミカミトオルがこの世界に勇者として召喚されてから、約一〇日ほどが経過した。

　最初は「ファンタジー世界に飛ばされる」という事態に混乱や戸と惑まどいもあったけれど、今やそういうのは殆ほとんどない。むしろ、一〇日も家から離はなれて一人で行動していることへの、「ぼく、不良さんみたい！」的ソワソワが強いぐらいだけれど、それだって、時空を超ちよう越えつする関係で、あんまり気にしなくていいみたいだし。

　魔ま法ほうやら魔物やらっていう、元の世界にはなかった要素についても、そこそこ慣れた。魔法を見ると未いまだに不思議でワクワクはするけど、そこに不可解とか怖こわいって気持ちはもう全然ない。だって、元の世界でだって、テレビがどういうメカニズムで映るのか、ぼくはよく分かってなかったけど、全然問題なく楽しめていたし、リモコンも使えていたもの。

　一応、魔物に関しては人間の命を狙ねらってくる危険な生き物なので、テレビゲームを愛する「ＴＨＥ　現代っ子」たるぼくが慣れるには相当な時間がかかりそうなものだったのだけれど……。実は、ちょっと前に大量の魔物と大立ち回りを演じる機会があって、なんかそれで一気に慣れた。最も早はや、この世界に生きる一いつ般ぱんの人より接したんじゃないかな。

　そんなわけで今は、割とゆるっとした気分で旅を進めている最中だ。

　一応、勇者には「女め神がみ様を起こしに行く」という役目があるみたいだけれど、それもそんなに急務というわけじゃないみたいだし。

　お目付役兼けん、世界の橋はし渡わたし役の使い魔・ルウなんかは、出来るだけ早く勇者をサポートする組織《女神教会》に合流したいみたいなのだけれど、その前に勇者たるぼくの力を利用して美味おいしい思いをしたいらしい様子のファルディオは、それを良しとしなくて、結果、二人はなんだかずっと喧けん嘩かばかりしている。

　ただ、勇者当人のぼくとしては……まあ、どっちでもいいかなぁというのが正直なところかな。ぼくの身を案じて、勇者の旅を早く進めたがるルウの気持ちはありがたいけど、ファルディオが言う「教会と合流したら、自由がなくなっちまうぜ」という言い分にも心が揺れるし、なにより、なんだかんだ言ってもファルディオにはかなりお世話になっているから、教会に合流する前に恩返しをしておきたいなという気持ちがある。

　そしてそれは多分ルウも同じで、だからこそ、ファルディオに嚙かみつきはしつつも、抜ぬけ駆がけして教会に連れん絡らくを取るようなことはしないのだろう。

　そんな微び妙みような状じよう況きようの中、現在ぼくらが目指していたのが──

「わぁっ！　すっげぇー！」

　小高い丘おかの上に出ると、眼下にとても大きな街が広がっているのが見え、ぼくは思わずはしゃぐ。ルウとファルディオも、足を止めてその荘そう厳ごんな光景をうっとり眺ながめていた。




　──闘とう技ぎ都市ルザル。




　その名の通り、まず目に飛び込んできたのは、街の中心の巨きよ大だいな闘技場と思おぼしき円形の建物だ。雰ふん囲い気きは教科書で見たコロッセオというものに凄すごく良く似ている。ただ流石に現在進行形で使われている施し設せつなだけあって、外観がピカピカと綺き麗れいだし、全体的に流線形の構造のせいか、なんだか「最さい先せん端たん」って感じだ。それはまるで、子供向け科学雑誌に載のっている、未来の建築物の想像図がそのまま出て来たような斬ざん新しんさで……。

　正直、ちょーカッコイイ。

　この時点で一発で街の虜とりこになったぼくは、ファルディオの裾すそを摑つかんできゃっきゃとはしゃいだ。

「これホントすっごいね、ファルディオ！　おっきな街とは聞いていたけど、ここまでとは全然思ってなかった！　メチャクチャ都会じゃん！」

「はっはー、そうだろそうだろ」

　自分が作ったわけでもないだろうに、ファルディオはなんだか非常に満足そうだった。

　普ふ段だんは小言が多いルウも、流石にこれには感かん嘆たんの溜ため息いきを漏らす。

「知識としてはありましたが、これは……本当に見事ですな！　実にあっぱれですぞ！　うむっ、あっぱれ、あっぱれ！」

　珍めずらしくルウがはしゃぎ、あっぱれ！　と言う度たびに耳が開いたり閉じたりする。可愛い。

　ぼくら三人はそのまま、しばらく街の全景を観賞した。

　どうしても目立つ闘技場ばかりに目が行きがちだけど、街としても本当に立派な造りだった。これまで滞在していたヴェリール村は小規模な田舎いなかの村で、しかもぼくらが滞在していた頃ころは諸事情あって村人が大分少なかった時期だったのだけれど……。ぼくはそれを基準としてこの世界を捉とらえていたから、まさか、大都市とされる場所がこんなにも……ぼくの世界にも見み劣おとりしないほどに、煌きらびやかな街だなんて思いもしなくて。

　実際ルザルの建築物は、のどかで牧歌的だったヴェリール村のそれとは一八〇度違ちがい、どちらかというと、ぼくの世界の文化に近い印象さえ覚えた。

　街全体の構図としては、闘技場を中心として、放射状に街並みが広がっている。どこかで見たことある感じだなぁと思って必死に思い出すと、ふと、病室で兄さんが操作するパソコンを覗のぞき込んでいた時のことを思い出した。

　そうだ、兄さんは「すとりーとびゅー」とかっていう、色んな街の景色を見られるアレがお気に入りで、確かその時見てたのは……うーん……なんていったっけ。パリの……市街の……しがい？……あれ、なんか近いような……しがい……がい……。




「えーと、パリ……パリの、し……。！　がいせんもん広場！　あれに似てるんだ！」




『⁉』

　ファルディオとルウがギョッとした様子でぼくを振り返る。ぼくは一瞬きょとんとした後、ああそうかと納なつ得とくして、笑顔で彼らに説明してあげた。

「あ、今言ったのはぼくの世界の、有名な観光スポットなんだ！」




『ぱ……パリパリの死し骸がい専門広場が⁉』




「え、あ、うん」

　なんか二人の声が重なってよく分からなかったけど、なんとなくそれっぽい単語入っていた気がするし、訂てい正せいが面めん倒どうだから頷うなずいておく。

　すると、なぜか二人の瞳ひとみが驚きよう愕がくで見開かれ……ファルディオが、額に妙みような汗あせを搔かきながらルウを小こ突づいた。

「お、おい毛玉！　お前あっちの世界の知識もあるんだろ⁉　これマジか⁉」

「ル、ルウが押さえているのはホント生活の基き礎そ情報ぐらいなのですぞ。だから、もしかすると、そういうのがご主人の世界にあるのやも……いやでもそれは……」

「なんだよ、失礼だなぁ！　あるよ！　凄い有名な観光スポットだもん！　沢たく山さんの人が観賞しにきては、笑顔で帰っていくんだと思うよ！」

『パ、パリパリの死骸を見て⁉』

「（パリの市街？）え、あ、うん、そう。観光だもん。勿もち論ろん、市街を楽しく見るよね」

『⁉（死骸を楽しく見る種族ですと⁉）』

「……？　どうしたのさ、二人とも。市街観光なんて、全然普通のことでしょ？」

「ま、マジかよ……トオルの世界、マジかよ……修しゆ羅らの国すぎるだろ……」

「？」

　ごくりと生なま唾つばを飲み込むファルディオ。ルウもまた青ざめた表情で、珍しくぼくじゃなくファルディオの肩かたに止まり、げっそりしていた。……なんだか良く分からないけど、二人が仲良しさんみたいで、なにより。

　ぼくはもう一度絶景を目に焼き付けると、二人に向かって、元気に声をかけた。

「よぉしっ、じゃあ、改めて、闘技都市ルザルに向けて競走だー！」

『……………………おー』

「？」

　なんだか妙に覇は気きがない二人の様子を疑問に思いつつも……とにかくぼくらは、再びルザルへと向けて走り出したのだった。




　　　　＊




　ルザルの街は異様な活気に満ち溢あふれていた。街の入り口から闘技場へと向かう大通りには所ところ狭せましと路面店が並び、道は中央までびっしりと人でごったがえしている。

　そのあまりの混雑ぶりに、呆ぼう然ぜんとして閉口してしまっていると、ファルディオが物もの珍めずらしそうに声をかけてきた。

「あれ？　どした？　俺はてっきり、お前のことだから、すぐにでもはしゃいでちょこまか動き回るもんだと思ってたんだけどな」

「え？　あ、うん、楽しいよ？　だけどちょっと……びっくりしちゃって」

　まるで有名神社の初はつ詣もうでだ。どこを見てもテンションの高い人だらけ。

　ぼくもお祭り騒さわぎは大好きだけど、流石さすがに規模が規模なので、萎い縮しゆくしてしまっていた。この世界に召しよう喚かんされてこの方、少し寂さびれた田舎村にずっと滞たい在ざいしていたせいもあるかも。あまりの環かん境きようの落差に、気持ちが全然ついていかないっていうか。

　それに、身長が低いぼくにはこの人ひと混ごみで露ろ店てんを探す余よ裕ゆうもなく、数メートル進むだけで、気力がごっそり奪うばわれていく。

　ルウも、飛行しているとはいえ、流石にげんなりした様子でファルディオに訊たずねた。

「この街は、いつもこんな風なのでありましょうか？」

「ははっ、流石にそれはねぇよ。勿もち論ろん日ひ頃ごろから人が多い都会ではあるけどな。今のこの混雑は、闘技大会のせいさ。なにせ一年に一回のビッグイベントだからな」

　人混みの奥の奥にかろうじて見える闘技場を眺めて言うファルディオ。

　ぼくはその立派な外観を見つめながら、「でもさ」とさらに訊ねた。

「あんなに立派な建物なのに、一年に一回しか使わないの？」

「いや、んなこたぁねぇぞ？　闘技大会とは別に、一年通して常に登録武芸者のランキング戦は行われているし、決けつ闘とう以外のイベントもしょっちゅう行われているぜ。有名な歌手来て歌ったりとか、劇団が公演したりとかな」

「ご主人の世界で言う、『ぶどーかん』というモノと似た性質ですな」

　ルウの説明で凄くしっくり来た。やっぱりこういう時、世界の橋渡し役たるルウの存在はありがたいなーってしみじみ思う。……戦せん闘とう方面の能力は、かなり微妙だけれど。

「なるほどー。じゃあ、そういうイベントやる時は、混雑するんだね」

「あー、まあ、そうだな。ただ、やっぱりこの『ルザル闘技大会』は別格だよ。なんせ事実上、大陸最強の戦士決定戦だからな。話題性もそうだし、なにより俺みたいな武芸の門外漢でも、単純に見ていて楽しいぐらいには、派手だ」

　そう言うファルディオの表情には、確かに珍しく男の子っぽい高こう揚ようが見て取れ、ぼくもなんだか楽しみになってきてしまった。

「うーん、早く見たいなぁ、闘技大会！」

　うずうずして思わず声を上げる。──と、その瞬しゆん間かん、ルウとファルディオが不思議そうにぼくを見つめてきた。

　ぼくが目をぱちくりとさせていると、二人は、キョトンとしつつも、声を合わせる。




『トオル（ご主人）は、参加する側だろう？（でございましょう？）』




「あ……」

　すっかり忘れていた事実に、ぽかんと口を開く。

　そうだ。そもそもルザルに来た一番の目的がそれだった。

　一応、ルウにこそ「大きな街で教会に連れん絡らくを取る」という別目的があるものの、なによりもまずぼくらの目的は、闘技大会への出場なわけで。

　理由は、ファルディオは単純に賞金のため。ぼくは、自分の実力を測るため。

　ぼくはこの世界に勇者として召喚されて、とっても強い力を身につけた。だけれど、じゃあそれが一体誰だれにどの程度通用するものなのかは、まだまだ未知数だ。

　はじめは別にそんなこと気にもならなかったんだけど、ヴェリール村の《シュ・ロッカ》騒そう動どうの一件で、ぼくは自分のやれること、やれないことの把は握あくは本当に大事なんだなと酷ひどく痛感させられたわけで。

　そんな中、ファルディオへの恩返しを考こう慮りよしても、ルザルの闘技大会は渡わたりに船だった。特に「勇者は参加不可」なんてルールもないみたいだったしね。

　基本寄り道を好まないルウも、ぼくらの意見との妥だ協きよう点として「教会への連絡は、大会終しゆう了りよう後にする」と約束してくれた。

　だから、ルザルに到とう着ちやくした今、後はもう大会へ参加するだけなのだけれど……。

　ぼくはそこまで思い返して、「あれ？」と声を上げる。

「参加するのはいいけどさ。こういうのって、事前に登録とかしなくていいの？　っていうかぼく違う世界の出身なんだけど、大だい丈じよう夫ぶなのかなぁ……」

　ぼくの疑問に、ファルディオは「だーいじょぶ、だいじょぶ」と実に気楽な様子で答えてきた。

「基本は予選テストってのを突とつ破ぱすりゃそれで参戦ＯＫだったはずさ」

「随ずい分ぶんと緩ゆるいチェック態勢ですなぁ」

　ルウが呆あきれた様に呟つぶやく。ファルディオはそれに「まあな」と応じつつも、すぐにフォローを加えてきた。

「とはいえ、そもそもこの闘とう技ぎ大会の性質が、武器持ち込みアリの最強決定戦だぜ？　参加者が清せい廉れん潔けつ白ぱくな真ま面じ目めちゃんばかりじゃ、盛り上がりに欠けるだろ」

「うーむ……」

　真面目なルウは唸うなり出してしまったものの、ぼくとしては結構納なつ得とくだった。

　だって、本当に強い人って、普段から戦いの中に身を置いている人なわけだろうし。となるとどうしたって、ちょっと人に言えない職業の人だって、出てくるのだろう。

　ファルディオがさらに説明を続けた。

「それに、武器持ち込みアリっつっても、殺傷能力制限はあるしな。えげつない武器はなし。相手を殺あやめたら失格どころか状じよう況きようによっちゃブタ箱行きだし、闘技者にあるまじき非道な加害も禁止。そもそも、持ち込み可能な武器にしたって、大会側で、とある威い力りよくを抑おさえる方策が取られている。そんな、下手したら平時より過か剰じような暴力行こう為いが見み咎とがめられちまう状況である以上、出場者が多少ダーティな背景持ってたって、あんま関係ねぇんだよ」

「なるほど、それは確かにそうかもしれませんな」

　ルウはようやく納得いったのか、どこかスッキリした様子でくるっと一回転した。

　なんにせよ、それなら確かにぼくの出場も可能そうだ。

　ぼくはほっと胸を撫なで下ろし、ファルディオに質問を続ける。

「それで、その予選テストって、いつどこでやるの？」

「ん？　ああ、ちょっと待て。えーと……あれ、大会要よう綱こうの紙どこいったかな。えーと、俺の覚えている限りだと、テストはかなり長期に亘わたって行われていて……でもそろそろ締しめ切きりのはずだから、今日宿を取って一泊ぱくしたら、明日あしたの朝一番でテスト受けに──」

「えー、なんか落ち着かなーい。街の見学とか、散歩とかしたーい」

「ですぞですぞ！　ブラッシング＆グルメ巡めぐりの時間も考えていただきたい！」

　ぶーぶー言うぼくらに、ファルディオは鞄かばんをゴソゴソやりながら「うっせぇぞガキ共！」と怒ど鳴なり散らす。

「ゆっくりしたいのは俺も同じなんだよ！　まあ待ってろって、もしかしたら、一日ぐらいは余裕あるかも……お、あった！　どれどれ……」

「やーすーみ！　さーんーぽ！」「おーにーく！　はーっぱ！」

「っせぇーなぁ、もう。はいはい、えーとなになに、予選テスト受け付け期間は──」

　言いながら、ファルディオが資料に目を落とした、丁度その時だった。

　街路脇わきに備え付けられたスピーカーの様な魔ま法ほう道具から、喧けん噪そうの中でも不思議と耳に響ひびく声で、声の綺き麗れいなおねーさんによるアナウンスが辺り一帯に響き渡る。




「♪　ポンポーン　♪　第七二八回ルザル闘技大会実行委員会からのお知らせです。本日ただいまを持ちまして、予選テストの受け付けは終しゆう了りよう致いたしました。本年も沢山のご参加、ありがとうございました。明日から始まる大会本戦トーナメントにも、どうぞご期待下さい！　♪　ポンポンポーンポン　♪」




《わぁぁぁぁぁ……！》《パチパチパチパチ》《ヒューイッ、ヒューイッ！》

『…………』

　アナウンスに沸わき立つ群衆の中、呆然と立ち尽つくし、顔を見合わせるぼくら。

　…………。




　こうして、ぼくらの闘技大会は、始まる前に幕を閉じたのであった。








セシリア・シヴィル






「《魔人》、ですか？」

　初耳の単語に、セシリアは受話器ごと首を傾かしげた。青く長い髪かみがさらりと肩かたにかかる。

　通話相手の神しん剣けん騎き士し団聖騎士隊隊長・ドレイクはいつになく張り詰つめた調子で語る。

『ああ、《魔人》だ。魔物の能力と、人の姿・知能を持つ、強力かつ凶きよう悪あくな人類の敵対存在。それが《魔人》だ』

「……えーと……」

　セシリアは返答に詰まった。職員の出で払はらった教会事務室に思わず視線を彷徨さまよわせるも、自分の求める答えなどあろうはずもない。

　これは……なんだ？　ドレイク隊長のいつものジョークだろうか？　基本的に生き真ま面じ目めで職務に忠実なセシリアだが、それだけに、突とつ然ぜん上官からもたらされたお伽とぎ噺ばなしの様な情報には、戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　魔法通信装置越ごしに、ドレイクが嘆たん息そくを漏もらす。

『言わんでもいい。お前の言いたいことはよく分かる。だがここは黙だまって──』

「僭せん越えつながら隊長。その頭部共々、そろそろご勇退の時期に差し掛かかられたのでは？」

『僭越すぎるだろう！　とりあえず「僭越ながら」とつけときゃ上官に何言ってもいいと思うなよ！』

「ボケたのですかハゲ」

『抜き身の毒舌はもっと駄だ目めだ！　お前ホント上官なんだと思ってんの⁉』

「心から尊敬し、常に御おん身みを案じております」

　キリッと至って真面目に答えるセシリア。そもそも彼女には本当に悪意などない。ただ度が過ぎるほどに真面目なだけなのだ。

　それだけに、ドレイクは極きわめてやり辛づらそうに応じた。

『ああ、まあ、よかろう。オレも分かってるから、その辺は不問に付す──』

「特に、御身の頭部に関しては、常にハゲしく、案じております」

『お前もうクビだ！　騎士団やめちまえ！』

「な──なぜですか！　私がいつ規律を犯おかしたというのですか⁉　隊長⁉」

　心底愕がく然ぜんとするセシリア。その様子に、ある意味さらに愕然とするドレイク。

『なぜそんな心外そうに驚おどろける⁉　ああ、もういい！　不問だ不問！　面めん倒どう臭くさい！』

「解かい雇こを取り消して頂けるのですか⁉　ありがとうございます！」

『ああ、もういいさ。というかジョークだ。我が隊の主力をこんなことで……』

「その誰よりも広い心と額に感謝を」

『……お前ホント、話の分かる上司の下に配属されて良かったな……』

「はい？　私は常つね日ひ頃ごろから隊長の下で働けて光栄だと思っておりますが、それが何か？」

　本気で疑問の様子のセシリアに、ドレイクが深い溜ため息いきを漏らす。

　それから数すう拍はく置いて、ドレイクは改めて本題を切り出した。

『もう一度言うが《魔人》の存在に関してはジョークでも何でもない。事実であり現実だ』

　ドレイクの言葉に、セシリアは息を吞み……そして、心底呆れた様子で応じる。

「それならそうと、真面目に言って下さい。どうしてご自分の頭部の話で尺稼かせぎをされたのですか。まったく、ドレイク隊長の悪い癖くせですね。こんな時まで、おふざけになられるのですから」

『…………。…………。…………すまん』

　ドレイクは激しく何か言いたそうにしながらも、言葉をぐっと飲み込んだ様子で、悔くやしそうに謝った。深呼吸の後、ドレイクは話を続ける。

『《魔人》というものの性質に関しては、最初に語った通りだ』

「人の姿をした魔物、ですか。二足歩行の魔物ならば私もいくらか思い当たりますが……」

『いや、そういうレベルの話じゃあ、ない。本当に人間そのものの容姿で、知能もあれば言葉も喋しやべる』

「人型の使い魔、みたいなものでしょうか？」

『理解が早くて助かる。その認にん識しきで九割方はＯＫだ』

「残り一割は？」

『能力値が使い魔のそれとは段だん違ちがいだ。上級魔物以上の特とく殊しゆ能力まで有する』

「…………」

　セシリアの瞳ひとみが鋭するどくなる。元からふざけてなどいないが、彼女の中で完全にスイッチが切り替かわっていた。察したドレイクも、声のトーンを一段低くして、告げる。

『……この存在が如何いかに危あやうく重要な存在か……お前なら分かるな？　セシリア』

「はい、当然です。その存在が意味するものは、つまり──」

　セシリアは一度目を瞑つぶり、それから非常に重苦しい気分で、口を開いた。




「知性という、人類の魔物に対する唯ゆい一いつのアドバンテージが、失われたということです」




『ご明察。これで、《魔人》の情報が一いつ般ぱんに公開されていない事情は、理解できたな？』

「それが事実だとすれば、当然の処置でしょう。ただでさえ、現在は《神無節かんなせつ》で、勇者発見の報もない状況。不安を助長する様な発表は避さけたいところです。しかし……」

『分かっている。事実を伏ふせている以上、対策を練るのはそれを知る者達の務めだ。安心しろ、教会と神剣騎士団上層部は既すでに各国との連れん携けいを取りつける段階にまで入っているよ。近々、お前を含ふくめた精せい鋭えい数名のみに対してだが《魔人》討とう伐ばつ命令も下るだろうな』

「そうですか」

　ほっと胸を撫で下ろすセシリア。しかしすぐにドレイクの口から新たな不安材料がもたらされた。

『ちなみに既に察しはついていることと思うが、《魔人》は特定の存在のみを指す呼こ称しようじゃない。種族名だ。つまりは……』

「ええ、分かってます」

　セシリアは暗あん澹たんたる気分で、答える。

「既に複数体、確認されているのですね？」

『これまたご明察。優ゆう秀しゆうな部下をもって嬉うれしいねオレは』

　ドレイクもどこか投げやりな様子でそんなことを言う。彼もまた、セシリア同様にやるせない心持ちなのだろう。彼女より早い段階で事実を知り対策に追われていたのであろうことを思うと、その苦労は計り知れない。

　セシリアは「その苦労たるや、あの頭部から察してあまりあるな」などと若じやつ干かん失礼な感かん慨がいを抱いだいた後、ふと、ある大きな疑問に気がついた。

「あの、隊長？　《魔人》の件は理解しましたが……それを、なぜ今、このタイミングで、私に？」

　言いながら、教会事務室の窓から外を眺ながめる。騎士団本部のある地区の静せい謐ひつな空気とはまるで対照的な、独特の活気と荒あら々あらしさに溢あふれた市街風景。

　闘とう技ぎ都市ルザル。

　セシリアは現在、闘技大会に参加するため、この街を訪おとずれている。いつもならば従士や後こう輩はい騎士を従えて任務に就つくが、今回の目的はあくまでセシリア個人が大会に参加するだけのため、完全なる単独任務だ。いや、任務と言っていいものかも分からない。なんせ、教会の面子メンツを守るためだけに、人を守るでも魔物を討伐するでもない、命のやりとりでさえない戦いに身を投じるのだ。

　大会日程の緩ゆるさも含め、ある意味セシリアにとっては休きゆう暇かにも等しい状じよう況きよう。そんな中で、なぜわざわざ教会事務室の魔法通信装置を使ってまで呼び出され、急にお伽噺めいた《魔人》の情報を聞かされるのか。

　まったく事情が飲み込めないセシリアに、ドレイクは心底気まずそうに切り出した。

『……まず、お前も知っていると思うが、現在騎士団の主力部隊は、ガンド領で大規模演習中だ。そしてガンド領からルザルへは、どんなに軽く見積もっても一〇日はかかる』

「？　はい、承知していますが……それで私は演習参加を諦あきらめたわけですし……」

　急に話が変わり、戸惑うセシリア。構わずドレイクが続ける。

『そして先程話した通り、《魔人》の件はトップシークレットだ。おいそれと人に話せるものじゃあ、無い。明かすにしても、精々がお前を含めた一部精鋭まで。緩み切った地方配属騎士に情報公開するなどは、もっての外と言っていいな』

「……はぁ」

『それ以前に、《魔人》というのは非常に知能が高い。そこいらの人間以上だ。そんな存在が人間になりすませば、正体を看破するのは非常に難しい。かといって看破してから対応しなければ、いくら戦力を投入したとて無む駄だに住民の不安感情を煽あおり、被ひ害がいを出すだけだとオレは考える。そんなのは、下から二番目ぐらいにゃ最悪の状況だな。あーやだやだ』

「あの……隊長？　一体さっきから何の話をされているのか、私にはさっぱり……」

　割と察しのいい方であるセシリアをもってしても、状況が全く読めない。

　そんな彼女の様子に、ドレイクは「いやぁ」と何処どこか調子良く笑い。

　そして……そんな軽い調子のまま、どこか吹ふっ切れた様子で、まるで押し付けるように……早口に、その本題を、告げてきた。




『《魔人》が闘技大会に紛まぎれ込んで勇者殺害を目もく論ろんでいるという情報を入手したはいいんだが、正直この件で今動かせそうな人員は皆かい無むだ。よってセシリアよ、お前単独でこれを阻そ止ししなさい。詳しよう細さい情報は追って通達するぞ。じゃ、そんなわけで、武運を！』







「はっ！　女め神がみの名において！……って、え？…………え⁉　いや、ちょ──」

　セシリアが俄にわかには信じがたい任務内容について訊たずね返そうとした直後、ぶつんとあちらから切られる通話。

「…………」

　ビ──という魔ま法ほう通話機特有の無接続音が受話器から鳴り響ひびく中。

「……いえ、あの……そもそも……その守るべき勇者は今何処どこに…………」

　無駄と分かりながらも、誰だれにともなく質問を口にし。

　無人の教会事務室内で、セシリアは一人、ただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたのであった。
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　印字魔法で送られてきた資料をバラバラと乱雑に捲めくりながら、闘技場への道を急ぎ足で歩く。

「（いくらなんでも、状況が悪すぎる……！）」

　普ふ段だんは与あたえられた任務に忠実で、弱音の一つも吐はいた例ためしがないセシリアだが、それでも今回ばかりは悪態をつかずにはいられなかった。らしくなくボサボサと髪かみを搔かき毟むしる。

　道行く人々がセシリアを振ふり返る。闘技大会において有名人であることもさることながら、セシリアには、彼女のことを知らない人間でも視線で追わずにはいられない気品があった。しかし自己評価の低いセシリア当人は人々の視線から自分の苛いら立だちを恥はじ、歩行ペースを落とし、今度は冷静に、資料を眺めて対策の検討を始める。

「（現状分かっていることは、一体の魔人が大会になんらかのカタチで紛まぎれ込んでいることと、目的は勇者の殺害らしいこと。そして、その強力で厄やつ介かいな能力の詳細）」

　魔人の資料に目を落とし、嘆たん息そくする。敵がただの強い魔物程度ならば、それが何体だろうとセシリアはここまで焦あせりはしない。しかし、この魔人の特殊能力はあまりに……。

「（たかだか数体の魔人対策に、国まで重い腰こしを上げるわけだ……）」

　それは、そう納なつ得とく出来るだけの存在だった。とてもじゃないが、セシリア一人の手に余る敵だ。強いとか弱いとか、そういう次元の話じゃない。そもそも、この魔人を相手にしようと思ったら、綿密な作戦と信しん頼らいのおける優秀なチームが必要不可欠だ。

　しかし、とセシリアは考える。少なくとも、既にここまでの情報を手にいれられていることは、大きなアドバンテージだ。諜ちよう報ほう班はいい仕事をした。敵が存在するということ、そしてその能力まで分かっているならば、護衛の難易度はぐっと低くなる。

　だが一番の問題は……。

「（その護衛対象が、分からないとは……）」

　セシリアは思わず額に手をやった。比ひ喩ゆではなく、本当に頭が痛い。さっきからいくつもの魔人対策を練っては、「護衛対象不明」という現実の前に霧む散さんする。

　さらに状況を悪くしているのが、今回の勇者の動向だ。

　送られてきた資料の後半、勇者に関する情報のページを確認する。

「（ヴェリール村の近くで多少の目もく撃げき証言こそあるが、勇者という確証はなし……か）」

　そもそも《シュ・ロッカ》というある種の巨きよ大だい自然災害が起こっていたこの時期、まさにその渦か中ちゆうにあったあの村に人が寄りつこうはずもない。当の村人達にしても、既に多くが退去済みだった。その上……。

　ぺらりと資料を捲り、次のページに記された情報に呆あきれも感心も半々程度に含んだ、複雑な溜ため息いきを吐き出すセシリア。

「（村人全員が勇者の情報に関して口をつぐんでいるとは、どういうことなんだ……）」

　なんとも不可解な状況だが、なんとなくの察しがつかないでもない。噂うわさ話ばなしレベルの報告を信じるならば、勇者は《シュ・ロッカ》の軌き道どうを逸そらして村を救った英えい雄ゆうだ。その英雄当人が教会への連れん絡らくを希望していないのならば、村人達は恩人の意向に沿って、このような態度を取るだろう。しかしたとえそうだとしても……。

「（村人全員が勇者のためにここまで一いつ致ち団結するだなんて、不可解にも程がある）」

　一体どれだけ愛された存在なのだ。報告書には「目撃情報にはお礼金を出すとさえ提案しても、誰だれ一人一いつ切さい取り合わなかった」とまで付記されている。これはいよいよ異常だ。

「（これが平時ならば、個人的にはとても好感を抱けるエピソードだが……）」

　常々人を信じ、人を守りたいと願うセシリアにとってはこれ以上ない心温まる話だが、しかしそれさえも今は、彼女を悩なやませる一因にしかならない。なにせ……。

「（今回の勇者は、教会への合流意志がまるでないらしいな）」

　一刻も早く護衛に馳はせ参じなければいけない身としては、最悪もいい状況だった。

　唯一不幸中の幸いと言えるのは、恐おそらくは、こちら側だけではなく魔人側も、勇者の正体が分かっていないのだろうということだ。セシリア達と同じく「このままいけば闘技大会に出場しそうだ」ぐらいの情報までしか詰つめていないからこそ、直接的な手段ではなく「大会に潜せん入にゆうする」などという、回りくどい手法を取って来ているのだろう。

　となれば、今セシリアがなすべきことは、一つ。

「魔人よりも先に……必ず勇者を見つけ出さなくては」

　くしゃっと資料を握にぎり込み、ようやく辿たどり着いた目の前の建物を見上げる。

　歴史ある街並みの中でも、一ひと際きわ重じゆう厚こうな偉い容ようを誇ほこる、巨きよ大だい闘とう技ぎ場。

　正式名めい称しよう、国立ルザル円形闘技場アンフイテアトルム。

　ただしノルンガルドにおいて、単純に「闘技場」とだけ言えば、この施し設せつのことを指す。つまりは世界最大の円形闘技場。

　ここでは、つい今しがたまで予選テストが行われていた。テスト見学に来ていたのであろう観客達が、門からぞろぞろと列を成して出て来ている。

　セシリアは彼らの注目が集まらないうちに足早に入場口へと歩を進めた。ロビーに入ってすぐ、目の前の受け付け口へと向かう。

　セシリアの足音に、どうやら撤てつ収しゆう作業に入っていたらしい受うけ付つけ嬢じよう達が振り返った。その中の一人が、笑えみを浮うかべてセシリアに応対する。

「申し訳ありません、本日の予選テスト無料観覧はつい先程終しゆう了りよう致いたしまし──」

　しかしそこで彼女はセシリアの顔をみて、ハッと気付いた様に目を見開いた。

「あ、これはセシリア様。どうされましたか？　本戦の打ち合わせか何かで？」

「ああ、いや、そうじゃないんだ。実は……」

　魔人や勇者のことは伏ふせつつも簡潔に事情を説明し、テストの受験者リストを見せて欲しい旨むねを伝える。受付嬢は了りよう承しようしながらも、少し困こん惑わくした様子だった。

「落選者も含ふくめて全てとなりますと、膨ぼう大だいなデータ量になってしまいますが……」

「ああ、それで構わないさ。面めん倒どうかけてすまないが、よろしく頼たのむ」

「かしこまりました。では案内致しますので、裏の事務室の方へどうぞ」

「ああ、悪いな。本当に助かった」

　にこっと微笑ほほえむと、受付嬢は突とつ然ぜん顔を赤くし、ぺこりと大おお袈げ裟さに頭を下げてセシリアの前を歩き始めた。周りにいた他の受付嬢達が、セシリアの方を盗ぬすみ見てなにやらキャッキャとはしゃいでいる。

「（む、やはり私の笑顔はサマになっていないようだな。精しよう進じんしなければ）」

　なぜかいつも同性にきゃーきゃーと引かれてしまうことを、セシリアは常々気にしていた。騎き士し団の制服がいけないのだろうか。それともやはりこの仏ぶつ頂ちよう面づらが悪いのか。

　セシリアはズレた勘かん違ちがいをしつつも、受付嬢に続いて事務室へ向かうため歩き出した。既すでに観客はほぼほぼ出で払はらったらしく、ロビーは厳おごそかな静せい寂じやくに包まれている。無駄な争いごとは好まない彼女だが、この闘技場の空気自体は嫌きらいじゃない。

　セシリアは歩くペースを落とし、しばしこの武の聖地に溢あふれる、教会とはまた違う神秘性を孕はらんだ空気を堪たん能のうしようと──




「テストが受けられねぇたぁっ、どういうことだよっ、ゴルァ！」




　──したその矢先。闘技場の気高い空気は、下品な声で一いつ瞬しゆんにして壊こわされた。

　何事かと思って振り返ると、赤髪のチャラい、ダボッとしたローブを着込んだ男性が、受付嬢にいちゃもんをつけている光景が飛び込んで来る。

「いえ、ですから、既に決められた受け付け時間を過ぎておりますので……」

「過ぎてねぇよ！　ほら見ろよ、あんたの後ろの時計！　一七時一分前！　な⁉　で、この予選要よう綱こうに記された受け付け締め切り時間、十七時！　ほら！　まだテスト受けられる！」

「で、ですから、そこにも括かつ弧こ書きで記されておりますように、テスト参加者数によっては、締め切り時間が三〇分程度前後することもあり……ですから本日は四時半の段階で……」

「括弧書きはあくまで括弧書きだろうが！　本当に遵じゆん守しゆすべきは、括弧書きじゃない方の表記じゃねぇのかよ！　ああん⁉」

「そ、そう言われましても……」

　受付嬢が本当に困った様子で視線を泳がせる。セシリアも思わず嘆息した。

　何だあのクレーマー男は。神聖な闘とう技ぎ大会をなんだと思っているのだ。気高い闘技者の風上にもおけない精神。あの様な者に、そもそもこの神聖な大会への参加資格などない。

　見るに見かねたセシリアは、受付嬢に助け船を出してやろうと足を踏ふみ出した。

　──とその瞬間、赤髪ローブ男が奇き妙みような主張を始める。

「健けな気げな子供がまだ、出たいって言ってるだろうがっ！」

「えっと、子供さん、ですか？」

　その気になる言葉に足を止めるセシリア。受付嬢も首を傾かしげる中……男のだぼついたローブの端はしから、一〇歳にも満たないような男の子がひょこっと顔を出した。

　彼はどこか、戸と惑まどった様子で男のローブを引っ張る。

「や、やめてよファルディオ！　恥ずかしいなぁ、もう！　ぼく、別にそこまで──」

「ほぅら、子供が泣きそうな目してんだろうが！　わざわざすんげぇ遠くから、大会に出場するためだけに来たんだぞ、この子！　あんたこれでも胸が痛まねぇのかよ！」

「う、うぅ？」

　謎なぞの論理に受付嬢が気け圧おされる。またこの子が妙みようにあどけない顔立ちをしているせいか、その潤うるんだ瞳ひとみには傍はたで見ているセシリアまでくらっと来るほどの破は壊かい力がある。正面の受付嬢など、殆ほとんどイチコロだろう。

　実際、彼女は少年をしばし見つめた後、「わ、分かりました、確かく認にんとってみます」と館内通話装置と思おぼしき、貝かい殻がらの様な魔法道具に手を伸のばした。

　貝殻に耳を当て、しばしごそごそとやりとりをした後……嘆息交じりに男へと応対する。

「上に確認を取ったところ、通常ならば認められませんが……わざわざ遠方より訪おとずれた子供のためとあらば、特別に許可しましょうとのことです。幸いまだテスト用具は片付けておりませんでしたし……どうぞ、そちらの扉とびらから会場の方へお入り下さい」

「そうかそうか！　最初から素す直なおに入れときゃいいんだよ、なー、トオル？」

　にっこにこ笑顔の赤髪男。これには受付嬢一同もセシリアもかなりイラッと来た。

　しかし彼とは対照的に、トオルと呼ばれた少年は──

「ご、ごめんなさい、おねーさん達！　ほんとごめんなさい！　えっと、でも、ありがとう！　ぼく、すっごく嬉うれしいよ！　えーと、だから……その……通してくれたおねーさん達に恥はじかかせないよう、ぼく、一生懸けん命めい頑がん張ばってくるね！」

　──と、今時珍めずらしいにも程がある、真しん摯しで無む垢くでひたむきな笑顔をみせた。

『────』

　受付嬢一同、これには大層ぐっと来たようだ。全員どこかデレーッとした顔で「頑張ってねー、トオルくーん！」などと黄色い声を上げて彼を見送っていた。

　セシリアもまた、赤髪男とは対照的な彼の気持ち良い心根に感動をおぼえ、思わず見送ってしまっていたが、ふと、その少年の傍かたわらに、ふわふわと蜜み柑かん色のぬいぐるみの様なものが浮いているのが気になった。普ふ通つうに考えれば、今流行はやりの魔ま法ほう人形か何かなのだろうが、しかし……。

「セシリア様？」

　背後から、自分を案内してくれていた受付嬢に声をかけられる。

　セシリアは「ああ、すまない」と振ふり返かえった後、しかしもう一度だけ会場に消えて行く少年を見つめ……そして、改めて、彼女に切り出した。

「やはり、観客席の方で作業させてもらっていいだろうか？」

「え？　あ、はい。よろしいですけど……。では、私は資料を取って参りますね」

「悪いな、よろしく頼む」

　セシリアは受付嬢を見送った後、「さて」と、気を引き締しめ直して観客席に続く扉の方へと足を向けたのであった。
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　闘技大会の舞ぶ台たいは、極きわめてシンプルな造りだ。

　白はく凜りん石という、硬かたさと弾だん力りよくを併あわせ持った石せつ灰かい岩で円形に組まれた舞台が、闘技場の中心に設置されているのみ。他に余計なモノは何もない。

　ただ、いつもこうというわけでもない。年間を通して行われているランキング戦では、時期によって巨きよ大だい水すい槽そうを用いた水中戦や、魔法により場の重力を変化させて行われる空中戦が催もよおされ、また歌手や劇団が公演を行う際には、光や音おん響きよう効果を重視したまた特別な舞台が組まれる。

　しかし、歴史あるルザル闘技大会においては、舞台演出に凝こるようなことはしない。

　なぜなら、世界屈くつ指しの武芸者が集まるこの大会は、彼らの闘とう争そうこそが、なによりの見所となり得るからだ。余計な演出など、かえって邪じや魔まにしかならない。

　そんな闘技大会会場だが、本戦ではなく予選テストが行われていた現在は、舞台以外に、テスト用の魔法装置が、大きく分けて二つほど設置されていた。セシリアがそれらを懐なつかしい思いで無人の観客席から観察していると、丁度テストの概がい要よう説明を受け終わったらしい少年……確かトオルと呼ばれていた男の子が、ひょこっと闘技者入場口から顔を出した。彼は場の様子を窺うかがうと、すぐに表情を輝かがやかせ、駆かけて舞台の上に飛び乗る。

「うっわー、すっげー！　闘技場、広ぉー！　テスト装置もかっけー！」

「…………」

　きゃっきゃとはしゃぐトオル少年を見て、二年前の自分とは大違いだなと嘆たん息そくするセシリア。彼女の場合、このテストは日ひ頃ごろの鍛たん錬れんと同じく淡たん々たんとこなした記き憶おくしかない。

　セシリアはとりあえずテストの具体的内容や平均点の確認をしておくため、受付嬢から渡わたされたデータ端たん末まつを起動しようと──

「おうおう！　いいねぇ、見ろよルウ！　俺達貸し切り状態だぞこれ！」

　──した矢先、またもや下品な声でそれを阻はばまれた。首だけ振り返らせて確認する。

　そこには、肩かたに蜜柑色のぬいぐるみを載のせた赤あか髪がみローブ男がいた。彼は辺りを見回すと、ずんずんとセシリアの座っている方に歩みを進めてくる。

「本戦開かい催さい中ちゆうじゃこうはいかねぇぞ！　ほら見ろよ、この舞台が一番良く見える席なんて、ダフ屋から買ったらいくらぼったくられるか分かったもんじゃねえ！」

　喚わめきながらこちらに近付いてくる男性。セシリアが嫌いやな予感を抱いだいていると、それは見事に的中。広い観客席はガラガラなのにもかかわらず、赤髪の男はデリカシーのカケラも無く、セシリアの真ま隣どなりにどかっと腰こしを下ろしてきた。

　セシリアが嘆息すると同時に、赤髪男が早さつ速そく声をかけてくる。

「なぁなぁ、そこのオネーさん、一人？　折角だし、俺と一いつ緒しよにテスト観戦しねぇ？」

　なんという小者っぽい台詞せりふを堂々と吐はく人物なのだろうか。呆あきれて無言で威い圧あつするように睨にらみ付けると、彼は露ろ骨こつに「うっ」と引きつり、さらに小者じみたことを言い出した。

「お、オネーさん、美人だけど、そこはほら、もっと笑え顔がおで行こうぜ。な？」

「…………」

「なにもそこまで殺意の籠こもった目で睨まなくても……って、あれ？　あんたどっかで……」

　赤髪が何かに気付きかけた、その時だった。今まで彼の肩にのっかっていた毛玉が、耐たえ切れなくなった様子で急に羽をパタパタとはためかせつつ喋しやべり出す。

「いい加減になさいませっ、ファルディオ！　非ひ紳しん士し的にも程ほどがありますぞ！」

「？」

　その魔法人形とは思えない流りゆう暢ちような言葉にセシリアが多少驚おどろいて目を見張ると、ファルディオと呼ばれた青年は慌あわてた様子で毛玉の口を押さえにかかる。

「わ、ばかっ、この街じゃ下手に喋るなって約束したばかりだろ、ルウ！　バレたらどうすんだよてめぇ！」

　その発言に、セシリアはぴくりと反応する。……バレる？　このルウという魔法人形らしき生物が喋ると……バレる。それは……。

　セシリアが疑いを深める最さ中なかも、しかし毛玉の勢いは止まらない。

「別にルウに恥はじるところはありませんぞ！　それよりも、ファルディオの行動の方が余程目に余るというものですぞ！」

「な、なにがだよ！　実際俺のおかげでトオルがテスト受けられたんじゃねえか！」

　そう彼が指差す先には、舞台の上でテスト用の自動人形と対たい峙じするトオル少年の姿があった。どうやら一度テスト装置の動力を切ってしまっていたらしく、再起動にはもうしばらく時間がかかるようだ。

　手持ち無ぶ沙さ汰たそうに佇たたずむ彼をセシリアが眺ながめる中、ルウと呼ばれた毛玉はさらに抗こう議ぎを続けていた。

「思いっきり皆みな様さまに迷めい惑わくかけているではございませんか！　そちらのお嬢じようさんにも！」

　毛玉がセシリアに同意を求めんばかりの様子で声を上げる。突とつ然ぜん話を振られたセシリアはしばし逡しゆん巡じゆんした後、「いや」と応じることにした。

「私のことは気にしなくて良い。それよりも、キミは……」

「ルウですか？　ルウは──」「最新の魔法人形だぜ！　当然だろ！」

　ルウの口を慌てて塞ふさぐようにして、青年が応じる。やはり怪あやしいが、セシリアはとりあえず追及を避さけた。もう少し、警けい戒かいさせずに泳がせておいた方が賢けん明めいだろう。

　もごもごと暴れる毛玉は青年に何か言い含ふくめられると、仕方なさそうにこくこくと頷うなずき、その手から解放される。そうして、耳をぺたんと折りたたみ、どこかしょんぼりとした様子でふよふよとセシリアの前にやってきた。

「ルウは……魔法人形の、ルウですぞ。以後、お見知りおきあれ」

「ふむ、そうか。私はセシリアだ。セシリア・シヴィル。よろしく、ルウ」

「こちらこそですぞっ、セシリア殿どの！」

　そう言って、毛の中からひょこっと飛び出したルウの小さい手と握あく手しゆを交かわす。まるで人間の耳たぶのような気持ちのいい触しよつ感かんにセシリアは一瞬ほっこり夢見心地ごこちになったが、しかしすぐにそれは隣のガサツな人間に邪魔された。

「オレはファルディオ・メルクリウスだ！　ちょいと訳あってミドルネームを呼ばれるのはあまり得意じゃねえから、気軽にファルディオさんと呼んでくれて構わないぜ！」

　ルウとセシリアの握手を邪魔する様に、青年が割り入って来る。セシリアは淡々と、無表情で彼に応じた。

「よろしく、メルクリウス」

「あ、や、だから、ファーストネームで気軽に、さん付けなんかで……」

「何か言ったか、メルクリウス。ほら、ようやく再起動も終わり、テストが始まるようだぞ、メルクリウス。貴き殿でんも真ま面じ目めに観戦した方がよろしいのでは、メルクリウス」

「……てめぇ」

　どうやらミドルネームが苦手というのは本当らしく、彼は本気で苛いら立だった様子だったが、セシリアはしれっーと視線を逸そらした。元々セシリアは初対面の人間をミドルネームで呼ぶ人間だ。そこに他意は──正直あったが、反省はしていない。

　メルクリウスはしばらく「うぬぬ」と唸うなると、ふと何かに気付いた様子で、「あっ」と失礼にもセシリアに人指し指を突つきつけた。

「どっかで見たことあると思ったら、あのセシリア・シヴィルじゃねえか！　大会連続優勝者で、教会の犬、神しん剣けん騎き士し団聖騎士隊のセシリア・シヴィル！」

「だから、さっきもそう自己紹しよう介かいしたろう。貴殿の耳と頭は飾かざりか？」

「ぐ……なんつう性格の悪わりぃ……。やっぱりアレだな、有名人様っていうのは、遠くから見ているぐらいが丁度いいな！　けっ、ちょっと見た目良くて強いからって調子に乗っちまってよぉ！　そもそも、俺ぁ強い女っていうのが苦手なんだよな。女は、男に半歩下がってついてくる！　これこそ、女の本来あるべき姿じゃねえか！」
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「…………」

　最も早はやかける言葉が見つからないほどに憐あわれな男だった。見れば、一応同行者であるはずのルウさえ、心底げんなりした様子だ。彼はそのまま、ファルディオの肩にではなく、セシリアの膝ひざの上にぽんと降り立った。太ふと股ももに感じるもふもふの触感と体温が心地好よい。

　ファルディオはそんなルウの裏切りに、「こらてめっ」と憤ふん慨がいした。

「なんつう羨うらやましい──あ、いや、そんな騎士女の太股の上なんて全然魅み力りよく的じゃねえしっ！　おい、調子乗んなよセシリア・シヴィル！　ばーかばーか！」

「…………」

　彼の一いつ貫かんした小者キャラに、最早セシリアはある種の感動さえ覚えていた。どうしたら人は、ここまでテンプレートな下の下の性格に成り下がれるものなのか。いっそわざとじゃないかと思うほどだ。真面目揃ぞろいの騎士団の中でも随ずい一いちの堅かた物ぶつと評されるセシリアじゃなくとも、この男は「ない」だろう。

　メルクリウスは勝手に気分を害した様子で、どかっと、セシリアから少し距きよ離りを離はなして座り直した。彼の小者過ぎる挙動をボーッと眺めていると、膝の上のルウが、メルクリウスに聞こえないぐらいの囁ささやきを漏もらしてくる。

「すいませんな、セシリア殿」

「ああ、いや、キミが謝る必要は全くないさ」

「いえ……。……あ、で、でも、その、ファルディオは悪い人間じゃ、ないのですぞ！　その、彼は元々教会に対して腹に一いち物もつあるようでして……いえ、それが何かは分からないのですが……ええと、あの、そう、大会にも並々ならぬ思い入れがあり、今は特に余よ裕ゆうを欠いております故ゆえ、此こ度たびの無礼は何なに卒とぞ、何卒、大目に見て頂けると幸いと存じ……」

　膝の上でくるっとセシリアを振ふり返り、上うわ目め遣づかいに、しどろもどろな様子ながらも一生懸けん命めいフォローを入れるルウ。

　セシリアはルウがあの小者をそこまで庇かばうのを不思議に思いながらも、その仲間想おもいの優やさしい言葉に免めんじ、「ああ」と彼の頭を撫なでながら笑え顔がおで応じてやった。

「安心しろ、別に彼を悪党だなどとは思ってやしないよ」

「セシリア殿……」

　ルウが嬉うれしそうにセシリアを見上げる。セシリアもそれに出来るだけ柔やわらかい表情で応じていると──ふと、問題の人物が隣で大声を上げた。

「おらぁーっ、さっさとテスト始めろよー！　たるんでんじゃねえのか、スタッフー！」

　そのガサツな声を聞きながら、セシリアは、笑顔のままで、ルウに告げる。

「下手すると悪党よりもプライドに欠ける、根っからの小悪党だとは、思っているがな」

「はい、それはもう、その通りですので、それが良いですぞ」

　セシリアはルウと二人、ジトーッと隣の男を見やる。そんな二人の視線にメルクリウスはすぐに気付き、ガンを飛ばしてきた。

「ああっ⁉　んだよ、てめぇなんか文句あんのかこら！　あんま調子乗ってっと──」

　と、しかしそこで彼はセシリアが世界でも卓たく越えつした武芸者の一人であることを思い出したらしく、すぐに視線を逸らして、ぴゅーと口笛を挟はさんでから、言葉を続けてきた。

「──調子乗ってっと、そ、そのうち、きっと、痛い目に遭あうぞ、うん。気を付けろよ！」

『（お前がな……）』

　セシリアとルウは深く嘆たん息そくし、視線を舞ぶ台たいへと移す。




　テスト開始のビープ音が会場に鳴り響ひびいたのは、まさにその瞬間だった。










「わ、なになに、なんか浮ういた！　動いた！　あと生えた！　え、これ、どうしたら……」

　トオル少年が舞台上で戸と惑まどいの声を上げる。その言葉通り、彼の正面には縦二メートル、直径七〇センチほどの黒い円柱が浮いて移動を開始し、それと同時に、舞台の外周を取り囲むように、いくつものラッパの様な装置が地面から出現していた。

「（確かに、初見だと戸惑うだろうな……）」

　セシリアはうろ覚えの記き憶おくを辿たどる。

　詳くわしいルールを確かく認にんするため、セシリアは受付嬢から借りたデータ端たん末まつを起動し、目の前の空間にテスト概がい要ようを表示させた。便乗して、膝の上にいたルウは勿もち論ろん、少し離れて座っていたはずのメルクリウスまで画面を覗のぞき込んでくる。

　嘆息しつつも、さっとテストルールに視線を走らせるセシリア。

　基本的なテスト内容は至極単純だ。一人二分ほど与あたえられる制限時間内に、舞台上を逃にげ回るターゲット……つまりはあの浮ふ遊ゆう移動する黒い円柱に、攻こう撃げきを当てまくるだけ。

　当てた攻撃の威い力りよくは数値化され、円柱の上部空間にポイントとして表示される。それは攻撃を当てる度たびに加算されていき、最終的には制限時間内にどれだけトータルポイントを稼かせげたかを競きそう。それがこのテストの、大まかなルールだ。

「えっ、もうこれ始まってんの⁉　えっと、えっと……確か、あれに攻撃すれば……」

　開始から五秒も経過したあたりでようやく気付いたトオル少年が動く。彼はダッと舞台を蹴けり込むと、外周を回る様に移動する柱へと突っ込んでいった。

「（あの年ねん齢れいにしてはいい動きだ。しかし……）」

「とりゃあ──って、あれ？」

　少年が近付いた途と端たん、円柱は突然動きの軌き道どうを変え、彼から距離を取る。トオル少年はその意外な回かい避ひ行動に、少し面食らった様子でぽかんとしていた。

「（思い出してきたぞ。そうだ、かなり不規則な回避行動をするのだったな、アレは……）」

　実際例の黒い柱は、誰だれが操あやつっているわけでもない。完全に自動制せい御ぎよだ。しかしその命令系統にはランダム要素が組み込まれているらしく、厳しい戦いをくぐり抜ぬけてきた勇士であればあるほど、とても理にかなわぬ不可思議な動きに惑まどわされる。

　テストの狙ねらい通り翻ほん弄ろうされるトオル少年に向かい、メルクリウスが声を上げた。

「なにやってんだトオル！　んなもん、大したスピードじゃねぇだろうが！」

「わ、分かってるよ！　分かってるんだけど……！」

　応じながら、再び円柱に迫せまる少年。しかしその拳こぶしは、ふたたびへにゃっと空を切る。

　セシリアの膝の上にいたルウが、思わずといった様子で浮き上がり、応おう援えんの声を上げた。

「頑がん張ばって下され、ご主人！　ご主人の実力は、その程度じゃないはずですぞ！」

「う、うん！　分かってる！　分かってはいるんだけど……」

　答えながらも、トオル少年はどこかぎこちない様子で円柱に近付いては、攻撃を紙かみ一ひと重えでかわされてしまうという流れを繰くり返す。

　既すでに開始から三〇秒は経過しようとしたが、少年の攻撃は未いまだかすりもしなかった。

　セシリアはそんな彼の動きを興味深く観察する。

「（実に子供らしい、素す直なおで直線的な動きだな。当たらないのも頷うなずける。しかし……）」

　またも攻撃を惜おしいところでスカしてしまう少年を見て、セシリアは顎あごに手をやり思わず考え込む。

「（おかしいな、記念受験するような子供でも、まぐれ当たりぐらいならそこそこ出るはずなんだが……）」

　しかしトオル少年はよっぽど運が悪いのか、未だに攻撃をかすりさえ出来ずにいた。応援者二人が、焦じれた様子で声を上げる。

「右だ、右だってトオル！　ああ、もう、なんで今躊躇ためらったんだよ！」

「ご主人、もっと本気を出されていいのですぞ！　そこ、正面ですぞ！　ああっ……」

「（……この二人、明らかに少年の動きが不満といった様子だな）」

　まるで、本当はもっと実力がある奴やつなんだと今にも言わんばかりだ。セシリアが怪あやしんでいると、それに気付いたのか、メルクリウスはさっと視線を逸らし、さらにルウの羽をちょいちょいと引っ張った。ルウはそれに気付くと、彼もまたセシリアを振り返り、露ろ骨こつに「あ」という表情をした後、少し応援をトーンダウンさせる。

「（ふむ、この態度……やはり私が教会関係者だからか？）」

　セシリアが視線を舞台に戻もどすと同時に、今度はテストが第二段階へと移行を始めた。

　舞台を取り囲むラッパ形のテスト装置が、一いつ斉せいにヴーンと低い動作音を鳴らし始める。

「わ、なに、もしかして……例のしゃぼん玉タイム⁉　もう⁉」

　事前説明を思い出したのか、トオル少年が焦あせった様子で辺りを見回す。そうして、残り制限時間が八〇秒を切ると同時に、ラッパ達から次々と鮮あざやかに着色された特製しゃぼん玉が、緩かん急きゆうのついた速度で、舞台上のあらゆる場所へと、大量に射出され始めた。

「わ、ちょ、これ、やばっ」

　近くを通り過ぎるしゃぼん玉を、慌あわてて避よける少年。それもそのはず、あのしゃぼん玉は、当たると減点されてしまう仕組みなのだ。それを避ける方法は大きく二つ。単純にかわすか、あるいは……。

「おっと、危なっ」

　少年が胴どう体たいのギリギリまで迫って来ていたしゃぼん玉を、慌てて手で打ち払はらう。

　……そう、あのように、武器や手足で撃げき墜ついするかだ。ただし手足を使う場合でも、手首や膝から上の、胴体に近い箇か所しよで受けるのは減点対象。つまり、腕うでや太股の被ひ弾だんも減点対象だということだ。

「う、うわぁ⁉　ちょ、こ、こんなに出てくるなんて聞いてないよ！」

　残り時間一分を切ったあたりから、目に見えてしゃぼん玉の量が増えていく。全すべて回避もしくは撃墜しようと思えばとてもじゃないが黒い円柱に攻撃を叩たたき込む暇ひまなどない。

「わ、わわっ、ちょ……わーん！　全然追いつかないよー！　これじゃ点数がー！」

　思わず泣き言を言う少年。それもそのはず、攻撃を一発も入れられず、逆にしゃぼん玉は大量被弾しているのだから、当然円柱の上部に表示される数字は……。

「ああ……なんつうマイナス得点だよ……！」

「ご主人……！　基準は分かりませんが、これは、大分へっぽこの様相呈ていしてますぞ！」

　二人が絶望し切った様子でテスト風景を眺ながめる。しゃぼん玉だらけの状じよう況きようで少年本人に詳しい点数は見えていないようだが、まあ、自分がどれだけ被弾しているかぐらいは実感しているのであろう。彼は涙なみだ目めだった。子供相手にも可哀かわい想そうなほど容よう赦しやがないテストだが、公式のテストである以上仕方ない。怪け我がする要素がないだけ良心的だ。

　もう、テストはボロボロだ。しかしセシリアは、まだ少年から目を離せずにいた。

「（やはりおかしい。いくら子供にしたって、もう少し……）」

　序じよ盤ばんに見せたそこそこ良い動きと、この酷ひどすぎる現状には齟そ齬ごがある。それに、少年の動きは運動音おん痴ちのそれというよりは、むしろ……。

「（なんだ……あの、まるで、暴れ馬に乗って卵を運んでいるかのような、そんな違い和わ感のある足運びは……）」

　テスト開始から終始、彼の動きはぎくしゃくしていた。円柱のスピード自体には追いつけているのに、急な方向転てん換かんなどに対応する際、若じやつ干かんの戸惑い・躊ちゆう躇ちよが発生する。

　しゃぼん玉にしても、そこそこの反応速度で対応出来てはいるのに、手や足ではなく腕や腿ももという減点対象箇所でしゃぼん玉を払ってしまっており、結果、必要以上にマイナス得点が重なる。

　セシリアは思わず唇くちびるを嚙かんだ。

「（この応援者二人じゃないが……確かにもどかしい動きをする少年だ。一体何が原因なのだ？　自身の身体能力の把は握あくが出来てない？　成長期だからか？　いやそんな生なま温ぬるいレベルとも……さらに、素す手ででテストに臨のぞんできた割には、咄とつ嗟さの時に『薙なぐ』や『払う』といった、武器を扱あつかう者特有のクセが透すけて見えるのも気になるな……）」

　しかしそう考えながらも、セシリアは、これらの違和感を一気に解決してしまう結論があることもまた、自覚していた。当然それは……。

「（この少年が、つい最近、元の環かん境きようを失って絶大な力を付加されていた場合……つまりは勇者として召しよう喚かんされた人間だというのならば、得心がいく）」

　同行者達の露骨に怪しい態度からも、十中八九間ま違ちがいはないとセシリアは踏ふんでいた。

「っ！　このっ！」

　トオル少年が、いい加減痺しびれを切らした様子で、しゃぼん玉の被弾も構わず円柱へと迫る。が、しかし──

「っぅ！」

　今度は攻撃の直前で目にしゃぼん玉の雫しずくが入ったらしく、またも攻撃を外した。残り時間は、もう四〇秒を切っている。

「ご主人ー！　ファイトですぞー！」

「おいこらトオルてめぇっ、予選落ちとか洒落しやれになんねぇぞ！　真ま面じ目めにやれ！」

「やってるよ！　やってるけども！」

　焦るトオル少年。彼は最も早はやなりふり構わず、しゃぼん玉を完全に無視しては円柱を追いかけていた。

　その動きを見て、セシリアは殆ほとんど確信する。

「（なんという脚きやく力りよく。最早明らかにただの子供の身体能力じゃあ、ないな）」

　気付けば、今や彼の動きは序盤のものとは比べものにならない速さだった。

「（そうか、最初はリングアウトを恐おそれて、スピードを……脚力を抑おさえていたのか。舞ぶ台たいから落ちれば即そく失格だから、それで……）」

　しかしもう舞台の広さ感覚は摑つかめたのだろう。動きが大だい胆たんになり、速度が右みぎ肩かた上がりに上じよう昇しようしている。しかし……それでもあと一歩、攻撃が円柱に届かない。

「くそっ、なんで！」

　苛いら立だつトオル少年。しかしセシリアには、彼の攻撃が一発も当たらない理由もまた見え始めていた。

「（なるほど、逆か。反応速度が良すぎたんだ。なまじ目でしっかり敵を追えているからこそ、身体能力との齟齬で、紙一重でのスカしが多い。体と感覚が嚙み合ってない）」

　そしてだからこそ、「まぐれ当たり」がなかったのだ。ターゲットの不規則な回避行動にも変に反応してしまうからこそ、毎回ギリギリで外れる。

　気付けば、もう制限時間は残り二〇秒ほどだった。思わずセシリアも立ち上がる。

　気付けば、彼女もまた、職務を抜きにして声を上げてしまっていた。

「少年！　目で追いすぎるな！　体に任せるんだ！　感覚に頼たよれ！」

「ええ⁉　誰⁉　それに、そんな武道の極ごく意いみたいなことを急に言われても……！」

　舞台上で途と方ほうにくれた様に立ち止まる少年。応援団二人もぽかんと見守る中、セシリアは続けた。

「目を全く使うなとは言わない！　まず目で追って、攻こう撃げきの瞬しゆん間かんだけ、瞑つぶってしまえ！」

「ええっ⁉　そんな、運任せな……」

「百パーセント当たらない現状よりは、まぐれ当たりの可能性があるだけいいはずだ！」

「っ！　う、うん！」

　そう答えると、少年は再び構えた。既に制限時間は残り一五秒を切っている。

　メルクリウスとルウと共に、固かた唾ずを飲のんで状況を見守る。まるで彼らの仲間の一員になったかのようだ。しかしセシリアには、単純な応援以外の意図もあった。

「（攻撃力の数値で、彼が勇者たる確証が得られれば……！）」

　これまでの動きも充じゆう分ぶん異常ではあったが、それでもまだ、彼を「勇者」と断定する証しよう拠ことしては弱い。少し武道を嗜たしなんだ、才ある少年だとはぐらかされれば、それまでだ。

　しかし勇者の放つ一いち撃げきの重みは誤ご魔ま化かせない。それこそ確実な勇者の証拠たり得る。

　なにより、勇者の判定をする上で、現状は非常に都合がいい。なぜなら観客席には自分達しかいない上、テストは自動で行われるため、この場には職員さえいないのだから。

　この状況ならば、魔人側に勇者の正体がばれることもない。

　さらに都合がいいことに、現状彼のポイントはどうしようもないマイナス点。ここからいくら重い一撃を叩き込めたところで、最終成績としては、マイナス点と相そう殺さいして派手な数字にならない。つまり……彼を勇者と判定出来るのは、この場にいた人間だけ。

　トオル少年が最後の一撃に向けて集中力を高める最中、セシリアはさっと点数を確かく認にん、素早く計算した。

「（少年の成績は現在、マイナス二六〇〇ポイント。成人男性のパンチ一発が大体一五〇ポイントで、しゃぼん玉一発被弾につきマイナス一〇〇ポイント。本戦出場のための合格ラインは、合計でプラス二〇〇〇ポイントを超こえること。となれば……）」

　どうやら今いま更さら一撃決めたところで、数値的に本戦出場の線はもうなさそうだ。しかし勇者だと言うのならば、せめて一○〇〇……いや、成人男性の一〇倍、一五〇〇ポイント分ぐらいの一撃を素手で叩き出してほしい。それで、確証になる！

「（頼たのむ……当ててくれ！　外さず、弱くなく、しかしやりすぎて目立ちすぎもしない、そんな理想のポイントを叩き出して、私に見せてくれ……！）」

　思わずぎゅっと拳こぶしを握にぎり込む。ふと見ると、メルクリウスもまた、真しん剣けんな顔をしていた。

　彼は最早私の事を気にした様子もなく、全力で少年に叫さけぶ。

「トオルー！　この一撃で、五〇〇〇ポイント分の攻撃お見み舞まいしてやれー！　それでギリギリ二〇〇〇ポイントオーバーで合格だ！　これなら変に注目もされねぇ！」

「（何を馬ば鹿かな……）」

　メルクリウスの持ち出した数字を、セシリアは内心鼻で笑った。

「（この男は、テストの基準を分かっているのか？　たとえ彼が勇者だとしても、そんな数値がおいそれと素手で出せてたまるものか。攻撃がクリーンヒットしたとて、せいぜい、二〇〇〇ポイントあたりが関の山。それを五〇〇〇などと……勇者という存在に夢を見すぎだ）」

　それに勇者が魔人に狙ねらわれている現状、彼の闘とう技ぎ大会本戦出場などはセシリアにとって、絶対に回かい避ひしたい事態の一つだった。

「五〇〇〇？　えっとぼく、基準がよく分からないんだけど……」

「ご主人ー！　とにかくホームラン狙いで、かましちゃって下されぇー！」

「あ、それならＯＫ！　空から振ぶり覚かく悟ごで全力出すよ！」

　既すでに残り時間三秒を切る中、ルウの応おう援えんを受け、トオル少年はいよいよ──最後の一撃のため、円柱に向かって、舞台を蹴けった。

「（──っ！　なんという速さだ！）」

　それは、流石さすがのセシリアも驚きよう嘆たんする速度だった。最早リングアウトを一いつ切さい気にしていないからであろう。少年はあらん限りの全力で跳ちよう躍やくし、円柱へと迫せまる！

「（この勢いならば……二〇〇〇どころか、三〇〇〇は容易たやすい！）」

　メルクリウスの期待もあながちそう馬鹿にしたものではなかったのかと、思わず冷ひや汗あせを搔かくセシリア。思えば、今回の勇者は能力が高いという噂うわさもあった。なるほど、これならば納なつ得とくだ。とても子供の能力じゃあ、ない。

「でぇ、やぁあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　そのまま一直線に円柱まで飛び、そして攻撃の瞬間、目を瞑るトオル少年。

　円柱は一瞬軌き道どうを変えたが、しかし現在の彼の速度の前に、そんな緩ゆるい回避行動は最早無意味。多少中心からこそずれたものの……彼の拳は、しっかりと円柱を捉とらえた。

　それと殆ど同時に、テスト終しゆう了りようを告げるブザーが鳴り響ひびく。

　周囲に漂ただよっていたしゃぼん玉が一いつ斉せいに消しよう滅めつし、徐じよ々じよに視界がクリアになってくる中。

　円柱の上に表示されていた数字は……。

「（頼む……！　クリーンヒットこそ逃のがしたが……今被ひ弾だんしたしゃぼん玉含ふくめて……トータルでマイナス一〇〇〇ポイントぐらいなら、不合格かつ、殆ど私の想定通りだ！　勇者としての確信が持てる！　頼む、マイナス一〇〇〇ポイント付近であってくれ！）」

「二〇〇〇！　ほんの少しでいいから、二〇〇〇ポイントを超えていてくれ……頼む！」

　私とメルクリウス、二人の若じやつ干かんズレた願いが交差する。

　そんな中、しゃぼん玉が全すべて消え、現れた数字は……。




《トオル・ミカミ最終成績　二三四〇──》




「うぉっしゃあ、キタコレ！　二〇〇〇超ごえキタコレ！　よくやったトオル！」

「まさか……！　一撃で六〇〇〇近い威い力りよくを叩たたき出すなんて……！」

　絶ぜつ妙みようなポイント数値に浮うき足立つメルクリウスを横目に、これは今回の勇者に対する評価を大おお幅はばに見直さなければいけないと、愕がく然ぜんとするセシリア。

　トオル少年本人は結果がよく分かっておらずぽかんとする中、ルウが突とつ然ぜん、二人の肩を同時に叩いてきた。セシリアがメルクリウスと共に振り返ると、ルウは成績表示の方を指差し、不思議なことを言い出した。

「違ちがいますぞ、お二人とも。どうもポイントを勘かん違ちがいなされておられるようですぞ」

『え』

　その言葉に二人、焦あせってバッと表示を見直す。

「（まさか、私としたことが、焦るあまりマイナス表示を見逃したなんてこと……！）」

　確かにマイナス二三四〇の方が遥はるかに現実的な数値だ。充分にあり得る。

　同様の疑いをメルクリウスも抱いだいたのだろう。セシリアははやる動どう悸きを抑え、よぉく目を凝こらして見てみると、そこに浮かんでいた実際の数字は……。




《トオル・ミカミ最終成績　二三四〇〇ポイント》




『ほ……』

　メルクリウスと二人、同時に胸むねを撫なで下ろす。

「（なんだ、マイナス表記なんてないじゃないか。それどころか、むしろ余計にゼロが一つ多かったぐらいで……）」

　…………。

　そこまで考えたところで。セシリアは、メルクリウスと共に、ギョッとして再度点数を確認した。

《二三四〇〇》

　ゴシゴシと、目を擦こする。

《二三四〇〇》

　…………。

「あ…………あ……」

　思わず、喉のどから声が漏もれる。……先程までの自分と……そしてメルクリウスの、珍めずらしく共通していた願いが、セシリアの中で反復される。

「（どちらにせよ、とにかく、目立ちすぎない数字を……）」

　セシリアは、魔人からの警護のため。メルクリウスは、彼を大穴に仕立てるため。

　理由は違えど、そのどちらも、根底に非常に切実な想おもいがあったのは一いつ緒しよで。

　しかしそんな、二人の真しん摯しな願い、そして計画は。

　今。

　かくも容易たやすく。見事なカタチで。

「ん？　あれ？　あの……これ、ぼく、合格なの？　どうなの？　ぼく、数字読めないんだよね。あ、ねぇ、ファルディオ、それに見知らぬおねーさん！　どう？　ぼく的には、さっきファルディオが言ってた通り、大体二〇〇〇ポイントぐらいかなーって思──」

　無む邪じや気きに首を傾かしげる、この、トオル少年に──

『あ……』

「あ？」

　──完かん膚ぷなきまでに、ぶち壊こわされたのであった。




『アホ（です）かぁああああああああああああああああああああああああああああ！』




　セシリアとメルクリウスの悲痛な絶ぜつ叫きようが、重なり合い、闘技場に響き渡わたる。




　第七二八回・ルザル闘技大会。

　魔人注目度ナンバー１・超ちよう大型ルーキー誕生の瞬間であった。







　幕まく間あい







「ぐぁっ！　げぉ、か、は、はぁ、はぁ……！」

　太陽が沈しずみ、夜の帳とばりが静かに降り始める逢おう魔まが時。

　祭りに浮き立つルザルの街の片かた隅すみ、飲み屋街の路地裏に、早くも嘔え吐ずき、壁かべによりかかる中年男性の姿があった。

　表通りを歩く人々はその声に顔を顰しかめ、酒乱には関かかわり合いになるまいと、足早に路地前を通り過ぎる。

　しかし呻うめき声を上げていた人間は、口から唾だ液えきを撒まき散らしながらも、必死で助けを求める様に明るい表通りへと手を伸のばしていた。が、しかし、上手うまく呻き以外の声が出ない。

　強い打だ撲ぼくを受けた腹部の激痛が、それを許してはくれなかった。

「いやぁ、今のは惜おしかったなぁ！　あともう一声で、助けが来てたんじゃないか？　あーあ、でもやっぱり人間ってのは冷たい生き物だなぁ。いや、利口なのか。実に結構」

「あ、う、あ」

　背後の闇やみの中から響く不ふ吉きつな声に、男性は顔に恐きよう怖ふを滲にじませ、必死で、壁を這はう様にして明るい表通りへと進む。

　しかし──そんな彼の必死の努力も、闇の中でケラケラと笑う存在の『力』によって、一いつ瞬しゆんにして無へと帰きせられた。




「おやぁ？　おっかしいなぁ、闘技大会実行委員長、エルディル・ヒューズさん。助けを求めたくて仕方ないのに、どうしてアンタはこっちに戻もどってきちゃうんだろうなぁ？」




「っ！　う、あ、ああ、ああ……⁉」

　満身創そう痍いの中年男性──エルディルの口から、絶望に染まった声が漏れる。

　彼の足は、意志に反して、路地の奥、闇の中へと引き返す様に動いていた。

「う、あ、やめ、もう、やめ……」

　恐怖に唇くちびるが痙けい攣れんし、言葉もまともに紡つむげないエルディル。しかし、それでも彼の足は路地の奥へと進むのをやめなかった。

　そうして辿たどり着いた先にて、彼は再び、この事態の元げん凶きようと対たい峙じさせられる。

「おかえり、エルディルさん。駄だ目めじゃないか、話が終わる前に逃にげたりしちゃぁ」

　そう言って、にこりと微笑ほほえむ男。ただでさえ暗い路地裏、その奥の闇の中で漆しつ黒こくのフードローブを着込んだその存在は、まるで顔以外の全てが闇に溶とけ込んでいる様だった。

　彼の目の前まで戻って来たところでようやく足が止まったエルディルは、涙なみだを流して跪ひざまずき、彼に懇こん願がんする。

「ゆ、ゆる、許して……」

「？　許す？　おいおい、何を謝っているんだ、エルディルさん！　アンタ、オレに謝ることなんて何一つないじゃないか！　いきなり路地裏に連れ込まれてこんな目に遭あわされた挙句『許して』とは、また傑けつ作さくだね！　いいね、人間！　それでこそ人間だ！」

「ひぃ……お、お願いですから、もう、やめ、やめて……」

　エルディルのその言葉に、フードの奥の瞳ひとみが妖あやしく光る。

「やめる？　やめるってなにをだ？　オレは、さっきからアンタになーんにもしてないだろ？　むしろやめた方がいいのは、アンタだと思うけど？」

　そう言って、ローブの袖そでから、ボロボロに破れた気味の悪い人形を取り出す男。

「ひぃっ！」

　何かを察したらしいエルディルが悲鳴を上げ、後ずさる。

　フードの男は、闇の奥で、ぺろり唇を湿しめらせ、人形を弄もてあそびつつ続けた。




「おいおい、もうやめときなよ、エルディル・ヒューズさん。まさかまだ、自分で自分の腹を殴なぐり続けようって気なのか？」




「う、あぁ……！　ぐぅ！　げぇっ！」

　瞬しゆん間かん、狂くるったようにエルディルが自分の腹部に全力の拳こぶしを振ふり下ろす。

　何度も、何度も、何度も。

　そうして彼が白目を剝むき、いよいよ痛みに意識を失う──その一歩前で、フードの男はパチンと指先を鳴らした。瞬間、糸の切れた操あやつり人形の様に、エルディルがその場に倒たおれ込む。

　ぜぇぜぇと息を漏らし、涙や鼻水や自身の吐と瀉しや物にまみれて横たわるエルディルに、フードの男がカツカツと靴くつを鳴らして近付く。

　その姿がまるで死神そのものに見え、死をも覚かく悟ごするエルディル。

　しかしフードの男は、その場で屈かがんでエルディルの髪かみを摑つかみ、頭を持ち上げると……闇の奥でニタァと、人間のモノとはとても思えない邪じや悪あくな笑みを浮うかべ、彼に顔を寄せる。

「なぁ、エルディルさん。今からアンタに二に択たくをやるから、一秒で選んでくれ」

「…………ぇ…………ぁ……」

「ん？　ああ、声出ないのか？　おいおいやりすぎだよ、エルディルさん。自分で自分をそこまで痛めつけられるなんて、正気の沙さ汰たじゃない。仕方ないなぁ……そうだな。じゃ、オレがこれから言う二択、最初の提案が良いなら一度。後の提案がいいなら二度、首を縦に振れ。ＯＫ？」

「…………ぅ」

　こくんと、頷うなずくエルディル。フードの男は「よーしよし」とエルディルの頭を撫でると、その笑顔のまま、サラリと、その提案を告げて来た。




「さっきからどうも頭がおかしい様子のあんたが、まさに悲劇、そのままついには家族と無理心中まで図はかってしまうって、未来と。オレにちょこーっとだけ協力した結果、異世界出身の縁えんもゆかりもない人間が一匹ぴき消えるだけの未来とじゃ、どっちがいーい？」




「────」

　エルディルはフード男の言葉にカッと目を見開くと……慌あわてて二度……どころか、三度、四度、五度と、心底恐怖に怯おびえた様子で、何度も頷く。

　そんなエルディルの、必死の返事に。

　フード男は実に満足そうに、無邪気な笑顔を見せたのだった。




「よぅし、交こう渉しよう成立だな。さすが人間、大好きだぜ」







　第二章







「では、僭せん越えつながらここで今一度改めまして、自己紹しよう介かいを」

　食事の注文を終えてすぐにそう言ってわざわざ椅い子すから立ち上がった騎き士しのおねーさんは、右手を左胸に当て、テーブル越ごしに恭うやうやしく、ぼくへ向かって一礼した。

「私は女め神がみ教会・神しん剣けん騎士団聖騎士隊所属の、セシリア・シヴィルと申します。今回は急きゆう遽きよ勇者様の護衛という大任を賜たまわり、不ぶ躾しつけながらこうして馳はせ参じさせて頂きました」

「あ、えっと、その、ども……」

　年上の人にこんなに丁てい寧ねいに頭を下げられたのは初めてで、どうしていいのか分からず、とりあえずぺこっと応じる。そんなぼくにセシリアおねーさんはにこっと柔やわらかい表情を見せてくれ、ぼくも安心して笑顔を返すも……すぐに、隣となりから邪じや魔まが入った。

「けっ、勇者の護衛に女騎士一人しかよこせねぇたぁ、女神教会も落ちぶれたもんだなぁ！」

「なに……？」

　一転して冷れい徹てつな表情になり、頭を上げてファルディオを見下ろすセシリアおねーさん。

「先さき程ほども道すがら説明した通り、教会としても現状これが最善の……」

「おーおー、最近の騎士様は言い訳とかすんだなぁ。いやはやご立派なこって」

「……貴様……」

　セシリアおねーさんとファルディオの間にバチバチと火花が散る。既すでに何度目になるか分からない一いつ触しよく即そく発はつムードに、ぼくとルウは慌てて間に入って取りなし、セシリアおねーさんが多少ムスッとしながらも着席したところで、ほっと胸を撫なで下ろした。

　二人には聞こえないよう、ぼくの肩かたに止まるルウと、そっとヒソヒソ話を交かわす。

「（ねぇ、ルウ？　もう一度確認するけど、ファルディオとセシリアおねーさんって、元から知り合いとかじゃ、ないんだよね？）」

「（はい、そうですぞ。ご主人のテスト観戦中に、たまたたま出で逢あっただけですぞ）」

「（だよね……。……それがどうして、この短時間に、ここまで嫌きらい合えるわけ？）」

「（……ご主人。世の中には、火と水の様に、決して相あい容いれないものがあるのですぞ）」

　ルウの嘆たん息そく交じりの説明を聞きながら、二人を観察する。まだ互たがいに睨にらみ合っていたものの、おねーさんが少し迫はく力りよくを強めると、ファルディオは「ひっ」と一瞬びくっと肩を強こわばらせ、視線を逸そらしてひゅーひゅー下手な口笛を鳴らし始めた。

「（火と水だと、やっぱり水の方が断然強いみたいだよ、ルウ）」

「（そのようですな。今にも消えそうですな。風前のヘルファイアですな）」

　まったく、ファルディオも、自分が弱いって自覚しているなら、変に嚙かみつかなきゃいいのに……。いっつもぼくを無む謀ぼうだとかなんだとか貶けなすファルディオだけど、自分だって、変に感情的なところがあると思うな。かなり悪い意味で。

　それにしても……。

『…………』

　テストも見事合格し、今は都会たるルザルにて初めての、超ちよう楽しい夕飯タイム……のはずだというのに。このテーブルのギスギス感ときたらなんだ。大人二名が率そつ先せんして喧けん嘩かし黙だまり、子供に気を遣つかわせてるって、一体どういうことなの。ぼくがぐれちゃっても仕方ない食しよく卓たく風景だよ、これ。子供の発育環かん境きようには悪すぎる。

　とはいえこうなってしまったものは仕方ない。最年少で勇者で大会出場者で本来ＶＩＰであるはずのぼくが、場の空気に配はい慮りよして笑顔で切り出した。

「そ、それで、なんだっけ、おねーさん。《魔ま人じん》……だっけ？」

「ん？　ああ、そう。それだ。今一度、説明をよく聞いて欲しいのだが……」

　そう気を取り直して、おねーさんは《魔人》というものの性質と、それが勇者を──つまりぼくを狙ねらっているらしいという状じよう況きようのことを、詳くわしく説明してくれた。

　全すべての説明を聞き終えた後、ファルディオが「んで？」とかったるそうに訊たずねる。

「セシリア、テメェは具体的に何しに来たわけだよ」

「だから護衛に……」

「たった一人で？　護衛？」

「…………」

　言葉に詰つまるセシリアおねーさん。どうやら彼女自身、この現状には忸じく怩じたる思いを抱いだいているらしい。おねーさんは諦あきらめた様に嘆息すると、「そうだ、その通りだ」と続ける。

「潔いさぎよく認めよう。この案件に対し、私一人では明らかに力不足だ。しかしだからと言って、何もせず手をこまねいているわけにはいかない」

「はんっ、何もしないでいてくれた方が、むしろ俺はありがたいんだけどね」

　ファルディオのその物言いに、露ろ骨こつにムッと顔を顰しかめるおねーさん。しかし彼女はその場では彼に突つっかかることはせず、代わりにぼくの方へと神しん妙みような顔を向けた。

「そのようなわけで、恥はずかしながら勇者様──いえ、トオルさんにも協力を頂きたいのですが……」

　人前でぼくを勇者と呼ぶのを控ひかえ、協力を提案してくるセシリアおねーさん。

　ぼくは少し迷い、ぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「うーん、まあ、狙われてるのはぼくなわけだし、当然だけど……。でも、協力って？」

「差し当たってはまず、大会への参加を取りやめて頂きたい」

「ほーら来たよ！」

　ファルディオがまるでおねーさんの提案を予期していたかの様に声を上げ、テーブルへと前のめりになる。

　睨むセシリアおねーさん。しかしファルディオは、今回はそれに臆おくせず続けた。

「こちとら、テメェとは闘とう技ぎ大会に懸かける意気込みが違ちがうんだ。誰だれが、部外者の、お伽とぎ噺ばなしじみた怪あやしい魔人情報一つで取りやめたりするかよ」

「いえこれは、女神教会の正式な調査に基づく──」

「それが信じられねぇって言ってんだよ！」

　いつにない剣けん幕まくのファルディオ。やっぱり彼は女神教会という組織に対して、少し過か剰じような反応が多い気がする。

　セシリアおねーさんが、困った様子でぼくの方に顔を向けてきた。

「トオルさんも、彼と同意見ですか？」

「う、うーん。ぼくは別にファルディオほど闘技大会に懸けているわけじゃないけど……」

　そう言って、ちらりとファルディオを見る。なんかすっかりふて腐くされちゃっていた。大人なのにみっともない……。

　でも……まあ。あんなでも、彼は、やっぱり、ぼくの大恩人なわけで。

　ぼくは一つ息を吐はいてから、セシリアおねーさんに返した。

「でも、ぼくも闘技大会、出てみたいかな。楽しそうだし！」

「た、楽しそうって……」

　呆あきれた様子のセシリアおねーさん。一いつ瞬しゆん心底嬉うれしそうに表情を緩ゆるめるも、ぼくに見られるとごほんと咳せき払ばらいし顔を背そむけるファルディオ。そして……。

「……ルウも、ご主人が大会に参加することには、賛成ですぞ」

「勇者の身の安全を第一に考えるべき使い魔まで、なぜそんな……」

　途と方ほうにくれた様子のセシリアおねーさんに、しかしルウは「そうですなぁ」と、どこか不思議に達観した様子で続ける。ルウははぐらかす様に、話題を少し逸らした。

「それにしても魔人というものは、話を聞くだに恐おそろしいものですな。普ふ通つうに考えれば、一刻も早く騎士団の方々と合流すべきなのでしょうぞ」

「それが分かっていながら、なぜ……」

「逆に、魔人が、それほどまでに邪悪で恐ろしい存在だからこそ、ですぞ」

『？』

　ルウの言葉に、セシリアおねーさんだけでなく、ぼくとファルディオも首を傾かしげる。

　ルウはこほんと咳払いして、偉えらそうに、ちょいちょいと指を振ふって続けた。

「いいですかセシリア殿。その実に恐ろしい魔人が、現在ご主人を狙う手段として利用しているのが、闘技大会なのですぞ？」

「？　ですから、参加を取りやめなければ……」

「言い方を少し変えますぞ。いつもなら手段を選ばぬ残ざん忍にん無比で強力な能力を持つ邪じや悪あくな魔人が、しかし勇者の正体が不明な現在、闘技大会を利用せざるを得ない。……人間がルールを定め、安全に配慮しつくされた闘たたかいの場である闘技大会を、ですぞ？」

「っ！」

　セシリアおねーさんが表情を変える。ファルディオも「なるほどな」と何か得心した様子だったから、ぼくも「ふむふむ」ととりあえず頷うなずいてみたけど……。

　ぶっちゃけ、全く意味が分かってなかった。

　ルウがさらに先を続ける。

「非常に判断は難しいところですが、ルウとしましては、下手に逃にげて魔人がなりふり構わずご主人を狙ってくる様な状況よりは、闘技大会で正々堂々ぶつかる方が、ずっとずっとマシだと思うのですぞ！　大会中に敵が先に馬ば脚きやくを現せばなおよし！」

『お、おお……』

　おねーさんとファルディオが感心した様な声を上げる。とりあえずぼくも「なるほどなー」と言ってみたけど、やっぱり話はよく分かっていなかった。

　うーんと、とりあえず、ぼくが大会で魔人倒たおせばＯＫってこと？　あれ違う？

「…………」

　セシリアおねーさんが、真しん剣けんにルウの意見の検討を始める。それをジッと見守りながらも……しかし、ぼくとファルディオは、あることに気付いていた。それは……。

『（いや、実際ルウはただ、ルザルに長く滞たい在ざいしたいだけじゃ……）』

　ぼくとファルディオは知っている。ルウが昨夜、ルザルのマップを広げ、その上をぽむぽむと跳はねながら楽しそうに「滞在中に行きたいトリミング＆食べ歩きマップ」を作っていたことを。

　そのルウ当人を見ると、彼は現在ぼくの肩の上にちょこんとのっかり、ひゅーひゅーとファルディオそっくりのテキトーな口笛を吹ふいていた。……こいつ……。

　まあしかし、それはそれ。動機がなんであれ、ルウの意見はそこそこ優ゆう秀しゆうな作戦だったらしい。おねーさんはたっぷり検討を重ねた後、「分かりました……」と応じた。

「確かに既にテストでかなり目立つ点数を叩たたき出してしまっている以上、ここで変に棄き権けんすれば、勇者と疑われるのは避さけられません。幸い、現状ではあのトータル点数だけ見れば、今大会のテスト受験者の中では、まだ四位です。子供や無名のルーキーという部分での注目はありますが、まだ勇者と断定されるほどの成績ではありませんね」

　セシリアおねーさんの言葉に、ファルディオが嘆息しつつ「点数に関しては不幸中の幸いだったぜ……」と続く。

「他の参加者達は、武器を持って、何発も柱に叩き込むのがデフォだからな。トータルの点数だけなら、トオル以上のがいてくれて助かったぜ。まあそれでも年ねん齢れい的に注目はされちまうが……流石さすがに誰も、あの点数を、マイナスから、素す手でで、しかも一いち撃げきだけで叩き出したとは思うまいさ」

「本当に、あの時は肝きもを冷やしました……」

　セシリアおねーさんとファルディオが、同時に溜ため息いきを吐つく。……どうもぼくの扱あつかい辛づらさに関することでだけは、とても気の合う二人のようだ。……失礼な。

　そうして今後の方針についての話し合いが一段落したところで、料理が運ばれてきた。すっかりお腹なかが減っていたぼくは、大はしゃぎだ。

「すっげぇー！　美味うまそう！」

　テーブルに並ぶのは、美味おいしそうな肉や魚料理のオンパレード。素材の味重視のヴェリール村とはまた違い、ルザルの料理はしっかり味付けのなされたこってり路線で、これはこれで非常に美味しそうだった。ちなみに、ぼくはちゃっかり好物の漬つけ物も頼たのんでいる。ルザルの漬け物は、キムチに似ていて、これまた美味しそうだ。

　全員でいただきますをし、早さつ速そく食事に取りかかる。しかし……。

『…………』

　思った以上に、会話のない食卓だった。特におねーさんとファルディオの間に漂ただよう緊きん張ちようたるや、最近社会の授業で習った「キューバ危機」を彷ほう彿ふつとさせる。ルウはルウで、ぼく以上に食事に夢中で、会話を盛り上げてくれる気がなさそうだし。動きがあるのは、ごくたまに、セシリアおねーさんが料理の追加注文を頼む時のみ（一応、ぼくらをもてなしてくれているのかな）。

　……仕方ないので、ある程度お腹が満たされて食事が一段落したところで、ぼくから話題を切り出してみた。

「あ、じゃ、じゃあ、ぼくも改めて自己紹しよう介かいしようっかな、うん！　さっきも言ったけど、ぼくは、ミカミトオル！　ミカミが名字で、トオルが名前ね！　よろしくね、セシリアおねーさん！　えーと、出来ればトオルって呼び捨てで、口調もあんまり改まらないでくれると嬉しいな！　ほら、ぼくの方が緊張しちゃうし。えっと、よろしく！」

　テーブル越ごしに笑え顔がおで右手を差し出すぼく。おねーさんはふっと表情を緩めると、「ああ了りよう解かいした。よろしく頼む、トオル」と、同様に手を差し出してきた。「俺の時とは大違いだ……」とふて腐れるファルディオを横目に、きゅっとその手を握にぎる。──と、

「（わ、すごい。細くて小さくてすべすべなのに、なんだかとても力強いや）」

　その不思議な感かん触しよくに、思わずぽけーっとし、何度もにぎにぎしてしまう。

　おねーさんが、恥ずかしそうに頰を赤らめた。

「な、なんだ？　私の手が何か……」

「え？　あ、ううん、ごめんねおねーさん。凄すごく気持ち良かったから、つい」

　慌あわてて手を離はなしつつ、照れて「えへへ」と頭を搔くぼく。おねーさんは手を引っこめた後、その自分の手をさすった。

「そんな、私の手など、硬かたいだけだろうに……」

　なぜか自信なさげに呟つぶやくおねーさん。その様子に、ぼくはぶるんぶるんと激しく首を横に振った。

「ううん！　そんなこと全然ないよ！　おねーさんの手、凄く綺き麗れいだと思う！　強くて温かくて……ぼくは大好き！　本当に！　凄くいいと思う！」

「え、あ、そ、そうか……」

　ぼくの剣幕に、戸と惑まどった様子で視線を彷徨さまよわせるおねーさん。……む、ぼくの言いたいこと、ちゃんと伝わってるのかな？　これはもっと言っとくべきかな、うん。

「聞いてる？　ぼくは本当に、おねーさんの手が大好きで……」

「あ、や、わ、分かった、分かったから！　もうそれ以上は、やめてくれ！」

「？」

「……っ！　う、ウェイター！　追加注文を頼む！」

　真っ赤になって慌て、話を逸そらす様に店員さんを呼びつけるセシリアおねーさん。その注文が一通り終わった所で、よせばいいのに、ファルディオがまたニタァと下げ卑びた笑みを浮うかべてちょっかいをかけた。

「なーに子供に手ぇ握られて照れてんだよ、セシリア。お前あれか？　さてはショタ──」

「黙だまれ」

　いつの間に抜ぬいたのか、気付けば剣けんの切っ先がファルディオの眉み間けんに突つき付けられていた。

「──は？」
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　一瞬、ファルディオが事態を把は握あく出来ずに間の抜けた声を漏もらすも……すぐに顔中に冷ひや汗あせをだくだくと搔かき始めると、震ふるえ声で「す、すすす、すいません……」と謝罪した。分かればいいとばかりに、セシリアおねーさんはすっと剣を引いて、鮮あざやかに椅い子すの脇わきへと立てかけてあった鞘さやへと収納する。

　その一連の所作に、ぼくは──すっかり、感心してしまっていた。

「（一瞬であそこから抜いて、突き付けたの？　テーブルや椅子が凄く邪じや魔まそうなのに……音もなかったし、なにより、全然動作が見えなかった！）」

　彼女の動きにしっかり注目していたわけじゃないからかもしれないけど……それでも、非常に洗練された動きだった。事実、ぼくらは飲食店の殆ほとんどど真ん中の席だというのに、周囲のお客さん達は異変に一いつ切さい気付いた様子がない。

　ファルディオがすっかり青ざめて黙り込み、ルウが驚きよう嘆たんする中……ぼくはガタッと立ち上がり、テーブル越しに、またセシリアおねーさんの手を、今度は両手で握った！

「凄いや！　今のなに⁉　どうやったの⁉　魔ま法ほう⁉　必殺技わざ⁉　なんにせよ凄いよ！」

「え？　いや、えと……？」

　唐とう突とつなぼくの質問に、目を白黒させるセシリアおねーさん。彼女は一瞬何を問われているのかといった感じで戸惑うも、しかしすぐに「ああ」と質問の意味を察してくれた。

「いや、今のは別にそういうのじゃない。ただ普ふ通つうに抜ばつ刀とうしただけなのだが……」

「普通に⁉　え、普通の抜刀で、あんなことになるの⁉　凄いね！　セシリアおねーさんはやっぱり凄い人なんだね！　剣の達人さんなんだね！」

「達人？　いやそんな、私などまだまだ……。日ひ頃ごろから鍛たん錬れんを積んでいれば、誰だれにだって出来ることだ。とても褒ほめられるようなことじゃあ、ない」

「ああ、食事中に抜刀なんて、全然褒められることじゃねえよ──って、ひぃっ⁉」

　ファルディオが余計なことを言って、また睨にらまれていた。しかしセシリアおねーさんはすぐに「まあ、その通りだな。すまなかった、トオル、ルウ」と、反省した様子を見せる。

　いや……ぼくもルウも、正直全然セシリアおねーさんが悪いとは思ってなかったんだけど……。むしろ大たい概がいのことは九割ファルディオが悪いと思っているけど……。

　ふと気付くと、ぼくに手を握られてまたおねーさんが照れ臭くさそうにしていたため、ぼくは名残なごり惜おしく思いながらも手を離し、自分の席に腰こしを下ろす。

　そうして、ぼくはしばし一人で黙もつ考こうすると……数秒後、とある決意を固め、改めておねーさんを見つめた。

「セシリアおねーさん！　ぼくはおねーさんに、聞いて欲しいことが、あります！」

「？　え、あ、はい」

　ぼくの突とつ然ぜんの言葉に、ぴしゃりと背筋を正すおねーさん。

　ぼくは真剣な眼まな差ざしで続ける。

「おねーさん。よければぼくを、おねーさんの……セシリアおねーさんの……」

「わ……私の？」

　なぜか先さき程ほどより緊張の度合いを強めるおねーさん。心なしか仄ほのかに頰ほおが紅あかい。

　ルウとファルディオがなぜか主婦の「あらやだ奥さん、あれご覧になって」的うざったいテンションで見守る中。

　ぼくは……ぼくは、意を決して、おねーさんに、懇こん願がんした！




「ぼくを、セシリアおねーさんの、弟で子しにして下さい！」




「────はい？」

　どこか気の抜けた様子で、ぽかんと応じるおねーさん。

　しかしぼくは、ぐっと拳こぶしを握り込み、さらに続けて訴うつたえた。

「ちょっと前の《シュ・ロッカ》騒そう動どうの時も、今日のテストの時もそうなんだけど……ぼくって、正直、戦せん闘とうが全然ダメダメだと思うんだ」

『いやいやいやいや』

　全員に一いつ斉せいに否定された。《シュ・ロッカ》の軌き道どうを逸らしたりテストであんなバケモノ得点叩たたき出しておいて何言ってんだお前、みたいな顔された。

　しかしぼくは、首を横に振ふる。

「それは、勇者の力が凄いだけであって、ぼくが強いわけじゃないよ。雑ざ魚こ魔ま物ものならまだしも、大会で通用するかどうか……。えっと、多分だけど、あのテストの最中に凄く的確なアドバイスくれたおねーさんなら、ぼくの言っている意味、分かってくれるよね？」

「…………」

　セシリアおねーさんは何も答えないながらも、ぼくの目をしっかりと見つめ返し……しばらくしてから、控ひかえめながらこくりと頷うなずいた。そうして「不快に思わないで聞いてほしいのだが……」と続ける。

「今のトオルを倒たおす程度のことは、決勝トーナメント常連メンバーぐらいの実力者ならば、非常に容易たやすいことだろうな」

　そのおねーさんの言葉に、ファルディオが反発する。

「なっ、てめぇ、あの馬ば鹿か力ぢから見てなかったのかよ！　勇者舐なめてんじゃ──」

「舐めてはいない。トオルの攻こう撃げき力ならば、全すべての参加者を一いち撃げきの下に叩き伏ふせることが可能だろう。無論、私も例外ではない。彼の攻撃を喰くらえば、下手すると致ち命めい傷しようだ」

「だったら──」

「ただ、残念ながら、私は彼の攻撃を、一撃たりとて喰らわない自信がある」

「…………」

　ファルディオが珍めずらしく、反論もせずに黙り込む。どうやら、前年度などの彼女の戦いぶりを思い出した様だ。そんな彼の表情、そしてセシリアおねーさんの態度を見るだに、それは決して過言なんかではないのだろう。

　ぼくはそんなセシリアおねーさんを見つめ、拳をぐっと握り込む。

「（……やっぱりこの人は、凄い人なんだ）」

　改めてそれを確信する。

　実は、セシリアおねーさんを観客席に初めて見た時に、薄うす々うすは感じていたんだ。

《シュ・ロッカ》を前にした時以上の、「あ、ダメだ」という感覚。頑がん張ばるとか諦あきらめないとか、そういう精神論を持ち出せる遥はるか手前の……どうしようもない、差。

　でもだからこそ──ぼくは改めて、席を立ち、セシリアおねーさんに頭を下げる。

「だから、お願い、セシリアおねーさん！　護衛してくれる間だけ……ううん、闘とう技ぎ大会期間中だけでもいいから、ぼくに、戦い方を教えて下さい！」

　だってぼくには、この旅をなんとしても成功させて……そうして、女め神がみ様にお願いしなくちゃいけないことが、あるのだから。

「トオル……」

　ぼくの必死の懇願に、セシリアおねーさんは黙って考え込む。

　そうして、数秒後……おねーさんは、どこか諦めた様に、息を吐はいてそれに応じた。

「分かった。確かに護衛の意味でも、トオル自身が強いに越したことはないな。うん、私にどこまで務まるかは分からないが……やってみよう」

「本当⁉　わーい、ありがとう！」

「っ、こら、どうしてキミはそう、すぐ人の手を握って──」

　また頰を赤くするおねーさん。だけどぼくは構わず、その手を握り、ぶんぶんと振り続けた。

「本当にありがとう、セシリアおねー……ううん！　セシリアししょー！」

「し、師し匠しよう⁉」

　心底驚おどろいた様子で素すっ頓とん狂きような声を上げるおねーさん、もとい、セシリア師匠。しかしそれとは対照的に、ルウとファルディオはケラケラ笑ってぼくにノッてくれた。

「おうおう、いいじゃねーか、師匠！　おねーさんより、よっぽどセシリアにぴったりの呼こ称しようだぜ！」

「良いですな、師匠！　うむっ、ご主人のことをお頼たのみ申したぞ、セシリア殿どの！」

「お、お前ら……」

　額に怒いかりマークを浮かべるも、ぼくに手を握にぎられっぱなしで、剣を抜くことも出来ない師匠。




　ぼくらのルザル滞たい在ざい一日目の夜は、こうして、実に賑にぎやかに過ぎていったのであった。




　…………。




　その裏では、既すでに闘技大会を舞ぶ台たいに魔人の狡こう猾かつで大規模な罠わなが着々と張り巡めぐらされ、完成しつつあったなんて……その時のぼくらは、考えもしていなかったんだ。




　　　　＊




　闘技大会本戦、一日目。

　出場者であるぼくとセシリア師匠は、二人で早さつ速そく闘技大会会場に赴おもむいていた。

　とはいえ、いきなり試合があるわけじゃない。今日は──

『えー、そのようなわけでして、予選テストを見事突とつ破ぱなされました皆みな々みな様さま方におかれましては、今晩から始まる本戦においても八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくを期待し──』

　──この通り、非常にかったるい、開会式へと参加させられているわけで。

　昨日のテストの時とは違ちがい、会場では満席近い観客達が見守る中、舞台の上にずらりと整列させられた本戦出場者達。その数、実に一二一名。本戦という割には人が多い。

「（まるで学校の運動会だよ……）」

　並んでいる人にゴツイおじさんが多いということ以外、壇だん上じようでの偉えらい人の挨あい拶さつがやたらに多いことも含ふくめて、ホント、運動会そのものだった。最初は観衆の目もあって緊きん張ちようしていたけれど、今や自主的に「休め」のポーズだ。

　また、今挨拶しているおじさん……なんたら運送の社長さんとやら（大会になんの関係があるのだろう）の挨拶が、非常に長い。しかも同じ話の繰くり返しが多い。

　げんなりとしつつ隣となりを見ると、セシリア師匠は変わらず背筋をピンと伸のばし、真ま面じ目めな表情で挨拶に聞き入っていた。……初参加のぼくと違い、きっと前回や前々回も同じ様な挨拶を聞いているんだろうに……偉いなぁ、師匠は。真面目さんだなぁ。

『──という近年の流れ、さらには《神無節かんなせつ》に入ったということも含めまして、皆々様方におかれましては、大会以外の状じよう況きようでも、八面六臂の──』

「あ、２はちめんろっぴ」

「っ」

　ぼくの何気ない呟つぶやきに、隣の師匠がぴくりと反応する。……？　あれ……もしかしてししょー……今ちょっと、噴ふきかけた？

　ぼくが怪あやしみ、師匠が真面目な表情を作り直す中、社長さんの挨拶が続く。

『──この様な時勢の中でも、皆々様の磨みがき抜ぬかれた技の数々は我々を鼓こ舞ぶし──』

「２はちめんろっぴ、３みなみなさま」

「──っぅ！　ぅ」

　あ、師匠の口元がぴくぴくしてる！　効いてる！　ぼくの攻撃が、師匠に効いてる！　なんか嬉うれしい！　よぉし、あと一押しだ！　あと一押しで……！

　なんだか俄が然ぜんやる気になり、社長さんの挨拶に、ネタを求めるぼく。

『──そんな中、八面六臂の活躍をなされます皆々様の技を、今年もこうして間近で見られる機会を得られましたことは、私や、また観客の皆々様にとっても幸運、この上ないことでして──』

　かっと目を見開くぼく。視線を逸そらし、明らかに心を構えるセシリア師匠。

　ぼくは……真面目な師匠を攻こう略りやくすべく、口を開いた。

「３はちめんろっぴ、５みなみなさま……」

「っ……！……ぅ、……！」

　耐たえる師匠。むむっ、「みなみなさま」の出現率の高さには流石さすがの師匠も笑いを禁じ得ないと思ったのになぁ……！

　しかしぼくには、まだ、最後のネタがある。

　ぼくは……そのとっておきの、小学生爆ばく笑しよう必至のネタを、師匠にぶちかました！




「１うんこ」




「それは言っていないだろう！」

　全力でツッコんで来る師匠！　あ、あれ？　おかしいな、ぼくにはちゃんと「うんこ」という単語が聞こえたし、それに師匠も笑うものだと……って、あ。

「し、師匠……」

「なんだ！　いいから、真面目に挨拶を聞け──」

「あ、いや、そうじゃなくて……」

　そう言って、辺りを見回すぼく。師匠もまた、ぼくにつられて周囲を確かく認にんする。

　そこには……。

「あ……」

　大会出場者どころか、会場中から注目を浴びるぼくら。

　ぼくたち二人は、顔を真っ赤にして、俯うつむいた後……。

『す、すいません……』

　そう言って二人、消えてしまうんじゃないかというほど、小さく小さく縮こまったのであった。




　　　　＊




「まったく、トオルのせいで酷ひどい目に遭あったぞ！」

「ご、ごめんなさい、ししょー……」

　開会式が終わった後、出場者用ロビーに戻もどったところで、師匠が憤ふん慨がいする。

　ぼくはペコペコと何度も謝った後……ニヤリと笑って、師匠を見上げた。

「けど師匠って、根が真面目だけに案外……」

「あ、案外なんだ！　大人をからかうんじゃない！」

「大人って……。師匠、何歳？」

「？　一六だが……それがどうかしたか？」

「え？　あー、いや……」

　それってぼくの世界で言う高校生ぐらいだし、まだ一応子供なんじゃないかと思ったけれど、言うのはやめておいた。年ねん齢れいはさておき、騎き士し団にしっかり勤めている時点で、師匠はやっぱりぼくとは全然違う「立派な大人」なんだと思う。まあ……。

「真面目だけに、笑いの沸ふつ点てんは意外と低いみたいだけど……」

「？　何か言ったか？」

「ううん。師匠は真面目で立派だなーって」

「そ、そうか？……そうか」

　どこか誇ほこらしげにキリッとするセシリア師匠。……あー、うん。師匠って、色んな意味で純じゆん粋すいな人なんだなぁ。……扱あつかい易やすいなぁ。

　しばらく師匠と喋しやべっていると、突とつ然ぜん、背後からトントンと肩かたを叩たたかれた。

　なんだろうと思って振ふり返ってみるも……そこでぼくは、思わずぎくりと体を強こわ張ばらせてしまう。

「こんにちは、トオル・ミカミ君」

　男性にしては高く、だけど女性にしては硬こう質しつな不思議な声こわ音ねで挨拶をしてくる人物。ぼくも「こ、こんにちは」となんとか挨拶を返しながらも……やはり、多少声は上うわ擦ずってしまった。

　だって……その人物ときたら。




　深い闇やみ色のローブをすっぽりと着込んで、フードの奥に覗のぞく赤い瞳ひとみなんか、余りにも妖あやしい輝かがやきを放っていて。




「トオル」

　師匠が声に緊張を滲にじませながら、腰こしの剣けんに手をかけつつぼくの前に出る。

　しかしその姿に反して、ローブ姿の人物は極きわめてフランクに、妙みように明るいテンションで応じてきた。

「ああ、ごめんごめん、いきなりすぎたよな。あれ？　いや、でも初対面の人間に挨拶する時って、いつだって多少は急なもんじゃないのか？　じゃあやっぱり、ここでオレが謝るのはやはりおかしい気がするなぁ、うん。おかしい。あ、やっぱ今の謝罪なしで」

「は……はい？」

　一人で勝手にペラペラと喋り出すローブ姿の人物に、ぼくもセシリア師し匠しようも戸と惑まどう。

　そんなぼくらの態度を、少しも意に介かいした様子もなく、彼（彼女？）は勝手に先を続けてきた。

「オレは、フルン・カルフィ。キミ達同様、大会本戦出場者の一人だよ……って、ああ、このロビーには出場者しかいないんだから当然か！　うーん、どうも言葉の無む駄だ遣づかいがすぎる傾けい向こうにあるな、オレは。ミカミもそう思うだろう？」

「え？　あ、いや、あの……」

　妙に親しげに声をかけられ、どうしたらいいか分からないぼく。

　そんなぼくに代わる様に、セシリア師匠が応じる。

「一体トオルにどのような用件でしょうか、カルフィさん」

「ん？　何？　オレは今、ミカミに話しかけているんだけど。邪じや魔ましないでくれる？」

　フードの奥の瞳が、突然見る者の心臓を凍いてつかせるほどの冷たさを宿す。

　ぼくは思わず声を上げそうになってしまったけれど、しかしセシリア師匠は全く動じていなかった。それどころか、すっと細めたその瞳は、フルンのそれとはまた違う鋭えい利りな冷たさを宿し、彼のプレッシャーを一いつ瞬しゆんにして圧おし戻す。

「……へぇ」

　これにはフルンも感心した様な声を上げた。ぼくもまた、改めて師匠の凄すごさを実感する。

「（さっきぼくのジョークで狼狽うろたえていた女性と同じ人物とは思えないや……）」

　でも恐おそらくは、こちらこそが師匠の本来の姿なのだろう。……カッコイイ……。

　ぼくが、師匠の力強さにまるで女の子の如ごとくときめいていると、フルンがクスクスと笑い出した。

「ふふっ、怖こわいなぁ。オレ、別にまだミカミになんにもしてないじゃない」

「まだ？」

「ん？　ああ、また失敗したなぁ、これも言葉のミスだよ。ごめんごめん。でも今の反応って過か敏びんすぎない？　っていうか貴女あなた、どちらさま？　ミカミの何？」

「私は、トオルの師匠だ。今は親おや御ごさんから預かっているため、保護者も兼かねているな」

　セシリア師匠は全く詰つまることなく、実に自然に言い放った。その言い方があまりに自然だったため、ぼくも一瞬普ふ通つうに流してしまったけれど……実はこれ、後からよく考えると、物もの凄すごく機転の利きいた回答だった。勇者と護衛という関係を完全に隠かくしている上、ぼくの強さにも一定の説明をつけ、ぼくの彼女に対する呼び方とも一いつ致ちし、さらにはその上でぼくを守る正当な理由までつけるという……魔ま人じんを警けい戒かいする上で、これ以上ないぐらいにパーフェクトな回答だったんだ。

　ただ、この時のぼくは、そんなことにはまるで気付かずに、心細さから師匠の服の端はしを握にぎった上で、普ふ通つうにぽけーっとしていた。だけどこのぼくの態度もまた、師匠の説明に説得力を持たせていて、とても立派だったと思う。……うん、ね、狙ねらい通り！

　フルンと名乗ったフード男は、ぼくら二人を「ふーん」と興味深そうに眺ながめ回すと、数秒の後、赤い瞳を細めて笑った。

「ま、なんでもいいや。オレはちょっと挨あい拶さつしたかっただけだからさ」

　そう言って、男はローブの裾すそから気味の悪いボロボロの、女の子型の人形を取り出し、腹話術でもするかのように、礼をさせて裏声を上げる。

「《よろしくね、二人とも。ミカミ君に、あと……》えーと……」

「…………セシリアだ。セシリア・シヴィル」

　師匠は少し迷った末に、そう答えた。フルンは満足そうに頷うなずき、人形をしまう。

「じゃ、オレは他の人にも挨拶しときたいから、これで。もし本戦でぶつかったら、お手て柔やわらかに頼たのむよ」

　そう言ってぼくらに背を向け……そうして、またロビーの片かた隅すみで、本当に他の参加者に声をかけ始めるフルン。

　ぼくと師匠は、同時にほっと息を漏もらした後、二人視線を交かわした。

　周囲に聞こえない様、小声でやりとりをする。

「今の人が……セシリア師匠の言う、魔人、なのかな？」

「……なんとも言えないな。怪あやしくはあるが……断定するのは、まだ早計だろうな」

「でも……本当に、もんのすごぉく、怪しいけど？」

「まあな。しかしほら……見てみろ」

　師匠に促うながされて、ロビーにいる他の人物達……つまりは本戦出場者の面々を改めて確認する。




　シルクハットにちょびひげにマントという出いで立ちで、モノクルを光らせる紳しん士し。

　顔にピエロのメイクを施ほどこし、「キヒヒッ」と笑いつつナイフジャグリングする男。

　サーベルをべろーりと舐なめ回しながら、興奮した様子でぼくを見つめる中年女性。

　毛むくじゃらで巨きよ漢かんの猿さる顔がお中年……というか、完全にゴリラのモンスター。

　胸の真ん中に、明らかにぼくの世界の文字で「魔人」と書かれたＴシャツを着た青年。




「怪しい人だらけだぁぁああああああああああああああああああああああああああ！」

　がびーんと驚きよう愕がくするぼくを見て、師匠がやれやれと額に手をやる。

「強つわ者ものというのは、得てして個性派揃ぞろいだからな」

「いやいやいや、最も早はや個性派揃いとかいうレベルじゃないよこれ！　妖よう怪かい大戦争だよ！　っていうか、あのＴシャツはおかしいよねぇ⁉　あれもう最有力容疑者だよねぇ⁉」

　ぼくのツッコミに、しかし師匠は今一つピンと来ない様子で文字を眺めた。

「ん、あれか？　えーと……あれの何がおかしいんだ？」

「何がおかしいって……」

　そこまで言って、ああ、師匠にはあの文字が読めないのかと判断する。となると、もしかしたら、あの人物も自分じゃ分かってない……のか？

　ぼくの考えを後押しするように、師匠が説明する。

「ああ、なるほど、そちらの世界の文字かなにかだったか。いやなに、約三〇年に一度の召しよう喚かんとはいえ、旅の最中に勇者がこの世界に与あたえる影えい響きようは大きいからな。あの様に、そちらから持ち込まれた文化が、するっと民間に浸しん透とうすることが、ままあるんだ」

「ああ、そう……。いや、でも、それにしたって……」

　なんでこの状じよう況きようで「魔人」Ｔシャツなんだ。偶ぐう然ぜんにも程がありすぎる。やっぱり、彼は依い然ぜんとしてぼくの中で最有力容疑者だった。

　……まあ、それはともかくだ。確かにこれは……。

「怪しい人、だらけすぎるね。フード男のフルンが可愛かわいく見えるよ……」

「だろう？　断定を躊躇ためらう私の気持ち、理解してもらえたか？」

「うん……そうだね。……師匠は、こんな大会を、既すでに二年も勝ち抜ぬいたんだね……」

「……ああ……まあな……」

　二人、一いつ緒しよに溜ため息いきを吐つく。……師匠が今一つ大会に乗り気でない理由が、理解できた気がする。まあそりゃ、見ている側は超ちよう楽しいだろうさ、この大会。キャラが濃こすぎる。戦う側はたまったもんじゃないけど。

　ふと見れば、ローブ男のフルンは現在、ウサギさんのかぶり物をして部屋の隅すみで体育座りをしている人物に挨拶をしていた。……なんだろ、フルンが物凄くまともに見える。

　そうして、出場者達が思い思いの時間の潰つぶし方をしていると、突然後方の扉とびらが開き、そこからホワイトボードやら長机やらが搬はん入にゆうされてきた。

　何事かと思って見守っていると、最後に入ってきた派手なアロハシャツにサングラス姿の金きん髪ぱつおにーさんが、ホワイトボードを背にマイクらしき魔ま法ほう道具を握り、数度マイクテストをした後……突とつ然ぜん、びっくりする様な大声を上げた。




『さあっ！　そんなわけで始まりましたルザル闘とう技ぎ大会本戦一日目！　いやぁ、盛り上がって参りましたねぇ！　みんなー！　優勝賞金が、欲ほしいかぁー⁉　セイッ！』




『…………』

　いきなりのテンションに、出場者の誰だれもついていけず、妙な沈ちん黙もくが場を支配する。

　唯ゆい一いつ、少し遅おくれてピエロ男が「キヒーッ！」と奇き声せいを上げた。……なんだか場がとてもいたたまれない空気になったところで、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいするサングラス男。

『さ、流石さすがは歴戦の猛も者さ達だぁ！　戦いを目前にしてさえ皆みんな実にクゥール！　いいねいいねっ、イエー！　おっと申もうし遅れましたっ、私この大会本戦にて司会と実じつ況きようを務めさせて頂きます、ウィル・イグニールと申しまーす！　シクヨロでぇーす！』

《……パチ…………パチ…………》

『まるで線せん香こう花はな火びの如くまばらな拍はく手しゆ、サンキューでぇーす！』

　あ、司会実況のウィルさん、額に汗あせかいてる。意外と中身は真ま面じ目めな人なのかもしれない。クラスデビューで張り切ってキャラを無理しすぎた転校生みたいな悲ひ哀あいを彼に感じる。

　ちょっと可哀かわい想そうになってきたので、彼に助け船を出す意味でも、ぼくは必要以上に子供らしく質問の声を上げることにした。

「えーと、それで実況のウィルさんは、どうしてここに？　何か始まるの？」

　ぼくのその言葉に、ウィルさんはサングラス越ごしでも分かるほど感謝のオーラを発し、すぐに説明を始めてきた。

『イェース！　いい質問だぜボゥイ！　グッド！　グッド……く、クエスチョン？』

　無理に英語絞しぼり出すぐらいなら、その口調とテンションやめればいいのに。周囲の白けた雰ふん囲い気きを見るだに、勇者の翻ほん訳やくシステムに問題があるわけでもなさそうだ。ウィルさんもその空気はびんびん感じたらしく、こほんと咳払いして、仕切り直す。

『これから皆みなさんには、トーナメント決めのクジを引いてもらいまーす！』

　ここで、ようやく出場者達がざわざわと色めき始めた。ウィルさんもすっかりエンジンが掛かかってきた様子で、意気揚よう々ようと続ける。

『これまでは前年度準決勝出場者達にシード権がありましたが、今年は一部ルールの見直しが入り、シード権が与えられるのは前年度優勝者・セシリア選手だけとなりました！』

　途と端たん、室内の闘技者達から一いつ斉せいにセシリア師し匠しようへと視線が集まる。……大人の、それも屈くつ強きような人達の睨にらむような視線の集中にぼくは思わずごくりと唾つばを飲み込む。しかしセシリア師匠当人はと言えば……。
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「…………今日の昼ご飯は魚がいいな……うん……」

　ぼそぼそと、凄く暇ひまそうにそんなことを呟つぶやいていた。お、大物すぎるよっ、師匠！

　ウィルさんの説明が続く。

『ただひたすらに全すべてをなぎ倒たおし、優勝のみを狙う所存の皆みな様さま方におかれましては、トーナメントの位置取りなど実に些さ末まつなことでしょう！　しかし、ただ一点のみ、注意がございまーす！　それは、栄はえある一回戦の第一試合だけは、エキシビジョン的側面も兼ねまして、早さつ速そく今晩から行われるということです！』

　その言葉に、少しだけざわつく室内。意味がよく分からず師匠を見上げると、彼女は「ん、ああ……」と気を取り直した様子で説明してくれた。

「例年だと一日目は大体開会式だけだったからな。いきなり今日から闘たたかう心構えなどしていない者も多かったのだろう。まあ、その様な者は最初から勝ち残れないだろうがな」

「ふーん、そっかぁ。大変だね」

「いや、トオルにとっても他人ひと事ごとじゃないぞ。お前はこれから武器を調達し、それに多少なりとも慣れる作業が必要なのだ。出来れば、初戦は三日目以降ぐらいが望ましいな」

「あ、そっか」

　すっかり忘れていた。そうだ、ぼく、これから武器の扱あつかいに慣れなきゃいけないんだった。ざっと見ただけでも、本戦出場者達はぼくが馬ば鹿か力ぢからに任せて素す手でで簡単に倒せる様な人達じゃないのが明らかなわけで。

『では早速、クジを引いていってもらいましょう！　引く順番は、テストの成績上位者からでぇーす！』

「あ、やった」

　ぼくはテストで確か四位だ。早めにクジが引ける。残り物には福があるとも言うけど、やっぱりこういうのは沢たく山さん可能性があるうちにチャレンジしたいよね。

『では、最初に！　テスト一位通過者にして、前年度準優勝の実力者！　圧あつ砕さいの鎚つち使い、グラン・ゴールドォォォオ！』

　ウィルさんに呼ばれて、そのグランさんとやらがクジを引きに出ていく。──と。

「（わ、凄すごい、強そう！）」

　彼を一目見て、ぼくはギョッとした。巨きよ人じん系魔ま物ものと見み紛まがうほどに、筋骨隆りゆう々りゆうの巨きよ体たいだったのだ。しかもスキンヘッドに半はん裸らで、浅黒くて艶つややかな肌はだ。闘技者というよりボディービルダーの風ふ情ぜいだけど、ぼくはテレビでもあんなに大きい人を見た事がない。

　彼は一いつ瞬しゆんセシリア師匠を睨み、腕うでがギリギリ通るくらいのクジ箱へと手を突つっ込こんだ。

　師匠が嘆たん息そくする。

「また今年も来たのか、彼は……」

「師匠、去年あの人に勝って優勝したの？　す、凄いね……」

　あんまり外見で強さを測るのもどうかと思うけど……でも、線の細い美人の師匠と彼を見比べると、やっぱり信じがたかった。

　師匠が、なぜだかやるせない表情で続ける。

「去年は決勝で、一昨年おととしは準々決勝でやりあった仲だ。確かに彼は強いよ。というか、私が大会出る前は、彼が三年連続で優勝していたからな」

「うっわ、超強いんじゃん」

　こりゃあ、テスト成績的にも、今大会では師匠に次ぐ実力者と見て間ま違ちがいなさそうだ。

　当然この場の誰もが意識している様で、彼のクジの結果を、皆が息を吞んで見守る。

『さあっ、グラン・ゴールド選手！　一番手の彼は一体どんな数字を引くので──おおっと⁉　なんだこの軽くつまむような動作は⁉　も、もしやクジを一いつ切さいかき回しもせずに、一番上の紙を引くつもりなのかぁ⁉　男らしい！　男らしいぞ、グラン・ゴールド！　彼にとっては、やはりトーナメントの開始位置など些末なことなのかぁー！』

　クジを引く間も、特にパフォーマンスをするでもなく、無言で師匠を睨み付けるグランさん。どうやらかなり生き真ま面じ目めな性格で、さらには彼女以外眼中にないらしい。

　そんな緊きん張ちようの空気の中、彼が引き当てた数字は……。

『な、なんと一番！　早くも第一試合の片割れが決定だぁー！　流石グラン・ゴールド！　彼は持っている！　何か持っているぞぉー！　ちゃ、ちゃんとクジが混ざっていなかった説に関しては考えるなぁー！　大会が盛り上がればそれでいいんだぁー！』

　なんかドサクサに紛まぎれてウィルさんが軽い問題発言をしていたけど、まあいっか。

　師匠が、また溜息を吐つく。

「まったく……。トオル、出来れば後半の数字を引いてくれ」

「え？　あ、グランさんと離はなれるため？　そ、そんなに強いの？」

「ああ、まあな……。現時点のトオルじゃ全く敵かなわないのは勿もち論ろんだが、たとえ訓練したとて、彼に当たればその時点でトオルの大会は終わりと見ていい」

「そ、そんなに……？」

　師匠はこくりと頷うなずき、グランさんの方へと視線を送る。

「彼は、ただ私との相あい性しようが悪いというだけで、通常ならば闘技大会の優勝者に最も相応ふさわしい男だ。パワーも技術も図ず抜ぬけている。最強という言葉は彼にこそ相応しいだろうな」

「そうなんだ……怖こわいね。でも、どうして師匠までそんなに憂ゆう鬱うつそうなの？」

「ああ……まあ、なんだ。彼にはどうもかなり恨うらまれているみたいでな。……二年前、それまでの大会の覇は者しやがぽっと出の小こ娘むすめに負けてしまったのだ。世間の叩たたきようったら……」

「あー……」

　流石にぼくでも事情は察せた。可哀想に、グランさん……。

　師匠が気を取り直す様に咳払いし、話を変える。

「とにかく、彼に限らず、トオルが前年度決勝トーナメント出場レベルの参加者にいきなり当たるのは、避さけたいところだ。流石に荷が重すぎる。理想を言えば、数字の後半……初戦までの日取りがある程度確保出来て、なおかつ、格上すぎない相手と戦い、適度な実戦経験値を積んで、二回戦、三回戦へと段階的に進める位置取りだな」

「なるほど……」

　ＲＰＧの基本だね！　弱い敵から順番に戦っての経験値稼かせぎ！　とはいえ、そこはクジ。正直努力も何もない。ただ、心持ち的には、数字の後半……確か参加者が一二一人だから、出来れば一〇〇番台ぐらいが当たってくれーと祈いのっておけばいいわけだ。

　そうこうしていると、いつの間に二位と三位のクジ引きが終わっていたらしく、突然ぼくの名前が呼ばれた。

『お次は、子供ながら今大会テスト成績四位を叩き出した驚きよう異いのルーキー！　トオル・ミカァァァミ！』

　ウィルさんに呼ばれて、前へと出る。セシリア師匠やグランさんに送られるのとはまた違った、物もの珍めずらしそうな視線が一身に集まる。

　注目されるのに慣れてないぼくは、ロボットダンスの様に関節をギクシャクさせて、クジ箱の前へ行き、いざ引かんとするも……生憎あいにく背が届かなかったので、サポートのおねーさんに箱を持ってもらって、再度クジに臨のぞむ。周囲の苦く笑しよう。折り畳たたまれた紙の山の感かん触しよく。

『さぁてっ、注目のトオル・ミカミ選手は一体何番を引くのか！　おおっと、これは……ま　迷っているのか？　なんとトオル選手、長いです！　グラン選手とは対照的に、迷いまくっております！　そこには男らしさのカケラもないぞぉー！』

「う、うるさいなぁ！」

　顔をかぁっと熱くするぼく。ち、違う、緊張しているせいか、上手うまく紙が摑つかめないの！　そして焦あせれば焦るほど、余計に、勝手に搔かき回す様な動作になっちゃうの！

『トオル・ミカミ選手、心は決まったでしょうか？　おおっと、ついには肩かたまで突っ込んだ⁉　奥の奥、まさかボックス底の紙を取りたいのでしょうか、ミカミ選手！』

「ほっといてよ！」

　さらに顔を熱くしながらも、結局出来るだけ底の底の方からクジを取り、引き抜ぬくぼく。

　無意識だけど、グランさんが一番上から取っていたから、対照的な行動取っちゃったのかもしれない。なんにせよ、全力は尽つくした。クジだけど。

　紙を渡わたすと、ウィルさんがそれをゆっくりと開いていく。

　ぼくとセシリア師匠は、緊張して祈る。……大きい番号！　とにかく大きくて、グランさんと離れていて、初戦までの時間があって、出来れば弱い人との対戦カードで……！

　そんなぼくらの祈りが、神に通じたのか。紙を開いた瞬間、それまでニヤけていたウィルさんの表情が引き締しまった。

　お、これは多分ウィルさん的にはつまらない数字……つまり、かなり大きい数字と──




『に──二番だぁ！　トオル・ミカミ選手、まさかの二番！　これにて、今晩行われる第一試合のカードは、なんと、グラン選手ＶＳトオル選手に決定だぁぁぁぁぁあああ！』




　その言葉に、ざわめく場内。これはマズいだろだの、死人が出ちゃうだろうだの、いやでも面おも白しろいぞだの。

　そんな中、ぼくとセシリア師匠は、ただただ、放心し。

　そのまま次の選手に押され、ぼくは呆ぼう然ぜんとした足取りで、彼女のもとに戻もどる。

　そうして、次の次の選手がクジを引き出したあたりで……ようやく。

　二人、唐とう突とつに、場も弁わきまえず、声を揃そろえて──絶ぜつ叫きようする。




『アホ（です）かぁあああああああああああああああああああああああああああああ！』




　なんだか、つい最近もどっかで聞いた様な台詞せりふだった。




　　　　＊




『…………』

　お葬そう式しきムード、とはこういうことを言うのだろう。

　会場を出たぼくらは、二人肩を落とし、無言でとぼとぼと大通りを歩いていた。

　しばらく黙もく々もくと前に進んだところで、流石さすがにいたたまれなくなってきたぼくは、軽くフォローを入れてみる。

「でもほら……考えようによっては、一回戦で負けちゃえば魔ま人じんもぼくを勇者だと疑わなくなるかもだし、かえって良かったのかも……」

　しかしそんなぼくの言葉にさえ、セシリア師し匠しようは首を横に振ふる。

「いや、それは期待出来ないだろう。相手は今大会屈くつ指しの強つわ者ものだぞ。子供がそれに負けたとて、勇者候補から外す理由にはとてもならんだろう。むしろ彼相手に多少なりとも善戦でもしようものなら、逆に注目を浴びてしまいかねない。なんにせよ、痛い対戦カードだ」

「えーと、だったらほら、ぼくが手を抜いて……」

「馬ば鹿か者もの。グラン氏相手にそんな気構えでは、魔人以前に大おお怪け我がをするぞ」

　こつんと頭を小こ突づかれる。痛くはなかったけれど、ぼくは頭をさすり、素す直なおに「ごめんなさい」と謝罪した。……うん、これは師匠の言う通りだ。「手を抜く」だなんて、ぼくみたいな未熟者が口にしていい言葉じゃないよね。

　ぼくが反省していると、師匠もまた自分の言葉に何か思うところがあったのか、大きく一つ息を吐はき、すっかり通常営業の師匠に戻って、ぼくに告げてきた。

「まあクジがどうあれ、私達のやるべきことは何一つ変わらないな」

「うん！　結局ベストを尽くすっきゃ、ないんだよね！」

「その通りだ」

　セシリア師匠と二人、にこっと笑い合う。

　師匠は辺りを見回し、少し進んだ先で左の道に入っていった。ぼくもそれに続く。

「まずはトオルに合う武器を調達しないとな」

「うん、そうだね。でも、ぼくに合う武器なんてあるのかなぁ」

　不安を口にしつつ周囲を眺ながめる。そこは武具屋通りだった。道の両りよう脇わきに、ずらりと店が立ち並んでいる。流石闘とう技ぎ都市ルザル。大会開かい催さい期間中だからか、軒のき先さきには豪ごう華か絢けん爛らんな武具達が、これでもかと前面に押し出されて陳ちん列れつされていたのだけれど……どうもぼくには今一つ、ぴんと来なかった。

　師匠と二人、結局どの店に入るでもなく、漫まん然ぜんと通りを通過していってしまう。

　ぼくの様子に気付いた師匠が首を傾かしげた。

「どうした？　代金のことなら遠えん慮りよしないで構わないぞ。女め神がみ教会には勇者の安全から衣食住まで全すべてを総合的にサポートする義務があるからな。特に旅に必要な装備品ともなれば、一流のそれを身につける権利は十二分に──」

「あ、いや、そうじゃなくて……ね」

　ぼくは周囲に陳列された武器・防具をきょろきょろと眺め回し、頭をぽりぽりと搔いて応じる。

「昨日の夜も言ったけど、ぼく、専用の武器を作ってもらう約束があって……」

「ああ、先日までトオル達が滞たい在ざいしていたという、ヴェリール村の魔法武器屋の話か？」

「うん、そうなんだ」

　師匠に頷き返しながら、エイリおねーさんとの約束を思い出す。村を出る時、おねーさんはきっと大会に間に合う様、ぼくの武器を拵こしらえてくれると言っていたんだけど……。

「おねーさんも、流石にぼくの初戦がこんなに早いと思ってなかったんだろうな……」

　ぼくの呟つぶやきに、師匠が嘆たん息そくする。

「そのオーダーメイド武器を心待ちにするのは結構だが、少なくとも今日中の到とう着ちやくが期待出来ない以上は、代わりの武器を用意した方がいいだろうな。たとえ完全にしっくり来る武器が無理でも、トオルは、素手よりは何か持った方が確実に強い」

「うーん、それは、そうなんだけどね……」

　言いながらも軒先の武器を眺めるけど、やっぱりなんだかピンと来ない。

　師匠が足を止め、ぼくの装備を見立てる様に眺めつつ質問してくる。

「トオルは、どの様な武器が扱あつかい慣れているのだ？　体格的に短たん剣けんか？　いや、お前の動きは『斬きる』より『叩く』に依よっているとこがあるから……棍こん棒ぼうや木剣か？」

「えーと……」

　ぼくも立ち止まり、考える。師匠が親身になって分ぶん析せきしてくれているのは分かるのだけれど、やっぱりどの提案もピンと来ない。……だってそもそも、ぼくがあっちでやっていたスポーツは、剣けん道どうでもフェンシングでもなく……。

「（スポーツチャンバラだもんなぁ。だけどあれで使ってたのは……）」

　ぼくは少し考えてから、思い切って師匠に訊たずねてみる。

「師匠、エアーソフト剣けんって、この世界には……」

「？　なんだそれは？　風魔法でも掛かかった魔法武器か？」

「あ、いや、なんでもないんだ」

　そりゃそうだよね。っていうか、あったとしても、あれは競技用であって、戦せん闘とう用では全然ないもんなぁ。

　師匠が少し困った様子で訊ねてくる。

「トオルは、性質的には、どういう武器がいいんだ？　小型がいいとか、軽いのがいいとか……」

「あ、そういうことで言ったらねぇ」

　ぼくはぽわーんとスポチャンのエアーソフト剣の小こ太刀だちをイメージし、答える。

「しなって、叩く系で、ぼくの体格にぴったり合ったサイズで──」

「ふむふむ」




「──根本がスポンジで、先せん端たんには空気の入る剣がいい」




「ふむ──ってなんだその不思議武器は！　どこで調達しろと⁉」

　師匠がすっかり頭を抱かかえていた。ぼくはぷくーっと頰ほおを膨ふくらませる。

「だからこそ、エイリおねーさんにオーダーメイドで頼たのんでいるんじゃないか……」

　流石にエアーソフト剣そのものじゃないけど、それに近い注文はしているわけで。

「ああ……なるほど、理解した。しかしトオル、それは……」

「うん、分かってる。ぼくだって、完全に理想通りじゃなきゃとは思ってないんだ」

　本物のエアーソフト剣じゃ、魔物とかと闘たたかうのも不向きだしね。競技用にはいいけど。

「だから、代わりのもの探すよ。で、今まで見た中だと、短剣がいいかなぁ。でもあんまり短すぎるのも、いやだ。なんだろ、ぼくの体格的に合った剣がいいっていうか」

「なるほど、理解した。ではここからは、私もその基準で武器を見み繕つくろってみよう」

「うん！　よろしくお願いします、師匠」

　ぼくはぺこっと頭を下げると、早さつ速そく師匠と共に装備調達へと取りかかった。




　　　　＊




「んで、結局てめぇらはクジ外した上に、買い物の収しゆう穫かくもそれだけ、と」

　硬かためのパンを奥歯で乱暴に食いちぎりながら、ファルディオがちらりとぼくの隣となりの席を見やる。背もたれには小こ振ぶりの剣が立てかけられ、椅い子すの上には胸当て、肘ひじ当あて、膝ひざ当あてといった軽装一式が置かれていた。

　口の中のものをミルクで流し込んでから、ファルディオが続けてくる。

「おいおいホントに大だい丈じよう夫ぶかよ、そんな玩具おもちやみてぇな装備で。女神教会様は、勇者様の装備に充じゆう分ぶんな予算割さいてもくれねぇのかよ」

　ファルディオの露ろ骨こつな嫌いや味みに、しかしセシリア師匠は綺き麗れいに魚の身をナイフとフォークでほぐしつつ、淡たん々たんと応じた。

「そもそもトオルの体格に合う商品の絶対数が少ないのだ。その様な中では、最高品質の装備を取り揃えさせてもらったつもりだぞ、ヒモ男」

「誰だれがヒモだ、誰が！　いつ俺がヒモ的な行動したよっ、ああん？」

「ふむ？　ああ、すまない、メルクリウスの宿代や食事代もつい女神教会でまとめて支し払はらってしまっていたが、そこは自分で支払うつもりだったのか。ならば早速そのように──」

「あ、セシリア様、肩かたでもお揉もみ致いたしましょうか？」

　突とつ然ぜん露ろ骨こつに下手に出るファルディオ。……女神教会に対してはそこそこ一本筋の通った反骨精神みたいなのがあるのかと思っていたけど……案外そうでもなさそうだ。

　師匠が彼のマッサージをすげなく断わったところで、テーブルの上で各自の料理をぴょこぴょこ勝手に摘つまんでいたルウが声を上げた。

「ですが、装備が今一つ頼たよりないというファルディオの意見にはルウも同意ですぞ」

　キリッと真ま面じ目めな表情をしながらも、口の端はしにパン屑くずを沢たく山さんつけて喋しやべるルウ。

「聞けば、一回戦の相手は巨きよ大だいな鎚つちを振り回す大男だそうじゃありませぬか。それに対して、そのような軽装では些いささか……」

　ルウの不安に、しかしセシリア師匠が魚料理の追加注文をしつつ、応じる。

「グラン氏の攻こう撃げきの前では、どのような防具も大して意味を成さないさ。だったらトオルのスピードを殺さない程度の軽装で充分だ。そもそも、私もそうだが、この大会では総じて軽装の方が有利だしな」

「？　そうなのですか？」

　勝手にぼくの頼んだオレンジジュースを飲みつつ訊ねるルウに、師匠が答える。

「ああ。街の様子からも分かる通り、ルザル闘技大会は今や大衆のエンタテイメントだ。昔こそ血ち腥なまぐさい決けつ闘とうもあった様だが、今は戦闘が派手でありつつも、必要以上の怪け我が人が出ない様、細心の注意が払はらわれている。武器への緩かん衝しよう魔ま法ほう付ふ与よもその一つだ」

「かんしょーまほー？　え、ぼくの武器、ここからさらに何かされるの？」

　初めて聞く事実に、好物の漬つけ物をもしゃもしゃと摘みながらも首を傾かしげると、師匠は分かりやすく説明してくれた。

「うむ。トオルだけではなく、全参加者に対してだがな。複雑な原理は省略するが、要は、参加者の使用武器に対して、『生物への殺傷性能を著いちじるしく下げ、無機物には通常通りの威い力りよくを発揮させる魔法』がかけられるということだ」

「えーと……」

　師匠なりに嚙かみ砕くだいてくれたのは分かるんだけど、それでも今一つ効果を飲み込めないぼくに対し、対面の席からファルディオが補足する。

「つまりは、人の生身に当たる時は多少ぼよーんとなって、剣の打ち合いや防具に当たる時はカキンカキンなるってことだぜ、トオル」

「ほうほう、なるほどー」

　ファルディオの、ぼく用にアレンジしてくれた分かりやすい説明に心から納なつ得とくする。そんなぼくの様子に、なぜか師匠は一いつ瞬しゆんムッとした表情を見せ、しかしすぐに先を続けてきた。

「そうなると、重装備をするメリットは殆ほとんどなくなってくる」

「あ、なるほど。防具には普ふ通つうに伝わるんだものね、衝しよう撃げき」

　思い返してみると、確かに重装備の出場者は少なかった。まだ開会式だからかなと思っていたけど、アレで正式な装備だったのかも。……魔人Ｔシャツはさておき。

　師し匠しようが頷うなずく。

「とはいえ、戦せん闘とう行こう為い中に受けるダメージは何も武器からだけとは限らないからな。最低限身を守る程度の防具はやはり必要だ。そういった意味で、現状トオルの装備一式はこれがベストだと、私は考える。……あ、すまないが、ウェイター、これを一皿追加頼む」

「うんっ、ぼくも気に入ってるよ、この装備！　師匠が選んでくれたおかげで、どれも、つけてても凄すごく動きやすいんだ！」

　体育の授業で剣道やった時は、防具に凄く違い和わ感があって、全然いつもの動きが出来なかったから不安だったけど。師匠が選んでくれたそれは、全然そんなことなかった。

　師匠が満足そうに微笑ほほえむ中、今度はファルディオがつまらなそうに「けっ」といじける。……この二人は、一体何を張り合っているんだろうか。

　食事が大体一段落したところで、今度はこちらから二人に話を振ふる。

「それで、ルウ達は今日何してたの？」

　その質問に、最初に反応したのはルウだった。彼は「よくぞ聞いてくれましたっ、ご主人！」とテーブルの上で飛び上がり、くるっと、体を見せつける様に一回転した。

「どうですかご主人！」

「…………え？　うん？」

　何を聞かれているのか分からず、首を傾げる。ルウは少し焦じれた様子を見せた。

「ですから、このルウを見て、何か分かりませんかっ、ご主人！」

「え？　えと……」

　やばい、全然分からない。何を言っているんだろう、この蜜み柑かん色いろ毛玉さんは。ここは正直に「分かりません」と答えたいところだけど、なぜだか、そう答えちゃいけない気がする。なんだこれ。……あ、そうだ、思い出した！　アレだ！　あの時に似てる！　ちょっと前に小学校でも女子に全く同じ質問をされて、困った挙句「……あ、その服の色、洗せん濯たくでちょっと落ちた？」って答えたら、なぜか当人じゃない女子達から「男子サイテー！」とかって貶けなされた、あの理り不ふ尽じんな事件！　あれに似ているんだ！

　そして、確かあの時は……それに、ルウが今日してそうなことを考こう慮りよすると……。

　ぼくはごくりと唾つばを飲み込み、勇気を出して、答えた。

「えと……あ、け、毛並み、良くなった？　ちょっとサッパリした気がするな、うん！」

　そう、例の女子の時は、確か少しだけ前まえ髪がみ切ったとかそんな話だった気がするし。なにより、ルウはトリミングに行くとか言っていたじゃないか！

　ぼくがそこそこの自信を持って、ルウの反応を見守っていると。彼は……。

　彼は、きゅーっと目を吊つり上げ、ぷんすか怒おこり出した！




「どうして、この角の素す晴ばらしいテカり具合が分からないのですかっ、ご主人！」




「そっち⁉」

　まさかの選せん択たくミスだった。ルウの体で毛並み以外に手入れする部位があるなんて！

　ルウは怒り心しん頭とうといったご様子で、ちっちゃな手をぶんぶん振る。

「朝とは全然違ちがうでしょうに！　ほら、ちゃんと見て下さいこの角！　ご主人の使い魔として恥はずかしくないよう、しっかり手入れしてもらったのですぞ！　ほら！　ほらほらご主人！　テカり以外にも、大きく変わったところが、あるでしょう！」
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「えっと……。あ、そうかっ、使い魔として、角を研とぎ澄すますことで攻撃力アップを──」

「先端にヤスリをかけて頂くことで、さらにしなやかな丸みを帯びさせて頂いたのですぞ！」

「戦せん闘とうに参加する意志のカケラもなかった！」

　使い魔って、いったいなんなのさ！　今のところ、ポ○モンとかデジ○ンみたいなイメージと真反対すぎるんだけど！　むしろご主人様だけが戦っている感あるんだけど！

　ぼくが溜ため息いきを吐いていると、ルウはぽんとぼくの肩にちっちゃい手をのせてきた。

「ご安心めされよ、ご主人。ルウ、午後からはちゃんと……」

「え？　もしかして、戦闘に役立つ何かを磨みがいてきてくれ──」

「……ちゃんと、毛を梳すいてきてもらう予定ですからな！」

「この上防ぼう御ぎよ力まで落とすってどういうこと⁉」

　ぼくのツッコミに、しかしルウは「ちっちっち」と指を振る。

「甘いですな、ご主人。毛が減るということは、体重が減るということです。つまり……」

「あ、そうか！　木の実四個分以上の重量も持てる様に──」

「──つまり、ウィッグをつけて毛先を遊ばせる余よ裕ゆうが、出てくるわけですぞ！」

「なんで終始女子気取りなんだよ！　ルウはルザルに一体何しに来たんだよ！」

「エステとグルメとショッピングですな」

「最も早はや使い魔どころかただのＯＬさんじゃないかっ！」

　勇者の旅ってそんなちょっとした海外旅行気分でいいの⁉　なんかおかしくない⁉

　助けを求める様にセシリア師匠を見るが、しかし……。

「ウェイトレス。すまないがこの魚料理、あともう二皿ほど頼たのむ」

「何皿食べるの⁉　昨夜もちょっと思ってたけど、師匠、しれっと食べ過ぎじゃない⁉」

　ぼくのツッコミに、しかしいつも通りキリッと返すセシリア師匠。

「安心しろ、トオル。これは魚だ」

「だから⁉　え、肉や炭水化物じゃなきゃいくら食べてもいいってこと⁉　師匠⁉」

「……トオル。…………。……うむ、神しん剣けん騎き士し団では代々、いくら辛つらくても、無理矢理腹に食べ物を詰つめ込む様にしていてな。そうやって皆みんな、強くなっていくのだ」

「え、なにその相撲すもう部屋みたいな騎士団！　絶対今その設定考えたでしょう⁉　ねぇ⁉」

「そんなことよりご主人、ルウ、次はどの『角エステ』行ったらいいと思います？」

「知らないよ！　っていうかそんなの絶対二回行く必要ないよねぇ⁉」

「ラブリーを磨くことに、終わりはないのですぞ、ご主人」

「なんか名言みたいに言ったけど、やっぱりただのＯＬ思想じゃんっ！」

「今料理を持って来てくれたところ悪いが、さらにこの魚あと一皿追加で……」

「師匠は同じのを何皿頼む気なのさ！　食べるにしても、もっとバランス取りなよ！」

「安心しろ、トオル。これは魚だ」

「だからなんなのっ、その師匠の魚に対する絶対の信しん頼らい感！」

　ああ、もう、なんか試合前なのにガクンと疲つかれてきた。

　ルウと師匠という「本来真面目であるべきメンバーの暴走」にほとほと疲れていると、その様子をニヤニヤと見守っていたファルディオがぼくに声をかけてきた。

「その点、俺様なんかは非常に有意義な午前中を過ごさせてもらったぜ！」

「商売とはいえ、あんまり店の女の人に迷めい惑わくかけちゃ駄だ目めだよ、ファルディオ」

「ああ、引き際ぎわぐらいは──って、なんで俺が水商売行ってる前提なんだよ、トオル！」

「え⁉　ファルディオが充じゆう実じつしている時って、お金にもの言わせて女の人と遊んでいる時だけじゃないの⁉」

「お前の俺に対する認にん識しきはなんなんだよ！　大魔導師様を舐なめるなよ！」

「ご、ごめん、ファルディオはすっかりルザルで女性と遊ぶものとばかり……」

「ふん、失礼なガキだぜ、ったくよぉ。俺がそんなしょーもないことにばかり金使ってるとか思ってんじゃねえぞ。俺だって金の使い所ぐらい弁わきまえてらぁ」

「本当にごめんよ」

「まあナンパはしたけども」

「してんじゃん！　お金ケチっただけで、結局女性とは遊んでたんじゃん！」

「見くびるなよトオル！　俺は結局、一秒たりとも女となんか遊べてねぇぜ！」

「ナンパ全敗という情けない事実をこんなにも堂々と語る人、ぼく初めて見たよ！」

　ぼくのツッコミに、しかしファルディオは余裕の面おも持もちを崩くずさず、「まあ待てや」と応じる。

「ナンパに興じてたのなんざ、せいぜい午前九時から一一時半までの話だぜ」

「殆ど午前中フルに使った！」

「しかしそこから、お前達との待ち合わせまでの三〇分。その過ごし方こそが、俺の午前中の、本編と言っていい」

「今、ナンパ時間を完全に無む駄だだったと認めたよね」

　言葉って本当に不思議だよね。同じ言葉でも、送り手の伝えたい情報と、受け手の感じ取る情報が全く別なんだもんね。ベンキョウニナッタナー。

　ぼくの呆あきれ顔にも気付かず、ファルディオは意気揚よう々ようと先を続ける。

「俺が旅する目的は、そもそも女や娯ご楽らく目当てじゃねぇ」

「そういえばファルディオの旅の目的って聞いてなかったね。興味ないからいいけど」

「興味持てよ！　てめぇの保護者の目的ぐらい、知りたいって思えよ！」

「どうせお金と名めい誉よあたりが目的なんでしょ？　あ、違った？」

「…………。…………………………。………………ちげーし」

　もっの凄いちっちゃい声で視線逸そらして答えられた。ぼくら三人がジト目で見つめる中、ファルディオは咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かしにかかる。

「た、確かにトオルとルザルに来たのは金目的だし、最終的には世間を見返して名誉を手に入れる予定だが……それはあくまで旅の結果論さ！　厳密なところ、俺の旅の目的はもっともっと高こう尚しようなものなんだよ！」

「そうなの？　高尚って……一体ファルディオは、何を手に入れたいの？」

　もしかして、「悟さとり」とかそういう類たぐいのことかな。ファルディオ、一応、魔法使いだし。魔法習得には、なんか精神的な修練とか大事そうだし。

　師匠もルウもぼくと同じ様なことを考えたのか、少し見直した様子でファルディオを見つめる。彼はそれらの視線を受け……堂々と、胸を張って、旅の目的を告げた。




「俺は、楽して圧あつ倒とう的な『力』を手に入れてぇのさぁ！」




『（駄目だコイツ！）』

　悪役思考もいいところだった。しかもあれだ、大たい概がいの漫まん画がやアニメにおいて、序じよ盤ばんにやられる、凄く底の浅いタイプの悪役だ。一巻とか二巻の敵だ。

　しかしファルディオはぼくらの呆れにやっぱり気付かず、調子に乗って続ける。

「俺が各地を巡めぐる目的は、失われつつある『禁きん忌き魔法の魔導書』を回収するためなのさ」

　その言葉に、一いつ瞬しゆん師し匠しようがぴくりと、真ま面じ目めな表情で反応する。

「禁忌魔法だと？」

「おう、そうさ！　俺ぐらいの大魔導師になると、最早通常の魔法程度じゃ満足できねぇからな！」

「というより、通常の魔法が習得出来ないだけでは……」

　ルウの鋭するどいツッコミに、ファルディオは一瞬「うぐ」と詰まりつつも、しかしポジティブに続ける。

「俺には禁忌魔法が似合うの！　全すべての禁忌魔法は、大魔導師にこそ相応ふさわしい！」

「確かに、ヘルファイアは凄すごくファルディオらしくていいよね！」

　ぼくとしてはそこそこ褒ほめる意味で言ったつもりだったのだけれど、ファルディオはまたも「ぐぅ」と項うな垂だれてしまった。

　事情を知らない師し匠しようが首を傾げる。

「ヘルファイア？」

「ああ、師匠それはね、ファルディオが唯ゆい一いつ使える魔法で、効果は……」

「放たれた地じ獄ごくの業ごう火かが、目の前の全てを焼き尽つくすのさぁ！」

　割り込むようにファルディオが叫さけぶ。ぼくとルウは心の中で「味方をね」と付け足したけれど、ファルディオが必死なので、言わないでおいてあげた。

　師匠は、そこで初めてファルディオに興味を抱いだいた様子を見せる。

「それは凄いな。貴き殿でんがその様な実力者だとは思わなかったぞ。認識を改めよう」

「お、おう……。まあ分かりゃあいいんだよ、分かりゃ……」

「して、出来れば、そのヘルファイアとやらを是ぜ非ひ私も体験させて頂きたいのだが……」

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　禁忌魔法を舐めるな！　か、軽い火傷やけどじゃすまねぇんだぞ！」

　うん、確かに軽い火傷じゃすまない。せいぜい、ほんのり体が温まるだけだ。

　セシリア師匠は神しん妙みような表情で頷うなずく。

「ああ、これは私が軽けい率そつだった。心から詫わびよう。すまなかったな」

「お、おう……。まあ分かりゃいいんだよ、分かりゃ……」

　今後、彼は何度その台詞せりふを言うつもりだろうか。ちょっと見物だ。

　もにょもにょするファルディオに、師匠が話の先を促うながす。

「それで、恐おそらくはこのルザルでも、禁忌魔法の魔導書を探したという話なのだろう？　目当てのものは見つかったのか？」

「お、よくぞ訊きいてくれたぜ！　いいか、見て驚おどろけよ！　じゃーん！」

「なになに……『女騎士、重装備からの脱だつ衣い画集　ＶＯＬ．３　春特大号』……だ、と？」

「あ、間ま違ちがった、今のなしで」

「おい待て貴様、今のは……」

「さあさあ、つ、次こそ、見て驚けよ！」

「さっきのも充じゆう分ぶん驚いたけどね……」

　ぼくらがげんなりする中、しかしファルディオは構わずに、自分の荷物入れの中から、一冊のボロボロに破けた薄うすい本を取り出した。ぼくとルウはそれを胡う散さん臭くさそうに見ていたけれど、意外にも師匠だけは「ほう」と感心した様子を見せた。

　気を良くしたファルディオが、胸を張って続ける。

「俺、昔っから探し物は得意なんだよな。特に本に関しては一流さ！　いつだって、誰だれよりも早く、必要な情報を探し当てる！　それが俺！　これで子供の頃ころはよく親父おやじ──」

　と、そこまで言ったところでファルディオは急に顔を歪ゆがめ、明らかに不自然な様子で、話を区切った。

「まあとにかくだ。今日も俺は、午前中の僅わずか三〇分で、見事目的の本を探し当てたっつうわけよ！　どうだ、凄すげぇだろ！」

「ふむ、確かにそのような希少な本を短時間で掘ほり出す技術は、見事としか言い様がないな。実に素晴らしい才能だ。評価に値あたいする」

「え……。あ、そ、そうか」

　珍めずらしくセシリア師匠に褒められたからか、ファルディオは少し戸と惑まどった様子で照れてしまっていた。ぼくとルウがニヤニヤしていると、彼はこほんと咳払いをする。

「そんなわけで、俺、大魔導師ファルディオ・メルクリウスは、ついに」

　そこで一拍ぱく溜ため、周囲を見み渡わたし。満を持して、ファルディオは告げる。




「ついに、二つ目の禁忌魔法を習得するに致りました！　拍はく手しゆ！」




『おー』

　ぱちぱちぱちと全員で素す直なおに拍手する。これは凄い。ヘルファイアは微び妙みようだったけど、基本的に禁忌魔法って凄い魔法っぽいし。ファルディオの戦せん闘とう力大おお幅はばアップの予感だ。

　ファルディオは嬉うれしそうに本へと頰ほおずりする。

「いやぁ、苦労したぜ。いくら俺に探し物の才能があっても、そもそもモノがない場所からは探せねぇからな。学校でヘルファイアの魔導書盗ぬすみ見て以降、とんと習得の機会がなかった禁忌魔法が、ついにこの手に！　長かったぜぇ……やっぱ都会はいいぜ……」

「良かったね、ファルディオ！　でもよくそんな高価そうなもの買うお金あったね」

「……………………ま、まあそれはどうでもいいじゃねーか。トオルが大会優勝すりゃ、全く問題なしよ」

「おいちょっと待てや、ぼくの保護者」

　ファルディオを睨にらみつける、ぼく、ルウ、師匠。彼は額に汗あせをじわりと滲にじませた後、しかしすぐにテンション高く続けた。

「ほ、ほーらトオル！　早さつ速そく俺の禁忌魔法見たくねぇか？　見たいよなぁ？」

「え？　あ、うん、それは……確かに見たいかも！　わーい、見せて見せて！」

　お金の件がすっかりどうでもよくなってテンション上がるぼくを、ルウが「ご主人……」と残念そうに見守る。

　そんな中、セシリア師匠が「おい」とファルディオを咎とがめた。

「貴様、先程は禁忌魔法は危険だからおいそれと見せられないようなことを……」

「さぁて、では披ひ露ろうしよう！　俺の習得した、第二の禁忌魔法を！」

　師匠を完全に無視して立ち上がり、杖つえを手に取るファルディオ。

　目を輝かがやかせるぼく、まるで期待していないルウ、訝いぶかしげな表情の師匠と、三者三様の思いで見守る中、ファルディオは杖を掲かかげると、口の中に何やらもにょもにょと唱え始めた。……ちなみに最近知ったことだけれど、禁忌魔法は基本、通常の魔法と違って呪じゆ文もんの詠えい唱しようを必要としないらしい（酔よったファルディオに聞いた）。

　じゃあ彼は今何をもにょもにょしているのかというと、実は、なんとなくそれっぽいことを言っているだけだ。一応、本人が言うには「精神力を高めるため」らしいけど……十中八九、ただ「その方が大魔導師っぽいから」やっているだけだと思う。

　ファルディオが詠唱を終え、カッと目を見開く。その瞬間、杖の先せん端たんが眩まばゆく発光した。

『おお⁉』

　状じよう況きようの「それっぽさ」に俄が然ぜん三人の期待が高まり、店内の他の客からも注目が集まる。ファルディオは杖の先端を、セシリア師匠に向けた。師匠がむっと顔を顰しかめる。

「おい、禁忌魔法は危険なんじゃなかったのか？　なぜこちらに向ける？」

「ばーか、危険な魔法をこんな場所で使うかよ。安心しろ、攻こう撃げき魔法じゃねぇさ」

「えー」

　ぼくは思わず不満の声を上げる。しかしファルディオは、ニィッと口の端はしを吊つり上げ、自信ありげに返してきた。

「まあそうふて腐くされるな、トオルよ。これはこれで……実際物凄ぇサポート魔法なんだからよぉ！」

「おお！　さぽーと魔法！　なんかカッコイイ！」

　こう、ゲームの上級者さんが使いこなすイメージだよ！　確かにちょっと大魔導師らしいかも、それ！

　ぼくらどころか、店内のお客さんの期待も高まる中……ファルディオは、ついに、その禁忌魔法を……師匠に向けて、唱える！




「ハイクオリア！」




　瞬間、杖から放たれた光が師匠の体を包み込む！　しかしそれは一瞬のことで、すぐに光はまるで彼女の体に取り込まれる様にして、消えていった。

　固かた唾ずを飲んで見守るぼくら。しかし、師匠は不思議そうに首を傾かしげるだけだった。

「？　特に何かが変わった感じもしないが……」

「ふ、自分の体に起こった変化も見み抜ぬけねぇたぁ、騎き士し失格なんじゃねえか？」

「む……」

　ファルディオの言葉にムッとし、立ち上がって自らの体の検分を始める師匠。しかしそれでも変化は見つからないらしい。

　うずうずしてきたぼくは、ファルディオに、自分にも魔法をかけてくれるようねだった。

「しょうがねぇなぁ。どーれ、ハイクオリア！」

　どこか嬉しそうにしながらも、ファルディオが魔法を唱える。ぼくの体も師匠同様光に包まれ、それが染しみ入る様に消えていくも……確かに、何も感じられなかった。

　師匠と二人、顔を見合わせて首を傾げ、最後には疑いの眼まな差ざしをファルディオに向ける。

　彼は少し焦あせった様子で、釈しやく明めいしてきた。

「お、おいおい、ハイクオリアはちゃんと成功してるっつーの！」

「本当に？　じゃあ、もう、答え聞かせてよ。ぼくら、何が変わったのさ」

「ったく、しゃーねーなぁ。説明したるか。ハイクオリア……その正体はな」

　ぼくらが注目する中、ファルディオは、堂々とした態度でその魔ま法ほう効果を告げる。

「感覚強化魔法なのさ！」

「感覚強化？」

「おうよ！　視覚、聴ちよう覚かく、触しよつ覚かく……まあ感覚と呼ばれるものは色々あるが、それらのうち一つを飛ひ躍やく的に高めるのが、この魔法なのさ！」

　その説明に、師匠が心底感心した様子で目を見張る。

「それは凄いな。実に大幅な戦力の増強が見込めるではないか！」

　ぼくもその説明にテンションが上がり、早速ウキウキと確かく認にんする。目を凝こらして遠くを見てみたり、耳を澄すましてみたり……。

　ぼくと師し匠しようがワクワクしながら検証する中、ファルディオは説明を続ける。

「とはいえまだ習得したてだから、二種類ほどの感覚強化しか出来ねぇがな」

「二種類⁉　いやいや、全然充じゆう分ぶんだよファルディオ！　この時点で、完全にヘルファイアを上回る有用さだよ！」

「うむ、誇ほこっていいぞメルクリウス。一見地味に思えるが、これは素晴らしい魔法だ」

「そ、そうか？　そうだよな！　やっぱりお前らもそう思うよな！」

　嬉しそうに笑うファルディオ。ぼくと師匠もワクワクしながら検証を続ける中……。

　テーブルで一匹ぴき、もしゃもしゃと料理の残りを食べていたルウが、大して興味もなさそうな様子で、しれっとファルディオに質問した。

「して、実際そのファルディオが強化出来る二種類の感覚とは、なんなのですかな？」

「おう、よくぞ聞いてくれたぜ！　現時点でハイクオリアが強化出来る二つの感覚。それはな……」

　検証をやめ、ごくりと息を吞むぼくと師匠。なんだろう……視覚だったら素早い敵にも対応出来そうだし、聴覚なら敵の気配を読む力が断然アップだし、いや嗅きゆう覚かくでも──

　ぼくらが期待に胸を膨ふくらませる中、ファルディオは、満を持してその効果を告げる！




「味覚と、痛覚さぁ！」




『使えなっ！』

　愕がく然ぜんとするぼくと師匠。ファルディオが「ちなみに」と続けてきた。

「セシリアには味覚強化を、トオルには痛覚強化をかけたぜ。試ためしてみろよ」

『…………』

　すっかりテンションが下がりきりながらも、師匠はテーブルの魚料理を一切れ口に放ほうり込み、ぼくは自分のほっぺたをつねってみる。瞬間──

「しょっぱ！」「いってぇ！」

　軽く摘つまんだだけのほっぺにとんでもない激痛が走る！　ああっ！　脳内に、某ぼうアンパン系ヒーローのイメージが！　もげた！　ほっぺもげたぁ！

「～っ！　～～！」

　実際の頰は赤くなってさえいないものの、のたうち回るぼく。見れば、師匠も隣となりで水をがぶ飲みし、口を押さえて、床ゆかにへたりこんでいた。……無む駄だに魔法効果が強力すぎる！

　ぼくらのそんな様子を見て……ファルディオが、満面の笑えみを見せた。

「な？　凄ぇ禁きん忌き魔法だろ？」

『ある意味ね！（な！）』

　二人、絶ぜつ叫きようする様に言い返す。しかしファルディオ当人はキョトンとしていた。……くっ、禁忌魔法って、やっぱりちゃんと理由があって禁じられてるんじゃないか！　なんなんだよっ、禁忌魔法！

　ぜぇぜぇ息を吐はきながら、師匠と二人、なんとか席に戻もどり、テーブルに項うな垂だれる。

　そんなぼくらに……ファルディオは、「あ」と極きわめて気軽な様子で付け足してきた。




「言い忘れてたけど、この魔法、感覚強化の代だい償しようとして、体の部位を一つ失うから」




『理り不ふ尽じんにも程ほどがある！』

　再び愕然とするぼくと師匠。ツッコミも束つかの間、ぼくと師匠は顔を見合わせ、サーッと表情を青ざめさせ、慌あわててお互たがいの体を確認する。

「トオル！　腕うでも、手も、足も……うん、ちゃんとあるな！　いやしかし……ハッ！　心なしか、身長が……」

「それは元々低いだけだよ！　それより師匠も！　うん、腕も、手も、足も、ちゃんとあるけど……ハッ！　心なしか、胸が……」

「それは元々薄うすいだけだ！　って何を言わせる！」

「……お前ら、なに大声で夫婦めおと漫まん才ざいしてんだよ。恥はずかしい……」

『誰だれのせいだっ、誰の！』

　二人、ファルディオに詰つめ寄る。彼は焦った様子で、釈明するように手を振ふった。

「い、いや、違うんだって！　確かに部位を失うは失うんだけど、それは感覚強化されている間だけの、一時的なものだし！　さらには、腕だとか足だとかそんな大それたもんが失われるわけじゃねえんだ」

「？　どういうこと？」

　落ち着きを取り戻し、ファルディオを解放するぼくら。彼は襟えり元もとを正した後、やれやれといった様子で続けてきた。

「せいぜい、髪かみの毛け数グラムとか、涙なみだや唾だ液えき数すう滴てきとか……その程度の、微び々びたる欠損しかねぇのさ。しかも、その辺も俺が指定出来るし、結局戻ってくるし。全然問題ねぇよ」

「な、なんだ、そうなのか。まったく、人ひと騒さわがせな」

　師匠がほっと胸を撫なで下ろす。ぼくも一安心しながら、しかしふと、実際自分が何を失っているのか気になってきた。ファルディオに訊たずねてみると、彼は「ああ、ちなみに今回のお前らの代償はな……」と、これまた軽い調子で、さらっと答えてきた。




「眉まゆ毛げ」




『何故なぜ⁉』

　慌てて、師匠と互いの顔を確認する！　すると……。

「ああっ！　ホントだ！　師匠、眉毛ない！　怖こわい！　ガラ悪い！」

「トオルもだ！　なぜこのような大きな変化に気付かなかったのだ！　ん？　しかしそうなると……私の胸の薄さは、眉毛の有う無むよりも気に掛かかったということか、トオルよ！」

「そ、そんなことより、ファルディオ！　これどうしてくれるのさ！」

　話題を逸そらすようにファルディオを責める。しかし彼はやっぱり、軽い調子で「安心しろよ」と応じてきた。

「さっきも言った通り、一時的なものさ。ハイクオリアの効果が切れたら、代償も返ってくる。それまでの我が慢まんさ」

「それならいいけど……ちなみこの魔法の効果ってどれぐらい？」

「ああ、俺の少ない魔法力だとせいぜい……………………二時間ぐらいかな」

『意外に長い！』

　結局、師匠に剣けんを突つきつけられたファルディオが必死で魔導書を再読してハイクオリアを解く方法を見つけるのに三〇分ほどかけた後。

　ぼくらはすっかり疲つかれてしまいつつも、ようやく、レストランを後にしたのだった。







　第三章








セシリア・シヴィル






『レディースッ、エェェンド、ジェントルメェン！　ボーイズ、エェェンド、ガールズ！』

　闘とう技ぎ会場の照明が一時的に落とされる中、音おん響きよう装置を通して、男性司会者の騒そう々ぞうしい声が超ちよう満まん員いんの客席に響ひびき渡わたる。

　セシリアは暗くら闇やみの中なんとか目的の席を見つけると、周囲の迷めい惑わくにならぬ様、出来るだけ気配を消してすべり込んだ。セシリアの突とつ然ぜんの登場に、待ち合わせをしていた人物、ファルディオ・メルクリウスがびくんと体を強こわ張ばらせる。彼の肩かたにのっていたルウが、むっとした様子で顔を顰しかめ、すぐにセシリアの肩へと鞍くら替がえしてきた。

「お、おお、やっと来たのか、お前。驚おどろかせんなよ……」

「驚かせる意図などこちらには全くなかったぞ、蚤のみの心臓男」

　目も合わせずにそう答え、舞ぶ台たいへと目を向けるセシリア。その中心で、一人の男がスポットライトを浴びて立っていた。どこかで見覚えがあると思えば、例の、抽ちゆう選せんの時も仕切っていた、派手なシャツにサングラスの男性だ。

　相変わらず妙みようにテンションが高く、どこかチャラい前口上の後、彼は自己紹しよう介かいを始める。

『おぉっと、申し遅おくれましたっ！　私、この大会本戦にて司会と実じつ況きようを務めさせて頂きます、ウィル・イグニールと申しまーす！　シクヨロでぇーす！』

《……パチ…………パチ…………》

『都会の喧けん噪そうを忘れられる貴重な一時を、サンキューでぇーす！』

　相変わらずすべり気味の司会者だった。セシリアは、騎き士し団に配属されてすぐ初任務に駆かり出された新人を連想する。気合い充分で基き礎そも出来ているのだが、空回りしてヘマをやらかし、夜には宿舎の片かた隅すみで膝ひざを抱かかえ込んでしょんぼり座っている。そういうタイプだ、アレは。司会業の知識こそ豊富だが、恐おそらくは実じつ践せんが伴ともなっていない。なぜ抜ばつ擢てきされたのか。

　既すでに汗あせだくの司会者、ウィルは、それでもなんとか本戦のルールやら観戦マナーやらを簡潔に説明した後、早さつ速そく本題へと移った。

『お待たせいたしました！　それでは、早速始めて参りましょう！　第七二八回ルザル闘技大会！　その栄はえある初戦を飾かざるのは、期せずして大注目となったこのカードだぁ！』

　彼の言葉と共に、立体投とう影えい魔ま法ほうによって、舞台上空へと情報が映し出される。

〈グラン・ゴールド　ＶＳ　トオル・ミカミ〉

　顔や年ねん齢れい身長体重などのプロフィール情報が表示され、主にトオルの若さやビジュアルに観客がどよめく中、司会のウィルが盛り上げるように叫さけぶ。

『では登場して頂きましょう！　まずは東側コーナー！　大会優勝経験者にして、決勝トーナメント常連の優勝候補！　その巨きよ体たいから繰くり出される豪ごう快かいな攻こう撃げきは、全すべてを一撃の下に粉ふん砕さいする！　果たして今年こそ《剣つるぎの舞まい姫ひめ》への雪せつ辱じよくなるか！　圧あつ砕さいの鎚つち使い、グラァン・ゴールドォォオオ！』

　会場から巻き起こる大だい歓かん声せいと共に、舞ぶ台たい脇わきへとスポットライトが当てられ、巨体の男が実に堂々たる様子で入場してくる。

　セシリアの肩の上でそれをぼんやり見つめていたルウが訊ねてきた。

「剣の舞姫とは？」

　その質問に、セシリアは少し頰ほおを紅あかくしつつ応じる。

「私のことらしい。やめてくれと言っているのに、毎年二つ名が増えていくのだ……」

「かかっ、ひ、姫ってガラかよ、テメェが！　ひぃー、おかしい！」

　隣となりでメルクリウスが腹を抱えてゲラゲラ笑う。セシリアは目にも留まらぬ早はや業わざで彼の鳩尾みぞおちを剣の柄つかで打った後、呻うめく彼を尻しり目めに、舞台上を見守った。グラン氏が舞台に上り終わったところで、司会のウィルが次の進行へと移る。

『対する西側からは、今年度注目度ナンバー１の大型ルーキー！　弱じやつ冠かん一〇歳にして大人顔負けのテスト点数と共に現れた、予測不能の謎なぞの新星！　トオル・ミカァミィィイ！』

　瞬しゆん間かん、先程以上の大歓声が、会場全体を包む。グラン氏とは逆の側からスポットライトと共に現れた少年は……顔を真っ赤にし、申し訳なさそうに俯うつむきながら、若干内うち股またでおずおずと登場した。

『緊きん張ちようしぃかっ！』

　三人が一いつ斉せいにツッコム。普ふ段だんはそこそこ快活な少年のクセに……流石さすがにこういう場面で堂々と客に手を振ったり出来るほどの器うつわは、なかったらしい。一いつ般ぱん的な子供らしく、もじもじしながら、ちょこまかとした動きで舞台に上る。

　彼の知り合いたるセシリア達は「（なんかこっちまで恥ずかしい）」という思いに駆られていたが、しかし観客には大ウケだったらしく、対戦相手が巨きよ漢かんのグラン氏であることも相あい俟まって、会場は一気にトオル応おう援えんムードへと傾かたむいていた。そこに来て、トオルが恐きよう縮しゆくした様子で会場各方面に頭を下げつつも、最後にはニコッと笑って……。

「ぼ、ぼく、がんばります！」

《うぉぉぉぉぉぉおおおお！》

「わ⁉　あれ？　あ、そうか、この耳につけたやつで、ぼくの声、皆みんなに聞こえちゃうんだっけ。わ、ど、どうしよ、恥ずかしい……」

《うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

　その闘技者とは思えない健けな気げさに、会場の熱気はピークに達した。何事にも動じないことで有名なグラン氏さえ、眉まゆをぴくりと吊つり上げたほどだ。

　セシリアが嘆たん息そくしていると、メルクリウスがトオルの耳あたりを見たままで呟つぶやいた。

「へー、最近の闘技大会は凄ぇんだな。あんな装置まであるのか」

「いや、去年まではなかったのだがな。今回事前に受けた説明によると、あの耳につけた小型の通信装置を用いることで、闘技者には実況や対戦相手の声が、観客には彼らのやりとりが聞こえるらしい。また随ずい分ぶんとご大層な魔法技術を持ち出したものだ」

「なんというか、エンタテイメントですなぁ」

　ルウの感想が妙にセシリアの耳に残る中、中々収まらない歓かん声せいに焦じれた様子で、司会のウィルが強制的に進行を再開する。

『つ、ついに両りよう雄ゆうが舞台へと揃そろい踏ぶみましたぁ！　ではここからは私、実況席へと移りまして、今大会を皆みなさんと共に見守らせて頂きたいと思います！　では……とぅ！』

　掛け声と共に、舞台から飛び立ち、観客席の前方に特設された実況席へと飛行するウィル。風魔法と重力魔法でも応用しているのだろう。そこそこ派手な彼の見せ場だったのだが、しかし、いかんせん会場の視線はトオルに集中していて、殆ほとんど誰だれもウィルの飛行姿など見ていなかった。実況席に着き、やり切った顔で会場を見み渡わたすウィルの姿が寂さびしい。

　いよいよ一回戦が始まろうとする中、メルクリウスが「で」と舞台に視線をやったままでセシリアに話しかけてくる。

「午後からのトオルへの剣けん術じゆつ指南は、上手くいったのかよ？」

「……ああ、まあ、そうだな」

　トオルとグラン氏を眺ながめつつ、ぼんやりと応じるセシリア。昼の食事以降、試合開始時間直前まで、確かにセシリアはトオルに稽けい古こをつけていた。しかし……。

　セシリアがその稽古模様を回想していると、メルクリウスが大きく溜ため息いきを吐いた。

「んだよ、煮にえ切らねぇ態度だな。トオルがこの難局勝ち抜ぬけるか、そして俺が大穴で一いつ攫かく千金狙ねらえるかどうかは、お前の師し匠しようぶりに掛かってるんだぞ？」

「貴様の一攫千金計画は激しくどうでもいいし、むしろその一点においてはトオルの敗北を祈いのるばかりだが、まあ、稽古に関しては、この時間内に私の出来うる限りのことをさせてもらったよ。そこは安心してくれていい。ただそれよりも、遥はるかに問題なことが一つ……」

「ああ？　なんだよ、それより遥かに問題なことって？」

　メルクリウスとルウが首を傾かしげると同時に、ウィルの大声が再び会場に響き渡った。

『ではっ、第一回戦！　レディィィィィィ…………ファイッ！』

　カンッという小気味よい金属音と同時に、上空の対戦カードビジョンがガラスの様に砕くだけ散る演出が入り、いよいよ試合が開始される。

　観客の熱気がピークに達する最中、グラン氏とトオルは向き合い……しかし、両者とも中々動かなかった。一瞬、強つわ者もの同士の膠こう着ちやく状態かとも思ったが、状じよう況きようを見るだに、事態はもっと単純なようだ。つまり……。

「ご主人、ガッチガチですな」

　ルウの言葉を受けてトオルを見るセシリア。悲しいぐらいに固まっていた。試合直前には「楽しんでくる！」とさえ言っていたのに……。セシリアは呆あきれつつ頷うなずく。

「ああ。対してグラン氏の方は、まともに構えてさえくれていないな」

「でもありゃ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくっていうよりは、あっちはあっちで困ってる風だぜ」

　メルクリウスの言う通りであった。グラン氏は、子供相手にどう出たものか決めあぐねている模様だ。一応、如何いかにグラン氏の強力な鎚つち攻こう撃げきだろうとも、緩かん衝しよう魔法の付ふ与よが万ばん全ぜんである以上、子供相手に全力で振ふるったところで、精々吹ふき飛んでリングアウトするぐらいが関の山だろうと本人も分かっているのだろうが、それでも彼の倫りん理り観かんがストップをかけてしまうのだろう。

「（そういえば、彼は二年前私と初めて対戦した時も、やりづらそうにしていたな）」

　当時のセシリアも、トオルほどではないとはいえ子供で、しかも女性だったからか、グラン氏はあんな様子だった。とはいえ、数回セシリアが軽く攻撃を打ち込んだ時点で、すぐに偏へん見けんと油断を捨て、全力で戦いに臨んで来てくれたのだが。

「（金や名声目当ての出場者も少なくない中、見事な騎き士し道どう精神だ。しかし……）」

　ちらりとトオルの様子を窺うかがうセシリア。彼は目を瞑つぶり、深呼吸を始めていた。流石に長い膠着状態に会場も冷めてきたところで、実況のウィルが戦いを促うながす。

『ど、どうしたんだ二人ともぉ！　一歩も動かない！　こ、これが真の強者同士の戦いというものなのかぁ！』

　いや誰がどう見ても、そんなレベルの話ではない。ウィルは流石に実況が苦しくなってきたのか、さりげなく戦せん闘とうを促してきた。

『こ、ここはトオル・ミカミ選手、グラン選手の胸を借りるつもりで、飛び込んでいってほしいところかー⁉』

　そんな彼の願いが通じたのか、ウィルの言葉が終わる直前、深呼吸を終えたらしいトオルが、カッと目を見開き、グラン氏の懐ふところへ一息で飛び込んだ！

「っ！」

『────』

　会場の誰もが予測だにしなかった素す早ばやい踏み込みに、誰あろうグラン氏が最も驚おどろき、慌あわてて鎚を構え直す。と、次の瞬間──

〈ガキィンッ！〉

　激しい、金属同士の衝しよう突とつ音。鎚の柄え部分でトオルのショートソードを受けるグラン氏の表情が険しく変わる。そのまま二人の鍔つば迫ぜり合いがしばし続く。

「おいおい……噓うそだろ……？」

　目の前で繰り広げられている光景に、観客席がざわつきだした。それもそのはず、トオルの剣けんを受けるグラン氏は、表情に余よ裕ゆうがないどころか、まるでその筋肉をフル稼か働どうさせているかの様に、足を踏ん張らせているのだ。それどころか……。

「ぐ……ぬ！」

《おお……！》

　踏ん張るグラン氏の足が僅わずかに後方へズズッと押されたことで、いよいよ観客達の疑問が確信に変わった。沸わき立つ会場の中、黙だまり込んでしまっていたウィルが焦あせった様子で実じつ況きようを再開する。

『こ、これはなんということだぁあ！　あのグラン選手が、力比べで押されているぅ⁉』

《うぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

　思わぬ戦いの光景に沸き立つ大観衆。そんな中でもトオルとグラン氏の二人は鍔迫り合いを続け、そして……。

「ぬぅぅん！」

「わっ」

　焦れた様子でグラン氏が力任せに鎚を振る。その勢いでトオルが上空に大きく飛ばされるも、彼はくるくると器用に数回回転をすることでなんとか勢いを殺し、リングアウトギリギリの所で着地した。トオルが、安心した様子で「ふぅ」と息を吐はく。

『ぐ……グレェェェイトォオオオオ！　トオル選手、見事な攻こう防ぼうです！　なんなんだこの少年はぁ！　一体、何者なんだぁあああああああああああああ！』

《わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああ！》

　沸き立つ大観衆。実況のウィルもトオル同様体が温まってきたのか、実に活いき活きとした実況を始める。







[image: ]







　そんな中、セシリア、ルウ、メルクリウスの三名だけは、若じやつ干かん暗い面おも持もちだった。

　額に汗あせを搔かきつつメルクリウスが呟く。

「分かっていたことなんだが……流石に、あの強さは目立ちすぎんじゃね？」

「そ、そうですな。やはりご主人……もう、普ふ通つうの子供とは思ってもらえないでしょうな」

「仕方あるまいさ。グラン氏が相手になった時点で、最早避さけようのない事態だ」

　クジ引きの結果がこうなった時点で既すでにある程度覚かく悟ごしていたセシリアだったが、しかし、そんな彼女をもってしても、冷や汗をかかずにはいられなかった。

「（現時点で、十中八九、魔ま人じんはトオルに目を付けただろうな。それどころか、今後の展開を考えると……）」

　セシリアはこれから起こるであろう事態を予見し、溜息を吐つく。

　そうこうしているうちに、戦いは新たな局面を見せていた。

『おおっとぉ！　今度はグラン選手の方から仕し掛かけたぁあああああああ！』

　実況通り、見ればグラン氏の巨きよ体たいが鎚つちを振りかぶってトオルに迫せまっていた。彼の巨体に似合わぬ素早い接近に、トオルは覚悟を決めた様子で両手で剣を構え、そうして──

「だぁっ！」

　──再度、会場に甲かん高だかい金属音が響ひびく。直後、グラン氏の巨体は鎚ごと何か強い力に弾はじかれた様に、背後へと傾いていた。

「ぬぅ！」

　しかし今度はグラン氏の方も予期していた様で、すぐさま体勢を立て直し、そのまま、流れるような動きで今度は横よこ薙なぎの攻こう撃げきを繰くり出す。

「わわっ」

　これにはトオルも戸と惑まどったらしく、一瞬ショートソードでガードしようとするも、すぐに思い直した様子で、大きくジャンプして鎚を回かい避ひした。

「（いい判断だ。トオルの腕わん力りよくならばダメージは受け切れたろうが、位置取り的には勢いでリングアウトさせられる可能性が高かった。実戦と試合の違ちがいを弁わきまえている）」

　実際トオルは、セシリアが見る限り極きわめて「試合」慣れした人間だ。実戦においては少々ネックだが、こと闘とう技ぎ大会という場においてその素養は、抜ばつ群ぐんに相あい性しようが良い。

《おお……》

　観客がどよめく。見れば、トオルはグラン氏の巨体をも軽々と飛び越こえるほどに跳ちよう躍やくしており、なおかつ華か麗れいに舞ぶ台たいの中心へと着地していた。

『な、なんなんだこの少年はぁああああ！　素晴らしい！　素す晴ばらしい動きです、トオル選手！　グラン選手に、一歩も引けを取らないぃいいい！』

　実況が興奮し、つられて観衆も沸き立つ。セシリア達三人もまた、いい加減、腹を括くくってトオルを素直に応おう援えんするモードに切り替かわり始めていた。

「ご主人─！　毛並みが整ったルウの次にカッコいいですぞー！」

「いいぞトオルー！　やったれぇー！　一攫千金だぁー！」

　魔人のことなどすっかり忘れた様子ではしゃぐ二人に、苦笑いするセシリア。しかしそんなセシリア自身、トオルが褒ほめられると、不思議と心が浮うき立つ自分を感じていた。

「（どうもトオルには、強い弱い以前に、心から応援したくなる何かが、あるらしい）」

　過去二度ほど大会に出場しているセシリアでも、こんな会場の雰ふん囲い気きは初めてだった。グラン氏はさぞやり辛づらいだろうなと思って見てみれば、なにやら彼まで、どこか楽しそうな表情を浮かべている。セシリアと戦っていた時にはなかった表情だった。

　グラン氏が再び、トオルへと迫り、今度は舞台の中心で打ち合いになる。とても大おお振ぶりの鎚を扱あつかっているとは思えないほど素早いグラン氏の連撃。しかしトオルもようやく緊きん張ちようが完全にほぐれた様子で……それどころか、なんだか心底楽しそうに、剣で鎚を打ち払はらっては、時折来る力任せの危険な攻撃をひらりと回避する。

　結果、舞台上では一回戦らしからぬ、凄すさまじいレベルの攻防が繰り広げられていた。

　会場全体が息を吞のむ中、ウィルがごくりと唾つばを飲み込み、実況する。

『わ、私は今、自分の記き憶おくを疑っております！　もしやこれは、大会初日ではなく、最終日の決勝戦なのではないかという疑念に駆かられております！　なんなんだこれはぁ！　凄まじい！　凄まじい試合です！』

《うぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

　大盛り上がりの観客席。ルウとメルクリウスもまた、興奮を隠かくしきれない様子だった。

「ご主人は元々強かったですが、武器を持つとまた、全然違いますな！」

「ああ！　アイツがずっと言ってた『パンチやキックは苦手なんだよ』っつうの、本当だったのかよ！　かぁ！　疑ってたわけでもねぇけど、ここまでたぁなぁ！　な、セシリア！　お前も剣の師し匠しようとして、鼻高々だろう！」

　メルクリウスの質問に、しかしセシリアは浮かない様子で「あぁ、まあ……」と応じ、頰ほおを搔く。メルクリウスは、彼女の不思議な態度に首を傾げた。

「？　どうした？　ああ、お前から見たら、まだまだ基本が全然なってねぇとか、そういうのあるわけか？　でもアイツ初心者だぜ？　ちょっとぐらい大目に──」

「あ、いや、確かに剣けん術じゆつという意味ではまだまだなのだが、そうじゃなくて。……そんなことより、先程も言ったが、今はもっと深刻な問題があってだな……」

「？　セシリア殿どの？」

　セシリアの意味不明な態度に、ルウも不思議そうに彼女を見つめる。

　そうこうしているうちに、試合展開はまた少し変わり始めていた。

『おおっとぉ⁉　ここに来てトオル選手、流石さすがに押され気味かぁ⁉』

　三人、試合に視線を戻もどす。すると、確かにトオルは現在、グラン氏に押され気味だった。相変わらず力では決して負けていないものの、トオルの動きにグラン氏が慣れつつあるのか、どうも回避行動が取らせてもらえないらしく、結果、ジリジリとだがトオルは後退させられ始めていた。

「（確かに、私が数時間教えた程度の剣術では、グラン氏に底を看破されて当然だな）」

　力が破格という要素こそあるものの、トオルの現在の動きはやはり素人しろうとのそれだ。百戦錬れん磨まのグラン氏にかかれば、彼の動きを先読みすることなど造作もないだろう。

　メルクリウスが焦じれた様子で呟つぶやく。

「くそっ、流石に相手が悪わりぃか……。セシリアの危き惧ぐしてたことって、こういうことか！」

「ん、ああ、まあ……相手が悪いというのは、確かにその通りなんだが……」

　未いまだ煮にえ切らない態度を取るセシリア。

　メルクリウスとルウが二人で顔を見合わせる中、トオルは自ら後方に飛び、体勢を立て直す。が、そこはもうリング際ぎわギリギリだった。

「ああっ！　ご主人！　このままでは……」

　そう、このままではトオルは負ける。会場の誰だれもがそれを察し、盛り上がりが冷め始める中……。

　しかし、セシリアだけは、全く逆のことを考えていた。

「（そろそろ、潮時か……）」

　セシリアがそう考えると同時に、舞台上からトオルがこちらに視線を送り、軽く、まるで師匠に悪戯いたずらを謝罪するかのように、舌をちろっと出した。セシリアは嘆たん息そくしながらも、まあ仕方ないだろうなと、それを見み逃のがす。

『おっとぉ？　トオル選手……武器を片手に持ち替えたようですが……？』

　実況通り、両手で持っていた剣を片手に持ち、さらに、これまでとはまるで違う構えを取るトオル。剣を持つ右の半身を前に出すそのスタイルは、到とう底てい騎き士し団で教える正統な剣術のそれではなく、あえて近いのをあげるならば──

「（フルーレを扱う者のそれだな……）」

　どちらかと言えば、「突つき」に特化した様な構え。しかしそれにしても……。

『こ、これは？　トオル選手、不思議な構えを見せております。しかし……こ、心なしか、私の目には両手で剣を構えていた時より弱々しく映りますが、果たして……？』

　その通りだった。会場の誰もがその様な感想を抱いだき、同時に、稽けい古こ時にセシリアがそれを初めて見た時も、全く同様の感想だった。しかし……。

「よーし。じゃあ……いきます！　とりゃあ！」

　構え直したトオルは、タタタッと身軽に舞台を駆け、グラン氏に迫る。当然、グラン氏は鎚を振ふりかぶり、それを迎げい撃げきしにかかるが、しかし……。

「とりゃああ！」

『⁉　な、と、トオル・ミカミ選手、まさか片手持ちでグラン選手の攻撃を受けるつもりなのでしょうかぁ⁉　流石に無む謀ぼうすぎるぞぉおお！』

　グラン氏の渾こん身しんの力が籠こもった鎚の一撃を、ぷらぷらと右手で軽く持った剣けんで打ち払いにかかるトオル。見ている誰もが、このまま打ち合えばトオルの右みぎ腕うでの関節あたりが外れても仕方ないと覚悟した、その次の瞬しゆん間かん──

〈キィン！〉

『……え？』

　実況のウィルが素すっ頓とん狂きような声を上げ、会場がぽかんとし、それよりも誰よりもまず、グラン氏が……驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。

　そこにあったのは、トオルの片手による軽い一撃で、いとも簡単に鎚を弾き返され、巨体をぐらつかせるグラン氏の姿だった。

「どんどんいきます！」

　啞あ然ぜんとするグラン氏の懐ふところにトオルが潜もぐり込む。彼はそのまま、グラン氏の割れた腹筋の中心へと、剣──を叩たたき込むのは気が咎とがめた様子で、代わりに、左手の拳こぶしを打ち込んだ。

　刹せつ那な──

〈ドムッ！〉

　鈍にぶい音と共に、グラン氏の巨体が軽く浮き上がる。会場中が呆あつ気けにとられる中、グラン氏は口から唾を撒まき散らしながらも、どうにか体勢を立て直し、トオルへ向かって鎚を振る。しかし……。

「ほっ、と」

　それもトオルはいとも簡単に右手の剣で打ち払った。グラン氏は愕がく然ぜんとしながらも、しかし現実が認められない様子で目まぐるしい連撃を繰り出す。しかしそれさえも──

「や、えい、と、せいっ、そりゃっ」

　トオルは弾き、流し、押し返し、時に身軽に回避までして見せて、グラン氏を手玉に取る。そうして、大きな隙すきが出来た折には……。

「えいっ、と」

　どこか遠えん慮りよがちにグラン氏の腹に拳や掌しよう底ていを叩き込む。その度たびに、トオルの軽い動作とは裏腹に、グラン氏は心底苦しそうな呻うめきを漏もらす。

「（緩かん衝しよう魔ま法ほうがかかっている分、素す直なおに剣で打ってやった方が良かったのでは……）」

　トオルの優やさしさが、むしろかえってグラン氏にダメージを与あたえるという、皮肉な結果に繫つながっていた。

　メルクリウスが、呆ほうけた様子でセシリアに訊たずねる。

「あ、あ、あれ、一体、どういう……」

　セシリアはその問いに、一つ深く溜ため息いきを吐ついた後、口を開いた。

「どういうも何も、見ての通りだ。私は確かに、彼に数時間、剣術を教えた。メルクリウスの言う通り、剣術に関して、彼は確かにずぶの素人かつ初心者だ。だがしかし……」

　セシリアが説明を続ける間も、グラン氏はヨレヨレになりながらトオルに攻撃をしかけ、しかしそれも彼に簡単に捌さばかれ、逆にカウンターを喰くらう流れを繰り返している。……トオルの腕力が凄まじいということは勿もち論ろんだが、それ以上に、彼の動きは、今やグラン氏にも読めないほどに軽快で鮮あざやかだった。最初とはまるで別人だ。

　セシリアはもう一度大きく溜息を吐き、そうして、真相を告げる。




「彼は、あの『すぽーつちゃんばら』とかいう本来の戦い方でやらせると、私が正統派の剣術を教えるのが馬ば鹿からしくなるほど、でたらめに強い」




「がはぁっ！」

　セシリアの説明が終わると同時に、舞ぶ台たいではグラン氏が、ついに白目を剝むいて、うつ伏ぶせに倒たおれ伏していた。

　しばらく会場中が呆気にとられていたが……トオルの、「ねぇ、これって、まだ試合終しゆう了りようとかじゃないのー？」という質問に、ハッとした様子で実じつ況きようのウィルが応じる。

『え、ええと、そうですね……。……ええ……はい……はい。た、ただいま判定結果が出ました！　グラン選手……試合続行不能と見なし……』

　そこでウィルは一区切りし。わなわなと信じられない様子で喉のどを震ふるわせながらも、今日一番のあらん限りの大声で、その戦せん闘とう結果を……告げた。




『ルザル闘とう技ぎ大会本戦、第一回戦勝者は……トオル・ミカミ選手ぅぅぅぅぅぅぅうう！』




《うぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

　波打つように沸わき立つ大観衆。まるで大会の優勝者が決まったかの様な熱ねつ狂きよう。

　そんな中、想像以上のトオルのポテンシャルに黙だまり込んでしまったメルクリウスとルウへ……セシリアは、溜息を吐いて、告げる。

「だから私は先さき程ほどから言っていただろう。トオルへの剣術指南がどうこうなどという話より、今は、さらに深刻な問題がある、と」

　セシリアのその言葉に、ルウが「なるほど」と応じる。

「つまり、ご主人の天てん井じよう知らずの強さは、魔人にすぐ注目されてしまうと、そういう……」

「それもあるが、そうじゃない」

「？　ああ、では、これではセシリア殿が師匠になられた意味がないと……」

「それもあるが、私が真に言いたいのは、そういうことでもない」

『？』

　ルウとメルクリウスの二人が首を傾かしげる。

　セシリアはもう一度、大きく息を吐いた後……くいっと舞台の方を顎あごで指し、二人と共にその光景を見やる。

　そこにあったのは……。

「え、えへへぇ。どーもどーも！　わーい、みんな、ありがとー！」

　緊きん張ちようがすっかり解けた様子で、嬉うれしそうに皆みなの声せい援えんに応えるトオル。

　そして……その傍かたわらで、腹を押さえてうつ伏せに倒れている、巨きよ体たいの戦士。

　そんな、トオルの真の実力を知った時からセシリアが予見していた状じよう況きように。

　セシリアは……思わず遠くを見やりながら、非常に切なげに、呟いた。




「これでグラン氏、見事、三年連続で『女性・子供にＫＯ負け』だな、と」




『ああ……』

　三人、なんとも言えない切ない気分で舞台を見守る。

　丁度、グラン氏がうんうん呻きながら、担たん架かで運ばれていくところだった。

　…………。

　グラン氏の未来に何かいいことありますようにと、願わずにはいられない三人であった。





ミカミトオル






「だぁっ！………………あぁっ⁉」

　既すでに何度目になるか分からない「渾身の一撃」が見事にいなされ、バランスを崩くずす。そのまま足がもつれて、思わずドテッと草むらの上に倒れ込むぼくの背に、師し匠しようから評価の言葉が投げかけられた。

「ふむ、やはりトオルは筋がいいな」

　優しく、しかしだからこそ、ダメージの大きい言葉だった。

「す、涼すずしい顔でぼくの攻こう撃げきをあしらっといて、なんだよ！」

　ぷくっとむくれて振り返り、草の上で胡座あぐらをかくぼく。

　師匠は練習用の木ぼつ剣けんを持ち、立ったまま不思議そうに首を傾げる。

「いや、本当に他意はないのだがな。トオルは私が今まで手合わせした人間の中でも、五本の指に入る才覚を持ち合わせていると思うぞ？」

「だ、だから、いくら褒ほめられても、なんか凄すごく虚むなしいの！　師匠が強すぎるから！」

「？　師事する人間が強いにこしたことはないだろう？」

「い、いや、だ、だから、あの、ぼくが言いたいのはそういうことじゃなくて……」

　もうっ、と拗すねてくしゃくしゃと頭を搔かきむしる。師匠は依い然ぜんとして、よく分からないといった様子で首を傾げていた。…………ああ、もう！

　ぼくがグランさんに勝利してから、既に二日が経過した、現在は大会三日目。ちなみにぼくの二回戦が明日で、シード権を持つ師匠の参加は明明後日しあさつての四回戦から。だからぼくはその間、ルザル郊こう外がいの草原で毎日師匠に、実戦形式で稽古をつけてもらっているわけだけれど……。

「ん、今日はいい風が吹ふくな……」

　草原を薙ないでいく爽さわやかな風を受け、師匠が気持ちよさそうに目を細める。

　ぼくはそれを好機と見なし一気に立ち上がると、ズルいのは百も承知の上で、師匠の胴どうへと子供用の木剣を打ち込みに──

「だ────にゃぁあ⁉」

　──行った次の瞬間には、何がどうなったのか、今度は木剣を持つ体ごといなされ、ぼくは空中でぐるりと一回転してから、見事に地面へと背中を叩きつけられた。

　師匠はたっぷり風を堪たん能のうした後、まるでぼくの惨さん状じように今いま頃ごろ気付いたかの様に、足あし下もとで無様に倒れるぼくを見て、ハッと心配げな表情を見せる。

「あ。すまないトオル。今のは咄とつ嗟さだったから、力の加減を誤ったようだ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「…………大丈夫じゃない」

　膝ひざを抱かかえる様にまるまって、シクシクと泣くぼく。師匠は慌あわてた様子でオロオロしていたけれど、ぼくが「……主に精神的なダメージが」と付け足すと、少し安心した様子で、ふぅと息を吐いた。

「だから、何度も言っているだろう？　トオルは充じゆう分ぶん強いさ。自信を持っていい」

「だ、だから、何度も言っているでしょう⁉　師匠の評価と稽けい古こ風景の現実が、全然嚙かみ合ってないんだって！」

「……う、ウグ、ワ、脇わき腹ばらガー。ど、どうやら、さっきのトオルの一いち撃げきが、見事にヒットしていたらしいな！　グ、グゥ。こ、コレハ、痛イ！　痛イゾー」

「痛いのは師匠のあからさまな演技だよ！　やめてよ！　余計傷つくよ！」

　さらに背を丸めて嘆なげくぼく。……ぼくだって、自分が最強だなんて思ってないし、スポーツチャンバラの試合で負けたことも沢たく山さんあったけど……。けども！　勇者の力なんていう、チートもいいところの能力を与えられた上でこの現状だと、流石さすがに落ち込む。特に、つい最近は、大量の魔物をバッタバッタと薙ぎ倒したり、グランさんといい試合したりとかして、正直ちょっとだけ調子に乗っていたとこもあったから……天てん狗ぐの鼻がまだ短いうちに根本からボッキリ折られた感じで、とても痛い。

　師匠は、嘆くぼくを見て困った風に頭を搔く。

「す、すまない、トオル。私は、人に教えるという行こう為いが苦手でな……」

「……そうなの？」

　ちらりと横目に師匠を見る。師匠は「う、うむ！」となぜか胸を張ると、意気揚よう々ようと言葉を続けてきた。

「特に、格下相手に手加減するという行為が、びっくりするほど苦手でな！」

「うわーん！　ついには格下呼ばわりされたー！」

　今度は大声で泣く。ぼくの中の「ぼく無む双そう」が完全に終わりを告げた瞬しゆん間かんだった。

　師匠がさらにオロオロとする。

「す、すまないトオル。いや、トオルは強いぞ。本当に。だ、大丈夫、お前の力は充分社会に必要とされているさ！　誰だれもが、キミを優しく迎むかえ入れてくれるはずだ！」

「なんかカウンセリングされてるし！　なんだよ！　ぼくどんだけ弱いんだよ！」

「いや、だから、今のトオルなら大会でも凄く上手うまくいけば二位までいけるかも……」

「やっぱり師匠に負けるのは確定なんだね！」

　うわーんと嘆くぼく。そんなぼくの様子に、師匠はしばらくオロオロした後で……突とつ然ぜん、表情を引き締しめてぼくの名前を呼んできて。

「トオル」

　その声の真しん剣けん味みに、ぼくも思わず、地面から身を起こして、正座し、背筋を正す。

　師匠はゆっくりと続けた。

「私はな、本当に幼い頃ころから……それこそ物心つく前から、将来剣を握にぎるためだけの鍛たん錬れんを積まされてきた人間だ。少し、生まれが特とく殊しゆでな。あまり良い意味ではないのだが」

「…………」

　ぼくが黙って聞いていると、師匠は寂さびしそうに笑う。

「結果、こんな、頭が回らず、人に物を教えることも、愛あい想そを撒まくことも出来ない、剣だけが取り柄えの欠けつ陥かん女になってしまった。本当に自分が情けないよ。しかしだからこそ、剣においては……まだまだ自分が未熟なのは百も承知だが、それでも、ほんの、ほんの少しだけは、他者より秀ひいでているという、自負がある」

「……あ」

　そう笑う師匠の顔は、とても綺き麗れいで、力強くて。だけどどこか……悲しくて。

「だから、トオル。そんな私だから、こと剣においてだけは、キミに対してまだ一いち日じつの長があったとしても……許しては、くれまいだろうか？」

「…………。……ごめんなさい」

　ぼくはぺこりと頭を下げる。驚おどろいた様子の師匠。ぼくはさらに続けた。

「ぼく、やっぱり調子に乗ってた」

「いや、そんなことは……」

「ううん。自分が最強だとか思ってたわけじゃないけど……でも、無意識で『強さ』っていうものを軽く見るようには、なってたんだと思う。だから……ごめんなさい、師匠」

「トオル……」

　師匠は、しゅんとするぼくの頭を、くしゃっと撫なでる。

「私は、お前の師匠になれたことを、心の底から誇ほこりに思うよ」

「師匠……」

「まあ、その呼び名は未いまだにちょっとくすぐったいがな。どうにも、照れてかなわん」

　ニコッと照れ臭くさそうに笑う師匠と見つめ合う。そんな師匠の、ぼくだけに見せてくれる、その柔やわらかい微笑ほほえみと優やさしい目に。

　ぼくは……しっかりと視線を合わせて。数すう拍はく置いた後、満を持して、ファルディオの師匠に対する評価の受け売りを、告げた。




「なるほど、つまり師匠って、やっぱり、ショタ──」




　刹せつ那な、ゴンッ、と頭に鈍にぶい衝しよう撃げきが走り、今度は精神的じゃない方のダメージで、ぼくはしばらく草原にうずくまることとなったのだった。




　　　　＊




「よぉー、こっちだ、こっち！」

　客席を埋うめ尽つくす人々の中で、見知ったローブ姿の赤あか髪がみ青年が大きく手を振ふる。

　ぼくと師匠が合流すると、彼の肩かたに止まっていたルウが早さつ速そくふよふよとぼくの肩に鞍くら替がえしてきた。「ご主人ー」と嬉うれしそうにぼくのほっぺたに擦すり寄る。短くて柔らかい毛並みがとても気持ちいい。

　ファルディオ、ぼく、師匠の順番で座る。闘とう技ぎ場の舞ぶ台たいを見ると、今は試合の合間なのか、数人のスタッフが清せい掃そう作業に勤いそしんでいた。

　その光景を見つめながら、師匠がファルディオに訊たずねる。

「すまない、稽古が少し長引いた。例の試合には間に合っただろうか？」

「おう、すべり込みセーフだぜ。見ての通り、さっきの試合で派手な水みず魔ま法ほうが使われたおかげで、今ちょっと遅ち延えんしてるからよ。お目当ての試合は、次だ」

「そうか。確か二人は今日も最初の試合から観戦していたのだったな。様子はどうだ？」

　師し匠しようの質問に、今度はぼくの肩に止まっているルウが答える。

「昨日と同じですな。数人強い武芸者はおりますが、特筆するような試合はありませぬぞ。まあ、ご主人とグラン氏による一回戦・第一試合がピークすぎましたなぁ」

「奇き妙みような振る舞まいをする者などは？」

「そちらの方は、逆に、沢山いすぎてなんとも……」

　ルウが溜ため息いきを吐つく。どういう意味かと思っていると、ファルディオが補足してきた。

「どういうわけか今年の大会、イロモノ参加者が多いんだよ。トオルが抽ちゆう選せん会場で見た奴らは勿もち論ろん、一つ前の試合みたいに珍めずらしく魔法主体の闘技者がいたり、言動が明らかにおかしい奴やつがいたり。ああ、あと、大番ばん狂くるわせがちょいちょいあってな。トオルほどじゃないけど、無名だった奴が、前年度決勝トーナメント進出者をあっさり倒たおしちまったり」

「ほう、それは興味深いな」

　師匠の目がキラリと光る。しかし、なぜだかファルディオは頭をくしゃくしゃと搔いて、微び妙みようそうな表情をしていた。

「いや、残念だが、お前が興味持つ様な話じゃないと思うぞ」

「と言うと？」

「いや……なんつうかな、トオルみたいなマジ番狂わせじゃなくて、こう、まぐれ勝ち的な話でよ。能力の相あい性しようが悪いのか、単純に運なのか、まあ大会が荒あれてんだわ」

「……つまり私の持つ前年度までのデータが、役に立たなくなりつつある、と」

　ふむ、考え込む師匠。

　その後も、ファルディオとルウからの各種試合報告や、ぼくの稽けい古こ進しん捗ちよく具合などを話していると、五分ほどで舞台の清掃が終わり、そしてついに……。

『お待たせ致いたしました！　改めて始めて参りましょう！　応おう援えんの準備はいいかー！』

　ウィルさんの実じつ況きようが始まり、客席が沸わく。ぼくと師匠はずっと稽古漬づけだったからアレだけど、しばらく聞かない間に、すっかりウィルさんも実況が板についた様子だった。

『では一回戦、第四七試合の対戦カードは……これだぁ！』

　その声と共に、舞台上空の空間に投とう影えいされる、対戦カード。

　……ぼくと師匠が、稽古を中断してでも、観戦しにきた試合。

　それは……。

〈ルビー・シャルロ　ＶＳ　フルン・カルフィ〉




　沸き立つ観衆の中、ぼくと師匠は上空に投影されたフード男の写真を睨にらみつける。

　フルン・カルフィ。

　ぼくらの中で、現在最も「魔人」に近いと考えられている人物の戦いが、今まさに幕を開けようとしていた。




　　　　＊




『さあ、いよいよ大会も三日目後半を迎え、選手も強つわ者もの揃ぞろいになってきました！　ここ数日硬かたい実況席に座りっぱなしの私の痔じも順調に悪化の一いつ途とを辿たどっておりますが、しかし今後も粉骨砕さい身しんの精神で実況を務めさせて頂きたいと思います！』

　三日目ともなると、実況も大分ぶっ壊こわれ気味だった。隣となりでファルディオが「もう痔ネタは飽あきたぜ」などと呟つぶやく。……ウィルさんそんなに言ってんだ、痔ネタ……。

『さてさて！　そうこう言っている間にも、舞台に両名が揃そろいました！　防衛の重騎士ことルビー選手は既すでに言わずと知れた決勝トーナメント常連！　この闘技大会においては非常に珍しい防ぼう御ぎよ重視の戦せん闘とうスタイルを用いるのもさることながら、眉び目もく秀しゆう麗れいな女性であるにもかかわらずビッグシールドを軽々と使いこなすその姿は、何人もの熱ねつ狂きよう的ファンを生み出しました！』

《Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ！　ラブラブッ、シャルロゥ！　ホゥワ！》

　ウィルさんの実況に合わせるかのように、客席の一部が波打ち、大声を上げる。見れば、まあ見事に男性だけのむっさい集団が、汗あせを迸ほとばしらせて全力で応援していた。舞台上のルビーさんが「く……」と頰ほおを染めて呻うめく。……立派な甲かつ冑ちゆうをつけた「騎士然」としたその姿からも、真ま面じ目めそうなのが一目瞭りよう然ぜんだもんなぁ。そしてそれだけに、その綺麗なブロンドと整った顔立ちも相あい俟まって、あの照れた姿にファンがびっしりつくのも分かる。

　そんな舞台上の光景をぼんやりと見守っていたルウが、「ときに」と師匠に訊ねる。

「同じく女性出場者であるセシリア殿どのには、ああいったファンはいないのですかな？」

　そんなルウの質問に、師匠はしれっとした様子で応じた。

「いや、私など見た目がこれだからな。そんなものはいないさ」

『…………』

　ぼくとルウとファルディオは正直「謙けん遜そんにも程がある」と若じやつ干かんイラっとしたけれど、当人が至って真面目そうなので、どうにもツッコミ辛づらかった。

　しかし、なぜ師匠にファンがいないのだろうか。考え込んでいると、師匠が何か思い出した様子で補足する。

「ああ、ファンと言えば以前後こう輩はい騎き士しがなにやら言ってたな。曰いわく、私はああいった応援に対して本気の殺意を全身からバシバシ迸らせるから、ファンが全員『隠かくれファン』にならざるを得ないのだとかなんとか。ふ、後輩に気を遣つかわせるとは、私もまだまだだな」

『……あー』

　なんか納なつ得とくだった。確かに、師匠のファンの方々は、とても行ぎよう儀ぎが良さそうだ。表だって応援しても、今舞台にいるルビーさんみたいな可愛かわいい反応が期待出来ないどころか、露ろ骨こつに不快そうにする師匠がありありと想像出来る。うん……ファンって偉えらいなぁ。

　そんなやりとりをしているうちに、今度はウィルさんがフルンの紹しよう介かいを始める。

『対するフルン選手は、容姿から経歴まで、全すべてが謎に包まれた今大会初参加の選手です！　その情報非公開ぶりは実に徹てつ底ていしており、そういった意味では、トオル選手と並ぶ注目新人と言っていいでしょう！　さて、彼はどんな戦いを見せてくれるのでしょうか！』

　ウィルさんの大分こなれてきた煽あおりに、会場が沸き立つ。

　そうして、盛り上がりが最高潮に達したところで。ついに、試合開始の合図が放たれる。

『それではルビー・シャルロＶＳフルン・カルフィ！　レディッ、ファイッ！』

　カンッという音が鳴り響ひびき、ついに試合が始まる……も、両名どちらも中々動かなかった。フルンなどは、突つっ立ったまま構えさえしていない。

　ぼくみたいに、二人とも緊きん張ちようしているのかなぁと思っていると、先程とは打って変わって引き締しまった表情をしたルビーさんが、大きな盾たてを構えたままで口を開いた。

「どうなされました？　かかってきてくださって結構ですのよ、フルン。それともなんですか、貴方あなたは私みたいな女相手にさえ、物もの怖おじなさるのかしら？」

　見た目通り、どこか上品な口調で、しかししっかりと挑ちよう発はつするルビーさん。防御主体の戦法を取る上で、相手から仕し掛かけられる方が彼女には都合がいいのだろう。

　対するフルンはと言えば……相変わらず不気味にフードの奥で赤く目を光らせながら、人の不安を煽る、まるで変声機でも通したような声で応じた。

「おお、怖こわいなぁ。うん、確かにその重装備に対して打ち込んでいくのは、結構勇気いるよねぇ。オレ、ほら、ビビリだからさぁ。とてもじゃないけど、攻こう撃げきできないや」

『…………』

　フルンの言葉に、ルビーさんのみならず、会場全体が息を吞のむ。……言っていることは情けないのに……なぜだか、やたらと、気味が悪かった。そう、それはまるで……子供の粗そ相そうを笑って許す大人の態度の様に、妙みような余よ裕ゆうに満ちていて。

　ハッとしたウィルさんが、実況を再開する。

『こ、これはなにやら不ふ穏おんな雰ふん囲い気きになって参りましたぁ！』

　ルビーさんが、さらに警けい戒かいする様に盾を構え直す。もしかしたら、このまま試合は膠こう着ちやく状態になって長引いてしまうのだろうかと思われた、その時。

　フルンが、ローブの袖そでから、すっと何かを取り出した……。

「あれは……」

　ぼくと師匠は、見覚えのある「それ」を、遠目からジッと見つめる。程なくして、上空のビジョンに彼の手元のアップ映像が映し出された。それは、まさに、ぼくらが予想した通りの……。

『に、人形だぁ！　フルン選手、なにやら気味の悪いボロボロの人形を取り出しましたぁ！　これは一体、なんのつもりなんだぁ⁉』

　ウィルさんは必死に盛り上げようとしているものの、会場全体が最も早はや、フルンの醸かもし出す得体の知れない空気に吞まれていた。

　ルビーさんがさらに構えを深める中……フルンは、人形の腕うでを摘つまんで、まるで弄もてあそぶかのように、それを操り始める。

「じゃあ、まずは、その重装備……脱ぬいでもらおうっかなぁ、ルビーさん♪」

「……は？」

　ルビーさんが呆あつ気けにとられた様子で首を傾かしげ、会場全体もまた静まり返る。

　そんな中ウィルさんだけが、必死で実況を続けていた。

『な、何を言っているんだ彼はぁ⁉　まさか、あの人形はルビー選手のことを指しているのかぁ⁉』

　言われてみれば確かに、人形はまるで何かを脱ぐ様な動作をさせられていて。

　その場の全員が呆気にとられる中、ウィルさんが何かハッとした様子で叫さけぶ。

『ま、まさか⁉　まさか、ルビー・シャルロ選手……フルン選手が操あやつる人形の動きに応じて操られてしまうとでも、言うのでしょうかぁ⁉』

「ふ、何を馬ば鹿かなことを仰おつしやって……。……っ⁉」

　瞬しゆん間かん、ルビーさんの手から突とつ然ぜん、あれだけしっかり構えていたビッグシールドが滑すべり落ちる。ゴゥゥンという重じゆう厚こうな金属音が会場全体に響き渡わたる中、ルビーさんはすっかり構えを解いてその場に立ちつくし、そして……。

『な……なんということだぁ！　ルビー・シャルロ選手っ、フルン選手の宣言通りっ、装備の解除を始めたぁー⁉』

「く……こ、こんな、なんで……！」

　ウィルさんの実況通り、フルンの人形の動きに合わせるかのように、今度は胸当てに手をかけるルビーさん。彼女の奇き行こうに、ファンの方々は勿論、会場に集つどう全員が信じがたいという思いに駆かられる。

　あれよあれよという間に、全ての武装を解除し、遂には頼たよりない、ただの布服姿で舞ぶ台たいに立ち尽つくすルビーさん。

　フルンはそこで人形の動きを一いつ旦たん止めると、フードの奥でニィッとその大きな口を歪ゆがめ、呟いた。

「いやぁ、でもオレ、ホントにビビリだからさぁ。そこまでしてもらっても、怖くて怖くて、キミみたいな強そうな女性を攻撃するだなんて、とてもとても……。……ああ、そうだ。じゃあ、このままの勢いでさ、武装解除ついでに……」

　会場の全員の背筋にぞくっとするものが走る中、フルンは極きわめていつも通りの口調で……その、客席の全員が抱いだいた最悪の想像を、実に軽々しく実行した。




「自分で自分を、痛めつけてもらおうっかなー」




　言うと同時に、人形の右手を持ち上げるフルン選手。

　実況のウィルさんが、ごくんと唾つばを飲み込んだ。

『こ……これは……まさか……。まさか、ルビー・シャルロ選手、本当に……本当に、武装解除のみならず、自分で自分を、攻撃してしまうのか⁉』

　まるで、そこまではやめてくれとでも続けんばかりの、ウィルさんの言葉。会場全員の気持ちも全く同じだった。最早、これはエンタテイメントでもなんでもない。もしそんなことが起こるのだとすれば、こんなのは……こんなのは、最早ただの……。




「じゃあ、始めようか」




　フルンの無む慈じ悲ひな言葉を合図に、ルビーさんが自分の頰を張る。静まり返った会場に、パァンッという、乾かわいた音が響き渡った。

　会場の一部から悲鳴が漏もれる中、ウィルさんが震ふるえる声で実じつ況きようを続け……ルビーさんの、自分で自分を痛めつける手は、一向に止まる気配がなかった。

　ぼく、師し匠しよう、ファルディオ、ルウは、その光景を、全員が痛いほどに拳こぶしを握にぎり込んで見つめる。

　……最初の晩に、師匠から聞いた通りだ。

「魔人は、どうやら、人を意のままに操る能力を有するらしい。どういった手法かは分からないが……まずは、その能力を使う参加者がいるかどうかを、確かく認にんしよう」

　そう、ぼくらは、この能力を持つ参加者を探さがしていた。確かに探しては、いたのだけれど……。

「おいおい……いくらなんでも、悪あく趣しゆ味みがすぎるぜ……勘かん弁べんしろよ、おい……」

　流石さすがのファルディオも、すっかり青ざめ、歯ぎしりをさせて、舞台を見つめる。

　静まり返る闘とう技ぎ場に、ルビーさんの通信装置を通して乾いた平手音、そして時に鈍にぶい打だ撲ぼく音のみが、延々と繰くり返される。

　そのあまりの痛々しさに、しばらく視線を逸そらしていたぼくは……しかし、突然その音が止まったのを感じて、意を決して舞台の光景を再確認した。と、そこには……。




「が……ぐ……うぐ……たす、たすけ……こ、降参……します……から……う、ぐ、う」




　綺き麗れいだった顔を真っ赤に腫はれ上がらせながら、ボロボロと悔くやし涙なみだを流しつつ、降参を宣言するルビーさんの姿が、あって。

　会場の全員が、怒いかりとも恐きよう怖ふとも知れない感情に硬こう直ちよくし、ウィルさんが震える声でフルンの勝利を告げる中……彼は、実に楽しそうな様子で、不意にぼくらの方に赤い瞳ひとみを向け、笑いかけてきた。




「あーあ、もうちょっと、頑がん丈じような玩具おもちやで遊びたいよなぁ。ねぇ……ミーカミ？」




『…………』

　こうして、魔ま人じんは、必死で彼を探していたぼくらを嘲あざ笑わらうかのように……最悪のカタチで、その恐おそるべき能力を、表おもて舞ぶ台たいでまざまざと見せつけてきたのだった。







　第四章







　試合観戦後、殆ほとんど無言で夕食を済ませたぼくらは、まるで何かから逃にげる様に宿へと舞まい戻もどり、ぼくらの部屋（男部屋）へと集合する。

　重苦しい沈ちん黙もくがしばらく室内を支配した後、二台あるベッドの一つに腰こし掛かけたファルディオが、珍めずらしく真しん剣けんな表情で口を開いた。

「ありゃあもう、俺達だけで手に負えるシロモノじゃねえぜ。今すぐルザル治安維い持じ部隊に通報すべき問題だろう」

　そんなファルディオの言葉に、しかし、腕を組み壁かべに背を預けて立っていた師匠が淡たん々たんと切り返す。

「なんと説明してだ？　フルンは魔人なので、今すぐ全員で取り押さえましょうとか？　何を根こん拠きよにだ」

「根拠も何も、あんな不可思議能力使っていりゃ、そりゃ……」

　ファルディオがそこまで言ったところで、彼とは違ちがうベッドにぽてっとのっていたルウがフルフルと体を横に振ふる。

「それは難しいと思いますぞ。今年のルザル闘技大会はただでさえ特とく殊しゆな力・経歴を持った奇き人じん変人達が跋ばつ扈こする場と化していますからな。この程度の理由で治安維持部隊を動かしていたら、キリがありませんぞ」

「じゃあ、やっぱ事情を説明出来る神しん剣けん騎き士し団の方でなんとかしろよ」

　ファルディオがそう言って師匠を睨にらむも、彼女は嘆たん息そくするのみだった。

「それが出来れば苦労はない。いざとなればルザルの駐ちゆう屯とん騎士を動員するが……しかし、私が言うのもなんだが、あまり頼れる連中ではないぞ。恥はずかしい話だが、この平和な時勢において、地方配属騎士ほど、怠なまけるのに適した職はないからな」

「おいおい……」

　ファルディオが呆あきれた様子で溜ため息いきを吐つく。そこにルウが、少しフォローを入れる様に口を開いた。

「まあしかし、たとえ頼れても、部隊を動かすのは如何いかがなものでしょうかな。確かにフルンの試合は悪趣味にも程ほどがありましたが、しかしそれだけで彼を魔人呼ばわりし、騎士団などの組織がぞろぞろ動くなど……一種の弾だん圧あつ行動とさえ取られかねず、今後の大会運営にも大きな支障を来きたします。そんな危険な計画に、宗教団体たる女め神がみ教会は勿もち論ろん、闘技大会で大きな収益を得るルザルがほいほい手を貸すとも思えませんな」

「つってもよぉ」

　納なつ得とくいかない様子のファルディオに、師匠が嘆息交じりに応じる。

「私とて組織を頼りたいのは山々だ。しかしよく考えてみろ。敵の能力は『アレ』だぞ。魔人対策をしっかり取った精せい鋭えい揃ぞろいというならばまだしも、こちらが烏う合ごうの衆の様な大人数で動けば、余計にとんでもない悲劇を招きかねない」

「結局は、観衆が見守る中、タイマンでやり合う方がよっぽどマシっつうわけか」

「現状ではそれが最善と言えるだろうな。欲を言えば、試合の戦せん闘とう行こう為いで魔人を気絶させ、試合終しゆう了りよう直後にそのまま捕ほ縛ばく出来れば最高なのだが」

「あのグラン氏さえ倒たおしたご主人の攻こう撃げき力なら、それも可能でしょうな」

　ルウの言葉と共に、全員の視線が自分に集まる。ぼくはごくりと唾を飲み込んで……緊きん張ちようの面おも持もちで、発言した。




「……ええと、つまり、ぼくが、グランさんをもう一回殴なぐれば、ＯＫって話？」




『全然違ちげぇよ！（違いますぞ！）（違うぞ！）』

　全員が口を揃そろえて否定してきた。やばっ、難しい話が右から左へ通り抜ぬけていたの、バレた！　ぼくがだくだくと汗あせをかく中、師匠が頭を押さえて溜息を吐く。

「トオル、キミはどうも時折、話の内容を全く理解出来てない時がある様だな……」

「ご主人……」

「ったくよぉ……」

　全員がぼくに呆れた結果、どこか部屋の空気が弛し緩かんする。ぼくはなんだか妙みようにほっとしながら、「とにかくさ」と続けた。

「難しいことはよく分からないけど。魔人に関しては、要は、ぼくが自分で自分の身を守れれば、それでいいんでしょう？　それなら大だい丈じよう夫ぶだよ」

「大丈夫って。トオル、キミは一体何を根拠に……」

　師匠が呆れた様子でぼくを見る中、ぼくはしかし、キョトンと応じる。




「え？　だってぼく、まだここで死ぬわけにはいかないもの。ぼくは、女神様のところに行くんだ。どんなことをしても。絶対に。だからさ、こんなところで、たかが魔人ごときに殺されたりなんか、してられないよ。……ぼくの命の使い所は、ぼくが決めるんだ」




「っ」

　師匠が組んでいた腕うでを解き、まるでぼくから遠ざかる様に動こうとし、しかしすぐに背後の壁かべに踵かかとが当たり、ガタンという音を鳴らす。

　ルウとファルディオもなぜか呆あつ気けにとられた様子でぼくを見つめている。ぼくはよく分からず、さらに首を傾かしげた。

「？　皆みんな、どうしたの？　ぼく、何かおかしなこと言った？」

「い、いや、おかしなことでは……ないのだが……」

「そうだよね。勇者は女神様のところに行くのが役目だもんね、師匠」

「あ、ああ……」

　そう応じながらも、師匠はどこか煮にえ切らない態度だった。どうしたんだろ。体調でも悪いのかな？　あ、食べ過ぎかな。師匠だもんなぁ。

　なぜか室内に微び妙みような空気が漂ただよう中、ファルディオが、まるで何かに気を遣つかったかのように、咳せき払ばらいをする。

「あー、ごほん！　と、とにかくだ。そういうことなら、結局俺達のやることはただ一つ。トオル、明日あしたの二回戦は勿論、その後の試合も頑がん張ばるんだぞ」

「あ、うん！　勿論！　目指すは、師匠を超こえての優勝だよ！」

　ぼくの決心を受け、ルウがベッドからぴょんと飛び上がってくるりと回転する。

「その意気ですぞ、ご主人！　なぁに、この分だと、二回戦は勿論、しばらく大した猛も者さとも当たりませんからな！　グラン氏を下したご主人ならば、楽勝でしょう！」

「うん！　でも、油断はしないでいくよ！」

　ぼくのその言葉に、今まで険しい顔をしていた師し匠しようもようやく笑え顔がおで頷うなずく。

「いい心構えだ。手を抜かず、修行の一いつ環かんのつもりで試合に臨のぞむんだぞ、トオル」

「はい、師匠！」

　元気にそう応じる。




　こうして、色々あった大会三日目の夜も、静かに過ぎ去っていったのだった。




　　　　＊




　フルンの挑ちよう発はつから、丸二日が経過した、大会六日目。

　ルウの予言した通り、ぼくの二回戦、三回戦は大した波乱もなく、順当にぼくが勝利するカタチで過ぎ去っていった。やっぱり、グランさんは大会でも屈くつ指しの強つわ者ものだったらしい。ＲＰＧじゃ、冒ぼう険けん後半で序じよ盤ばんの雑魚ざこを倒しても殆ど意味がないけど、そんな勇者の心境も今なら少しだけ理解できる。彼らには悪いのだけれど、勇者の腕わん力りよくで相手をあっさりリングアウトさせるだけの作業に、経験値も語るべきこともへったくれもない。

　かくしてぼくは勝ち進み、師匠との稽けい古こも続け、ルウとファルディオは試合観戦やらルザル観光やらといいご身分な作業を続けた、六日目の朝。

　ぼくらは今日も今日とて宿の食堂でテーブルを囲み、和気藹あい々あいと朝食を取っていた。

「あ、こらトオル、口の周りにドレッシングがついてしまっているではないか。まったく」

　小言を言いながらも、自分のナプキンでぼくの口を拭ぬぐってくれる師匠。その顔はなぜか妙に緩ゆるんでおり、嬉うれしそうだ。

　そんな光景を見ながら、対面の席につくファルディオがいつものツッコミを入れる。

「なぁ、やっぱりセシリアって、ショ──」

「何か言ったか？」

　相変わらずの目にも留まらぬ素す早ばやさで剣けんを突つきつける師匠。それに対し、最も早はやファルディオの方も若じやつ干かん慣れた様子で「何も言ってませーん」と流し、パンを口に放ほうり込む。

　そんな中、今までテーブルの上に座り、はむはむと一生懸けん命めい葉っぱ的な野菜を頰ほお張ばっていたルウが、それをごっくんと飲み下しながら、師匠に訊たずねる。

「そういえば、今日からシード選手のセシリア殿どのも大会に参加なされるのでしたな？」

　ルウの疑問に、師匠は自分の食事を再開させながら「ああ」と応じる。

「四回戦の第一試合……つまりは上位一六名による決勝トーナメントから、私も参加だからな」

「そうでしたな。あ、ところで、セシリア殿の対戦相手は……」

「ふむ？　そういえば、確かく認にんしていなかったな。確か昨日の夜の試合で決まっているはずだが……」

「おいおい、流石さすが余よ裕ゆうだなぁ、二年連続優勝者様は」

　ファルディオの茶化しに、今回だけはぼくもちょとだけ同意した。自分の対戦相手のことにも興味がないなんて、流石師匠、大物過ぎる。ぼくでさえ、対戦前日には相手のことを確認するようにしているのに。

　ぼくらのやりとりが耳に入ったのか、同じく朝食を取っていた隣りん席せきのお客さんが声をかけてきた。

「おや、あんたまだ自分の対戦相手を知らなかったのかい。こりゃたまげたなぁ」

「？　というと？」

　身を振り返らせつつ訊ねる師匠。ぼくらもそちらに視線をやると、人の良さそうなおじさんが、「これだよこれ」と自分の手に持っていた新聞を師匠に手て渡わたしてくる。

「今日の朝刊。それに、決勝のトーナメント表が載のってるんだよ。勿論、セシリアさん、あんたの対戦相手もだ。それあげるから、見といたらいいよ」

　そう言って、食事が済んだのか立ち上がるおじさん。

「すまない。恩に着る」

「いやいや、礼なんかいいさ。もう読み終わってたし。しかしそれにしても……あんたも初戦から大変だなぁ。まあ、でも応おう援えんしてるぜ。頑張ってくれよ」

「？　ああ……？」

　謎なぞの言葉を言い残して、去って行くおじさん。ぼくらが顔を見合わせる中、師匠は早さつ速そく新聞をぺらりとめくって、トーナメント表を確認する。今日はぼくもまだ組み合わせを確認していなかったのだ。横からひょいと覗のぞき込むも、しかし当然この世界の字が読めないぼくにはちんぷんかんぷんだった。

　ファルディオが、あんまり興味なさげに目玉焼きをつつきながら、「でー？」と訊ねる。

「どうなんだよ？　まあお前なら誰だれと当たろうがあんま関係ねぇだろうが……」

　そのファルディオの質問に。師匠は、新聞を見つめたままで、「いや……」と応じる。

「そうでも、なさそうだぞ」

「？　どういうことですか？」

　師匠の答えに、ルウが食事の手を止めて首を傾げる。ぼくとファルディオも意味が分からずキョトンとしていると……師匠は、新聞を見つめたままで、さらっと、その対戦相手を告げてきた。




「私の今日の対戦相手は、どうやら、フルン・カルフィらしい」




「へー、フルンねぇ」「フルンですかぁ」「フルンかぁ」

　三人、食事を再開しながら、ぽけっとそれを聞き流す。まあ、師匠なら誰が相手になろうと、結局決勝戦までいくのは確定事じ項こうなんだから、今いま更さら……。

　今更……。

　…………。

　⁉

　三人の動きがぴたりと止まる中、師匠は極きわめて落ち着いた様子でぱたんと新聞を折り畳たたむ。そうして、いつもの様に自分だけ追加注文。

「ああ、すまない、ご主人。もうトースト三枚とサラダ二皿を……」




『ええええええええええええええええええええええええええええええええええええ⁉』




　大分遅おくれて発されたぼくらの絶ぜつ叫きように、師匠がキョトンとして、気まずそうに応じる。

「…………ええと、じゃあ、ご主人、すまないがトーストは二枚だけにして──」

『そこじゃねぇよ！（ないよ！）（ないですぞ！）』

「…………あ、じゃあ、トーストは三枚で、サラダを一皿だけに──」

『そこでもないけどっ、とりあえずサラダよりはトーストの枚数を減らしなさい！』

「むー……」

　師匠がとても不満げにぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。




　……こうして、いつもの平和な朝食風景の中……あまりに意外かつ核かく心しんに迫せまった対戦カードは、妙にぬるっと発表されたのだった。




　　　　＊




『さあさあさあ！　会場の皆みなさん、盛り上がっているかーい？　いいや、聞くまでもなかったな！　会場の熱気は、この実じつ況きよう席にも既すでにビンビン伝わってきているぜ！　あまりに伝わりすぎて、私のイボ痔じもじっとりと汗あせばんでしまう始末！　なんせ今日からはいよいよ……皆さんお待ちかね、決勝トーナメント開幕だぁぁあああああ！』

《うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

　ここ数日ですっかり司会実況業にも慣れた様子のウィルさんの煽あおりに、観客席の皆もノリ良く大だい歓かん声せいで応じる。

　ぼくらは師匠がいつも教会の方で押さえてくれている席につくと、三人揃そろって『ふぅ』と息を吐はいた。

「また今日の熱気は一段と凄すごいね。これ、初日より盛り上がってない？」

　ぼくの問いに、ファルディオが額の汗を拭いながら「ああ」と応じる。

「毎年、ルザル闘とう技ぎ大会は決勝トーナメントこそが本番だからな。なんせ、いくつかある非公式な大型賭と博ばく行こう為いの対象が、ここからだったりするもんだから……」

「うわっ、なんか嫌いやなこと聞いたなぁ」

　こんなにも観客の皆が盛り上がっているのは、純じゆん粋すいに猛者の戦いを期待しているだけだからじゃないらしい。

　げんなりしていると、ぼくの肩かたの上に止まっていたルウがフォローを入れてきてくれた。

「とはいえ、今日の盛り上がりにはもう一つ理由があるように思えますがな。なんせカードがカードですぞ」

「ああ、それは確かに」

　ファルディオが頷く。改めて舞ぶ台たいの方に意識をやると、丁度、ウィルさんの長い前口上が終わったところだった。

『──というわけで、では、早速始めて参りましょう！　第七二八回ルザル闘技大会決勝トーナメント、大注目の第一試合は……このカードだぁ！』

　ウィルさんの言葉と共に、舞台上空の空中へ投とう影えいされる対戦カード。

〈セシリア・シヴィル　ＶＳ　フルン・カルフィ〉

　直後、今大会中一番じゃないかという大歓声に包まれる会場。師匠が舞台への入り口から姿を現すと、さらに盛り上がりはピークに達した。ぼくも思わず耳を塞ふさいでしまう大音量の中、それらが多少なりとも落ち着いたところを見計らって、ウィルさんの、観衆に負けじと熱の籠こもった対戦者紹しよう介かいが再開される。

『まず東側コーナーより登場しましたのは！　言わずと知れた大会二に連れん覇ぱ中の女性騎き士し！　剣つるぎの舞まい姫ひめ、女め神がみの守護者、フローズンヴァルキリー、連撃の鬼き神しん、マインドデストロイヤー、ワンマンアーミー、セシリアァァァアッ、シヴィィィィィルッ！』

「私の二つ名を無む闇やみに増やすのはやめてくれ！」

　登場したばかりの師し匠しようが、顔を真っ赤にしながらも、耳に装着された通信装置を用いて抗こう議ぎの声を上げる。どっと沸わく会場。ぼくも思わず苦笑いをしてしまった。

「でも師匠って、なんか、妙みように二つ名つけたくなるタイプだよね。気持ちは分かるな」

　ぼくの呟つぶやきに、ルウが答える。

「まあ本人はとても不本意そうですがな。あ、でも、ルウは二つ名が欲ほしいですぞ！　ご主人！　ルウにも二つ名を下され！　ぜひに！　ぜひに！」

「え、じゃあ、『もふもふ新触しよつ感かん』で」

「なんか期待してたのと違ちがいましたぞ！」

「いいじゃねえか、子供によく売れそうで」

　くっくっくと笑いながらファルディオ。ルウが不満そうに頰を膨らませる中、ウィルさんの実況が続く。

『対する西コーナーより入場しますのは！　最早今大会最大の注目株と言っても過言ではない、この人物！　その鮮せん烈れつすぎるデビュー戦の衝しよう撃げきは、続く二回戦、三回戦の対戦相手が自ら恐おそれをなして棄き権けんしてしまうほど！　二度の不戦勝を経へて、本日ついに、再びあの悪夢は繰くり返されるのか！　絶望の人形遣つかい、フルゥゥゥゥン、カルフィィィイ！』

《わぁぁぁああああああああああああああああああああああああ！》

　驚おどろいたことに、今回は熱ねつ狂きようとともに迎むかえ入れられるフルン。観客の態度が前回とまるで違うことに戸と惑まどっていると、ファルディオが嘆たん息そく交じりに説明してきた。

「人ってのは、未知の能力こそ恐れるが、既き知ちの強つわ者ものは簡単に受け入れる生き物なんだよ」

「？　ええと、よく意味が……」

「つまり、あの力にゃ一度目こそ突とつ然ぜんで面食らったが、それでも皆みんな二度目が見てぇのさ」

「そんなもんかなぁ」

　なんか納なつ得とくいかない。でもまあ、仮に、魔ま人じん云うん々ぬんのことをもしぼくらが知らず、この大会に自分や知り合いが参加していなかったなら……うん、ぼくも、彼の試合に、正直ちょっとだけ期待しちゃってたかも。……でも、やっぱり、なんだかなぁ。

　フルンもフルンで、今回は妙に気さくに、客席に手を振ふり返したりなんかしていた。

　師匠はサクサクと、フルンは観客に手を振りつつゆっくりと歩いて、舞台に向かう。

　そうして、師匠が大分待つカタチで両名が舞台に出で揃そろうと、本来ならすぐにでも試合開始となるところで、しかしウィルさんはいつもとは違うことを言い出した。

『ではここで、決勝トーナメント恒こう例れいである、両選手に意気込みを語って頂きましょう！』

「わ、なんか露ろ骨こつな尺稼かせぎ来た！」

　まるでバラエティ番組のＣＭ後ダイジェストだ。正直、早く先に進めてよとしか思わない。だけど、周囲を見み渡わたすと、これも案外皆受け入れ態勢。どうも、毎年の恒例行事らしい。……まあ確かに、ここから先は一日の試合数もかなり減っていくから、こういう演出が大事になってくるんだろうけれど……。

　見ると、師匠が通信装置を通して皆に聞こえるのにもかかわらず、露骨に嘆息していた。……師匠、嫌きらいそうだもんなぁ、こういうの。

　ウィルさん的にも流石さすがにそんな師匠にいきなり話を振ることは出来なかったのか、先にフルンへと水を向ける。

『それではフルン選手、この試合に対する意気込みをどうぞ！』

　ウィルさんの質問を受け、少し会場が静まるのを待ってから、フルンが応じた。

「オレが心から一いつ緒しよに遊びたかった人間のうちの一人と、こうして試合の機会を持てたこと、大変光栄に思っているよ。まあよろしく頼たのむよ、セシリアさん」

「…………」

　フルンの言葉に、特に何も答えない師匠。フルンはローブの奥で赤い口を歪ゆがめ、ニタァと笑った後、続けた。

「ふふっ……。さあ、親愛なる観客の皆さん。皆さんの期待通り、この試合で今一度、お披ひ露ろ目めしてあげよう。剣の舞姫が、その名の通り、狂くるおしく舞まい踊おどる姿をね」

　フルンの煽り言葉に、沸わき立つ観衆。もしかして彼らは、お金をフルンにでも賭かけているのだろうか。なんか、ちょっとムッとするなぁ。

　歓かん声せいが収まったところで、ウィルさんが続ける。

『それでは、次にセシリア選手、意気込みをどうぞ！』

「…………」

『…………ええと、セシリア選手？』

「…………」

　ウィルさんの言葉を完全に無視するカタチでしばらく黙だまり込み、フルンをまるで値ね踏ぶみする様に睨にらみ付ける師匠。会場がざわめき始めたところで……ようやく、師匠は気を緩ゆるめた様子で「ふぅ」と意気を吐き、控ひかえめな声で、質問に応じる。

「私は、昔から、騎士団内でも特に空気が読めないことに定評があってな」

『…………はい？』

　ウィルさんのみならず、会場全体に「？」マークが浮うかぶ中、師匠はマイペースに言葉を続けた。

「この大会が皆の娯ご楽らくとして機能しているのは重々承知しているし、ここ二年ほどは私なりに多少気を遣つかってきたつもりなのだが……すまない。今回ばかりは事前に謝っておく」

『えと……あの……？』

　ウィルさんがほとほと困り果てていた。っていうか、正直、師匠の知り合いたるぼくらにさえ、彼女が何を言っているのか全然ピンと来ない。

　それでもどうにか、ウィルさんが司会実況としての務めを果たそうと、観客を盛り上げる方向での解かい釈しやくを試みる。

『こ、これはつまりっ、セシリア選手は今日の試合、フルン選手に対し、掛かけ値ねなしの本気でぶつかると、そういう宣言なのかぁー！　こ、これは凄いことだぞー！』

《うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

　盛り上がる観衆。正直、首を傾かしげるぼくら。……なんか、師匠の雰ふん囲い気き的に、そういう熱い感じでもなさそうだったけど……。

　とにもかくにも、場が温まったところで、ウィルさんはその好機を見み逃のがさずに、たたみ込むように進行する。




『それでは参りましょう！　第七二八回ルザル闘技大会、決勝トーナメント第一試合……レディィィィ………………ファイッ！』




　カンッといういつもの小気味良い金属音。最高に盛り上がる観客席。皆とは少し違い、魔人の可能性が高い人物との試合を、心配しながら見守るぼくら。

『さあさあっ、いよいよ始まりました決勝トーナメント初戦！　最初に仕し掛かけるのはフルン・カルフィ選手か、それとも──』

　ウィルさんの実況が続く。

　そんな中、舞台上では、フルンが特に勿もつ体たいぶることもなく自分の懐ふところに手を入れ、例の人形を取り出そうと──したところで。

「悪いな」

　突然会場に響ひびき渡わたる、通信装置ごしの、師匠の呟き。誰だれもがその言葉の意味を考えた、次の瞬しゆん間かん──

「え？」『え？』《え？》

　ぼく、ウィルさん、そして観客達の声が重なる。そして、それっきり、水を打ったように静まり返る会場。これがもし漫まん画がだったら、今会場の上空には大きな「？」マークが浮かんでいるだろうなというほど、圧あつ倒とう的な疑問からの静せい寂じやくがそこにあって。

　でも、それも仕方ない。

　だって……。

　だって……。




　どうして、フルンが既すでに倒たおれているのか、この場の誰も、理解出来なかったのだから。




　それどころか、気付けばいつの間にか剣を抜ぬき放った師匠が、倒れたフルンに背を向けるカタチで、彼の背後に佇たたずんでいる。つい一瞬前までは、舞台上の、まるで反対の方角にいたというのに。

　全員が啞あ然ぜんとする中、何かの弾はずみでフルンの手から放ほうられていたらしい人形が、ぽとんと、彼の脇わきに落下した。それには最も早はや、今まで観客が恐きよう怖ふと共に感じていた漠ばく然ぜんとした神秘性など、カケラもない。今や、ただただ、みすぼらしい人形にしか、見えなかった。







[image: ]







　ウィルさんの実じつ況きようもすっかり止まってしまい、最早彼女の勝利宣言さえもなされない中、師匠だけが、まるで何事もなかったかのように剣を鞘さやへとしまいつつ、ふぅと息を吐はく。

「やはり緩かん衝しよう魔法付きは、峰みね打うちに最適だな」

　特に面おも白しろくもなさそうに、そんなことを淡たん々たんと呟く師匠。

　皆が、ただただ啞然とする中、師匠はその空気を察したのか、嘆息交じりに呟く。

「だから先に謝っておいただろう。すまないと。私は空気を読めないところがあると。流石に、これが期待されていた試合展開と違うことぐらいは分かるがな。ああ、それと、そうだ、もう一つだけ、言い訳を付け足させてもらうならな。私は昔から、どうにも──」

　言いながら、フルンを振り返る師匠。

　そうして彼女は、傍はたで見ているこちらの心まで凍いてつく様な冷たい視線で、フルンを見下ろし……。

　ただただ冷れい徹てつに、淡々と、心底つまらなさそうに、吐き捨すてた。




「──格下相手に手加減するのが、苦手でな」




　　　　＊




　試合後、師し匠しように選手用医務室まで来るようにとスタッフ経由で言われたぼくらは、第二試合を見ることもなく医務室へと向かった。

　到とう着ちやくした医務室には、師匠が既に人ひと払ばらいをしたのか、医い療りようスッタフの一人もいなかった。代わりに……。

「わ、なんかもう縛しばられてるし」

　今の今まで作業をしていたのか、パンパンと手を払う師匠。彼女の前のベッドには、縄なわで厳重に縛られ、未いまだ気絶中のフルンが横たわっていた。……なんか可哀かわい想そうだ。

「ああ、お前達、来てくれたか。すまないな、わざわざ。トオルも、もう少ししたら試合があるというのに」

「いや……それは全然いいけど……」

　言いながら、師匠の傍まで行く。近くで見ると、フルンは本当にガッチガチに縛られていた。手首は勿もち論ろん、体、足まで、別々の縄で、これでもかというほどに拘こう束そくされている。

　ファルディオが、流石にちょっと引いた様子で口を開いた。

「こ、こりゃまた、縛ったなぁ……。いやはや、まさかショタなだけじゃなく、ＳＭ趣しゆ味みまであるたぁ、こいつぁ見下げたド変態だぜ──」

　彼がそこまで言ったところで、失神者がもう一人、医務室に追加された。ファルディオが床ゆかに寝ねそべる中、ぼくらは彼をベッドに運んでやろうなんて発想も一いつ切さいなく、完全に無視して会話を続ける。

「敵の能力の性質上、動きは完全に封ふうじるべきだからな。用心にこしたことはない」

　師匠の言葉に、ルウがぼくの肩かたから浮き上がり、フルンの様子を見ながら応じる。

「なるほど、先さき程ほどの試合、一瞬で決着をつけたのも、そのためですか」

「ああ、それもあるな。というかそもそも、わざわざ敵が驚きよう異い的な能力を使用するのを、待ってやる道理はないだろう？」

「それもそうですな」

　ルウは納なつ得とくした様子だったけど、ぼくとしてはちょっとだけ不満だった。師匠って……戦隊モノ見たら、絶対変身シーンとかにケチつけるタイプだよなぁ。ああいうのにも、多少はマナーみたいなものがあると、ぼくなんかは思うけど。まあ、でも今回は例外か。

「それで、師匠。フルンは、どうするの？」

「うむ、とりあえず適当な理由をつけて、上が引き取りにくるまでの間、ルザルの牢ろうにでも入れておいてもらおうとは思うのだが、その前に……」

　そう言うと師匠は、フルンの顔を隠かくしていたフードをばさっと乱暴に剝はいだ。

　そうして現れたのは……。

「あれ？　意外と普ふ通つうの顔だ」

　とても平へい凡ぼんな成人男性の顔が、そこにあった。大人の人の年ってぼくはよく分からないんだけど、二〇代後半とかなのかな？　おじさんよりは、おにーさんって感じ。

　他にこれといった特とく徴ちようもなく、フードを被かぶっていた時の不気味さみたいなものが、今は全く感じられない。あの、妙みように赤い印象のあった目も口も、今は閉じているせいだろうか。

　師匠は顔を確かく認にんすると、直後、ペチンペチンとフルンの頰ほおを結構な強さで叩たたきだした。

「おい、起きろ、フルン。聴ちよう取しゆを始める。いつまで気絶しているつもりだ？　腹部に多少の痛みと吐き気程度はあるだろうが、我が慢まん出来る範はん囲いだろう。早く起きろ」

　言いながらも、かなり無む慈じ悲ひにペチンペチン頰を張る師匠。

　……その光景に、ぼくとルウは、ちょっと後ずさって小声でやりとりする。

「（師匠って時折、ホント容よう赦しやないよね。ちょっとアレなほど冷たいというか……）」

「（はいですぞ。そういう意味では、先程のファルディオの指し摘てきも、あながち間ま違ちがいではなかったのやも……）」

　ぼくらがそんなやりとりをしていると、フルンが非常に苦しげな様子で目を覚ます。そうして、見開いた彼のその目は……。

「（あれ？　特に赤くは……）」

　そこにあったのは、不気味でもなんでもない……ただただ普通としか言い様がない青年の、少し戸と惑まどった風な瞳ひとみで。キョロキョロと辺りを見回す彼に、師匠が告げる。

「フルン。現在、貴様は我々、神しん剣けん騎き士し団によって身み柄がらを拘束されている」

「え……」

　その刹せつ那な。突とつ然ぜん、彼の瞳は思い出した様に酷ひどく充じゆう血けつし出す。そうだ。ぼくらが知っているフルンは、これだ。さらに彼は、ニタァと例の気味の悪い笑えみを浮うかべると、どこか放心した様な状態で天てん井じようを見つめ出した。

　師匠はしかし、彼の不気味な動きに動じることもなく、淡々と尋じん問もんを続ける。

「フルン・カルフィ。貴様は──」

「ところで容疑は、なんだ？」

　天井を見たまま、師匠の言葉を遮さえぎる様に訊たずねるフルン。師匠はムッと顔を顰しかめた。

「質問するのはこちらだ。貴様はなぜ──」

「容疑は、なんだ？」

「おい、勝手に喋しやべるな。こちらの──」

「容疑は、なんだ？」

　天井を一心不乱に見つめたまま、まるで同じ抑よく揚ようで言葉を繰くり返すフルン。師匠は大きく溜ため息いきを吐いた後、単刀直入に、切り出した。

「貴様は、勇者の命を狙ねらってきた、魔ま人じんと呼ばれる存在なのだろう？」

「魔人……」

　フルンはそれだけ呟つぶやき、しばらく天井を見つめた後、もう一度ニタァと笑って、応じた。

「ああ、そうだ」

『っ⁉』

　あまりにあっさりとした態度に、むしろこちらが動どう揺ようする。優位に立っているのはどう考えたってこっちなのに、未いまだに、彼が気味悪くて仕方ない。

　フルンはケタケタと可笑おかしそうに笑った後、さらに続けてきた。

「そうさ、オレは魔人だ！　魔人！　魔人！　いいねっ、魔人！　人間が大好きでたまらないオレにとって、これ以上名めい誉よな呼こ称しようはない！　魔人！　魔人！」

「黙だまれ、フルン。こちらの質問に答えろ」

「オレは魔人だ。それで充じゆう分ぶんだろう」

「そうはいかない。貴様のような知性を持ったものが、魔物としての本能だけで勇者を狙うとも考えがたい。一体、貴様は何の目的で動いている？　他の魔人の動向は？」

「オレは魔人だ」

「おい、貴様……」

「オレこそが、魔人だ」

　ニタァと笑うフルン。その後も師匠は根気強く質問を重ね、最後には剣を突つきつけるまでしたけれど、フルンからの回答は全く変わらなかった。自分が魔人だと認めるばかりで、それっきり。それ以外の情報を、全く口にしない。

　そうして、ぼくの試合時間が迫せまってきたところで、師匠は流石さすがに一いつ旦たん諦あきらめて、尋問を切り上げた。彼女は医務室の外で控ひかえてもらっていたルザル治安維い持じ部隊の兵士を呼び、神剣騎士団からの公的な協力要よう請せいとして、説明もそこそこに彼の留置を要請。魔人云うん々ぬんという情報こそ伏ふせたものの、彼の能力は既に大会を通して皆みなの知るところだったため、その旨むねだけ充分に注意を促うながし、連行してもらった。

　師匠が、苛いら立だちからかフルン相手以上に乱暴なビンタでファルディオの目を覚まさせ、ぼくらも医務室を後にする。

　背後ではファルディオがぶつぶつと文句を言い、ルウがそれを宥なだめる中。

　ぼくの隣となりを歩く師匠が、ぽつりと、独り言の様に漏もらす。

「どうにも、納得がいかないな……」

「何が？」

「何が……と訊きかれたら、なんとも、答えようがないのだがな」

「…………」

　師匠の言葉に、ぼくも頷うなずく。

　難しいことは、よく分からないけれど。




　でも、これで全すべてが解決して大団円だとは、とてもじゃないけど思えなかった。




　　　　＊




　決勝トーナメントはレベルが違う、とか言われていた割には、ぼくの一回戦（本戦四回戦目）も実にあっさりとぼくの勝利に終わった。これまた、拍ひよう子し抜ぬけするぐらい、語るべき場面がない。

　一応、相手にも〈幻げん惑わくの双そう剣けん士し〉なんて二つ名があったぐらいだから、流石に本戦二回戦、三回戦よりは手て強ごわかったし、それこそ試合序じよ盤ばんはトリッキーで素す早ばやい動きにそこそこ翻ほん弄ろうされたのだけれど。中ちゆう盤ばん、突然動きに精せい彩さいを欠いた場面があり、そこにぼくの重い一いち撃げきが決まってしまって以降は、そのダメージが原因でスピードが落ちて、さらにぼくから攻こう撃げきをもらってしまうという……なんだかグズグズもいいとこの展開になだれ込み、そのまま順当にぼくがＫＯ勝ち。

　結局その日はそのまま、ファルディオとルウと共にルザル市内観光へとくり出した。いつもなら師匠と稽けい古こだけれど、流石に今日は、師匠はフルンの件で忙いそがしかった。

　街を満まん喫きつして宿に帰り、三人で夕食を済ませ、部屋でのんびりと寛くつろいでいると。コンコンという控えめなノックの後、明らかに元気のない様子の師匠が入室してきた。

　彼女は部屋の椅い子すを引っ張り、足と腕うでを組んで座ると、はぁと大きな溜息を吐つく。

　正直何も聞かなくても大体事情は察せたけど、一応、訊ねてみる。

「師匠、フルンは……」

「相変わらずだ。ニタニタ笑ったり、分かっていることを繰り返すだけで、話にならん」

「セシリア殿どの。神剣騎士団の上司の方はなんと……」

「ああ、早ければ三日後には、魔人を引き取るための騎士達が到着するらしい」

「ふーん、相変わらず使えねぇ組織だな、教会様は」

　ファルディオの悪態に師匠はキッと睨にらみを飛ばすも、そこにいつもの様な迫はく力りよくはなかった。実際、この件に関して教会や騎士団は、師匠以外全然頼たよりになってないしなぁ。

　流石の師匠も若じやつ干かん落ち込み気味の様子なため、ぼくは話題を少し変えることにした。

「そ、そうだ、三日後と言えばさ！　エイリおねーさんが作ってくれたぼくの武器が届くのも、三日後ぐらいらしいよ！　今日、鳥さんが手紙運んで来てくれたんだ！」

「ほぉ、そうか。ついにトオルの正式な武器が……」

　とそこまで言ったところで、師し匠しようは「ん？」と顔をしかめる。

「三日後って……トオル、それは……」

「う、うん、まあ、その……決勝戦の日……つまり大会最終日……だよねぇ」

「全然大会に間に合っていないではないか！」

　全員、一いつ斉せいに溜息を吐く。まあ、元々無料で作ってもらっているんだから、文句を言う様なものでもない。ちょっとアテにはしていたけれど。でも、エイリおねーさんの手紙には物もの凄すごく謝罪の言葉が並んでいたし、なにやら特別サービス（詳しよう細さい不明）も付けるとあったので、ぼくとしては特に怒おこってもいない。

　師匠はやれやれといった様子で首を振ふった後、少しフォローするように呟いた。

「まあ、トオルの実力と大会の状じよう況きようを見るだに、決勝までの残り二試合、新武器などなくとも特に問題はないだろうが……」

「そっかな？」

　ぼくが確認すると、師匠はこくりと頷いた。

「トオルは私が考えていた以上に強かったからな。それにどうも今年の決勝トーナメントには、常連の猛も者さが妙に少なくてな」

「そうなの？」

　ぼくが首を傾かしげると、ベッドに寝ねそべって話を聞いていたファルディオが応じた。

「ああ、そりゃ確かにそうだ。前も言ったけどよ、グランのおっさんが初戦敗退したのを筆頭に、なんか今年は番ばん狂くるわせが多いんだわ。な、毛玉？」

「うむ、そうですぞ。今日のご主人の試合なんかもそうでしたが、本来強いはずの選手が、些さ細さいなミスからグダグダに……という流れが多く、結果、決勝トーナメントの顔ぶれが殆ほとんどルーキーで埋うめ尽つくされ、どうも実力が伴ともなわない印象の面子メンツばかりなのですぞ」

　ルウの言葉に、ファルディオがどこかつまらなさそうに頭を搔かく。

「そういう意味じゃ、今年の決勝トーナメントはお前らを除いて、ここ数年来屈くつ指しの不作イヤーだよ。トオルを優勝させる上じゃありがたいことこの上ねぇんだけどよぉ、おかげで、トオルが最も早はや全然『大穴』じゃなくなっちまったよ、ったく」

　ファルディオの賭かけによる儲もうけはあまり上手うまく行ってないみたいだ。とはいえ、グランさんとぼくの対戦ではそこそこは儲けられたらしく、彼は意外と余よ裕ゆうの態度だった。

「まあその分、ご主人とグラン氏や、フルンＶＳシャルロ氏、そして本日のフルンＶＳセシリア殿みたいな、大注目対戦カードの盛り上がりったらないですがな」

「ああ、そういう意味じゃ、賭けの対象としても見所はもう決勝戦だけだ。実際世間の話題も、最早決勝トーナメントじゃなくて、お前ら二人が来るであろう決勝のことばかりだしな」

「そ、そんなに不作なんだ、決勝トーナメント。まだ終わってないのに……」

　ルウが神しん妙みような表情でこくりと頷く。

「素人目に見ても今年は力のバランスがおかしいにも程ほどがありますぞ。グラン氏を筆頭に、実力派が序じよ盤ばん戦であまりに脱だつ落らくしすぎました。どうしてこうなってしまったのか……」

　ルウがぶつぶつと考え込む。……まあ、どうしても何も、時の運としか言い様がないんじゃないかなぁ。ゲームと違って、数値的に上の方が絶対勝つとかではないんだし。

　でも、どうりで、今日の相手も思ったより手て応ごたえがなかったわけだ。

　再び師匠が話を引き取る。

「となると、明日あした、明後日あさつてはトオルが問題なく勝ち残るとして、その次は……」

「うわっ、いよいよ師匠と勝負かぁ……」

　考えるだけでげんなりしてきた。一いつ瞬しゆんでやられていたフルンの姿や、いつもの、ぼくが師匠に軽くあしらわれ続けるだけの情けない稽古風景が頭に浮かぶ。……やばい、絶対に恥はじをかく。大観衆の見守る中、全く見応えのない決勝戦が展開され、倒たおれるぼくに大ブーイングの図がありありと想像出来る。

　ぼくが「うーうー」唸うなっていると、今度は師匠が気を遣つかった様子で話題を変えてきた。

「そ、そういえば、私達は出で逢あった時からずっと大会のことや魔人の件にかかりきりで、あまりそれ以外の話をしてこなかったな、うん。たまには違う話をしよう」

　師匠の話題転てん換かんは非常にストレートで、全然上手くなかった。でもなんだか逆にそれで部屋の空気が妙みように和なごむ中、師匠はぼくに訊たずねて来る。




「ト、トオルは、その……そうだ、ほ、ホームシックにかかったりは、していないか？」




　その質問に、なぜかファルディオとルウの体がぎくりと強張る。

　ぼくはそんな二人の様子を不思議な気持ちで横目に見ながらも、師匠の質問に応じた。

「んー、そうだなぁ。兄さんには、やっぱり会いたいかなぁ」

「ほう、トオルには兄がいるのだな。そうか、トオルは誰だれよりも、兄に会いたいか」

「うん、そうだね。会いたいよ……凄すごく。元気な、兄さんに」

　ぼくの返答に、ファルディオとルウがそわそわし出す。なんだろう？　あ、兄さんが今大変なこと知っているからかな？　別にいいのに。

　師匠も周囲の空気に不ふ審しんなものは感じつつも、さらに話を続けてきた。

「しかしトオルは、母親に会いたかったりはしないのか？」

「え？　どうして？」

「いや、私の勝手な印象だが、トオルの様な年代の、特に男の子は、すぐに母親が恋こいしくなるものではないのかと思ったものだからな」

「あー……母さんかぁ」

　言って、二人の母さんの姿を思い浮うかべる。自らの命を賭としてぼくを助けてくれた母さん。そして、今の……。

「……うん。そりゃ、会いたいよ。どっちの母さんも、ぼく、大好きだもの」

「どっちの？」

「あ、うん。今のお母さんは、二番目のお母さんだから」

「えっと……」

　師匠が言葉に詰つまり、ファルディオとルウが露ろ骨こつに「あちゃー」という表情をする。

　だけどぼくとしては別に普ふ通つうの会話でしかなかったため、そのまま続けた。

「特に今のお母さんは……凄く子供想おもいの、優やさしくて……でも泣き虫さんな人だから。早く、安心させて、あげたいかな。そのためにも、女め神がみ様に会わないと」

「……ああ、そうだな。では私もトオルを無事ご家族のもとに帰せるよう、粉骨砕さい身しんの覚かく悟ごで尽じん力りよくするとしよう」

「えへっ、ありがとう、師匠」

　なんだか少し照れながらも笑え顔がおで応じると、師匠はなぜかぽーっと呆ほうけた様子でぼくの顔を見つめていた。しかしファルディオが「やっぱりショ」まで言ったところで、彼の方に剣けん──は届かない位置だったため、代わりに鞘さやを放ほうる。直後、眉み間けんに鞘がゴスッと直ちよく撃げきし、呻うめくファルディオ。

「オールレンジすぎるだろう！　う、ぐ！　ちくしょう！　一体俺は、どの位置からセシリアを貶けなすのがベストなんだよ！」

「どの位置からも、やらなきゃいいじゃん……」

　なんでファルディオは、結果が分かっているのに師匠をいじらずにはいられないのだろう。それこそが、小悪党の、小悪党たるプライドか何かなのだろうか。

　その一連の光景を見守っていたルウが、珍めずらしく、少し考え込んだ様子で呟つぶやく。

「…………むぅ……」

「あれ？　どうしたの、ルウ？　ぬいぐるみみたいな顔して」

「それはいつもですぞ！　って、ああ！　なんかそのツッコミも罠わなでしたぞ！」

　ぷんすかと一人で怒るルウ。ぼくも笑った後、「それで」と話を促うながす。

「どうしたのさ？　あのファルディオを見て真ま面じ目めな表情を出来るなんて、ただ事じゃないじゃない」

「おいこらどういう意味だトオル！」

　ぎゃあぎゃあ五月蠅うるさいお笑い要員を無視して、ルウを見つめるぼく。ルウはしばらく唸った後、「話を真面目な方に戻もどして申し訳ないのですが……」と前置きして切り出した。

「フルンは、どうして、大会に参加などしたのでしょう？」

「え？　どういうこと？」

　ルウの言葉に、ファルディオと師匠も耳を傾かたむける。ルウは自分に視線が集まってしまったことに少し照れて頰ほおをちょいちょいと搔きつつも、続けた。

「魔ま人じん側としては、勇者の正体が分からないため、闘とう技ぎ大会を利用する。……そこまでは、ルウにも理解できるのです。しかし……」

「しかし？」

　ルウの言いたいことがイマイチ分からず、訊ねる。するとルウは、少しだけ躊躇ためらった後、意を決した様子で告げて来た。




「本人が堂々と登場するメリットなんて、ほぼないように思われるのですが」




『っ！』

　その言葉に、全員が息を吞のむ。それは……皆みなが、どこかで、ホントはその可能性を意識していたことで。だけど、フルンの「人形を使った能力」を見るだに、「あの能力じゃそんな芸当は出来ないだろう」と、勝手に結論していたことで。

　しかしルウは……言いい辛づらそうにしながらも、ゆっくりと、続けた。

「も、もしルウが魔人で、人を操あやつる能力を持っていましたら……その……正直……」

『…………』

「……表おもて舞ぶ台たいに立たせるのは、あくまで、操り人形の人間、でしょうなぁ」

『…………』

　全員が、黙だまり込んでしまう。

　フルンが、操り人形。

　それは、皆がどこかで考えていたことで。でもそんなの……そんなあまりに絶望的な可能性、考えたくなくて。

　だって……それじゃあ、ゼロになってしまうから。

　ぼくらの今までやってきたことが全すべて。

　フルンが魔人であるという推理は勿もち論ろん、その能力の具体的な詳細……あの人形で操ってるんだという推理も、何もかも全部が、パー。ここまで積み重ねた全てが無む駄だ。

　室内が重苦しい沈ちん黙もくに包まれる中、ルウが少し慌あわてた様子で「ち、違ちがうのですっ」と切り出す。

「ルウが今考えていたことは、もうちょっと先のことでして！」

「？　どういうこと？」

「えっと、ですから、もしフルンが操り人形だとして、ですぞ。だったら真の魔人は何をしているのか、という話なのですが。それに関して、先程ファルディオを見ていて、一つハッと閃ひらめいたことがありまして」

「なるほど、つまり犯人はこの男ということだな」

　師し匠しようが剣を構えて、ファルディオのベッドに近付いていく。彼が「ひぃっ」と怯おびえて枕まくらを盾たてにする中、ぼくも「なるほど！」とその意見に賛同する！

「これは盲もう点てんだったよ！　でもそうすると全て合が点てんがいくね！　ぼくの保護者だなんていう立場、魔人的には一番いいし！　なにより……物語的にも超ちよう意外でいいよね！」

「どういう理り屈くつだそれは！　こら、てめぇら、本気じゃねえだろうな⁉　おい⁉　せ、セシリアさんや⁉　なんでそんな体からギラついた殺気放ってやがるんですか⁉」

「知れたことを。……斬きるためだ」

「ぎゃー！　おいこらルウ！　なんとかしろ！　お前の言いたいことは、こういうことじゃ、ねえんだろう⁉」

「あ、その結論でルウもいいですぞ」

「この裏切り毛玉野や郎ろうがぁ─────────────────！」

　ファルディオが絶ぜつ叫きようし、師匠がいよいよ剣を構える。──とそこで、ルウが、「まあ冗じよう談だんはそこまでにしまして」と話を戻した。ぼくらも、しれっといつものぼくらに戻る。

　ファルディオが納なつ得とくいかない様子で「おいてめぇら」とガンつけてくるも、師匠が「今は真面目な話をしているんだ。お笑い要員は控ひかえてろ」と睨にらみ返し、ファルディオをしゅんとさせた。……うん、正直ちょっと可哀かわい想そうだけど……まあいいや。今は話が先だ。

「それで、ルウ。ファルディオを見ていて、閃いたことって？」

「はい、それなのですが。閃いた……というよりは、考え方のとっかかりを見つけた、ということでしかないので、あまり期待せず聞いて欲しいのですが……」

「勿もつ体たいぶらず話せ。なんだ？　何を思いついた？」

　師匠の急せかす言葉に、ルウは少し自分の中で再確認するかのように考え込んだ後……意を決した様子で、その考えを、口にした。




「人を操る能力を持つ魔人にとって、勇者を見み極きわめて殺す上で、一番安全かつ効率的で、適切な位置取りは一体どこだったのか、という話ですぞ」







　最終章







　決勝戦の日は、あっという間にやってきた。大会終しゆう盤ばんたる準決勝や準々決勝の思い出を全く語らないのもどうかと思うけど、でも、実際そこには本当に「思い出がない」のだから仕方ない。

　三日前の晩にルウやファルディオが語った通り、決勝トーナメントの戦いは下手すると大会序じよ盤ばん戦の選手達よりも手て応ごたえがなかった。ぼくは勇者の力で相手を押し切ってリングアウトさせ、師匠は、フルン相手の時ほど無む慈じ悲ひではないにしろ、その圧あつ倒とう的てきな剣けん技ぎを見せつけて早々に決着するのみ。おかげで二人とも、語るべき試合内容もへったくれもない有様だ。

　……でもまあ、この「決勝トーナメントの手応えのなさ」に関しても、三日前にルウの思いつきを中心として皆で煮に詰つめた「とある仮説」を信じるならば、充じゆう分ぶん説明がつくのだけれど。

「いいですか、ご主人、セシリア殿どの。最終確かく認にんですぞ」

　選手控ひかえ室に入る前の関係者ロビーにて、ルウが神しん妙みような表情で切り出してくる。

　ぼく、師匠、ファルディオは、周囲に他の人間がいないのを確認してから、こくりと頷うなずいた。ルウが説明を始める。

「これから始まる決勝戦は、決勝戦にあって、決勝戦にあらず。分かってますな？」

「うん、分かってる。狙ねらいはあくまで……」

　ぼくは、この二日で頑がん張ばって覚えた作戦内容をざっくりと口にする。そんなぼくに対し、皆は「よしよし、トオルの理解力という、一番のネックが解消されてるぞ」といった様子満々の、妙みように大人な笑みを浮かべていた。……失礼なっ！　ぼくだって、やる時はやるもんね！……主に勉強方面以外でだけど。

　作戦の再確認が終わったところで、ファルディオが「しかしよぉ」と頭を搔かく。

「なんで俺まで駆かり出されにゃあならねぇんだよ。しかもかなり重要な配置に」

「それは仕方なかろう、メルクリウス。折角大会側から、このタイミングでわざわざあのような依い頼らいを受けたのだ。これを利用してやらない手はあるまい」

「それは、そうだけどよぉ……」

　いつになく煮にえ切らない様子のファルディオ。普ふ段だんは大たい言げん壮そう語ごばかり吐はく割に、いざ重要ポジションにつくと、途と端たん尻しり込ごみするんだから。

　ぼくは彼のそんな様子を見て、「あっ」と声を上げた。

「ぼく、知ってる！　こういうのを、『ヘタレ』って言うんだよね！」

「な──」

　ファルディオの顔がみるみる赤く染まる。それは、怒いかりからか、恥はずかしさからか。いずれにしても、彼ならその次のリアクションは……。

「へ、ヘタレじゃねえよ！　誰だれがヘタレだよ！　上等だ！　今日この日こそを、大魔導師ファルディオ・メルクリウス様の伝説の一ページ目としてやろうじゃねぇか！」

　あ、まだ一ページ目も出来てない自覚はあったんだ。皆そうは思いつつも、それは言わず、師匠がさらに挑ちよう発はつするように「お手並み拝見といこうか」と告げる。ファルディオはそれに対し、力強く拳こぶしを構えた。

「おうっ、やったらぁ！　お前ら、幽ゆう霊れい船せんに乗ったつもりでどーんと構えてろや！」

『（既すでに乗組員全員死んでるじゃないか）』

　本人的には「強い船」のつもりか何かで言っているのだろうか。まあとりあえずノッてくれているようなので、誰もツッコミは入れなかった。なんと見事な仲間関係だろうか。お互たがいの扱あつかい方をここまで全員が心得ているとは。……まあ正直、絆きずなは微び妙みようだけどね！

　ファルディオがやる気になったところで、ルウがいつもよりちょっとだけ上に浮うき、皆に号令をかける。

「とにかく、本日の作戦は非常にデリケートかつ、危険性を孕はらむものです！　が、それでもやるメリットが大いにあるのもまた事実！　皆みなさん、くれぐれも怪け我がには気を付けつつ……各自、最善の努力を尽つくして下され！」

『おう！（うん！　ああ！）』

　うむ、と真ま面じ目めな表情で全員を見み渡わたすルウ。彼は一人一人と目をしっかり合わせた後……くるっと振ふり返り、ぱたぱたと背中の羽をはばたかせて、窓の方へと飛んで行く。

「では、ルウはこれから試合観戦用のオヤツを調達してきますでの！　いざさらばっ！」

『指揮官は気楽そうでいいですね！』

　とにもかくにも、こうして。

　作戦立案者たるルウが指揮する下、ぼくらの決勝戦は、ついに幕を開けたのだった。




　　　　＊





ファルディオ・メルクリウス






『ヒィィイイイイイイイッ、ハァァァァアアアアアアアアアアアアアアア！』

《…………》

『さあっ！　司会者の行き過ぎたハイテンションによってむしろ観客席が大おお幅はばに盛り下がるという大事故を皮切りに、ついに始まりましたっ！　第七二八回ルザル闘とう技ぎ大会最終日！　皆みんなぁー！　私の痔じがついに限界を迎むかえる中、しっかり盛り上がっているかーい⁉』

《ブゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥウウウウウウウウウウウウ！》

『涙なみだが出るほどの歓かん迎げいムード、サンキューでぇーす！　最終日を迎えてもなおこの信しん頼らい度ど！　私、これが終わったら痔の療りよう養ようも兼かねて田舎いなかに帰ろうと、今決めました！』

《わぁぁぁぁぁ！　ひゅーひゅー！　ピューイッ、ピューイッ！》

『おおっと、ここに来て今大会一番のお祭りムードだぁ！　申し訳ありませんがちょおっとお待ち下さーい！　今、防水仕様じゃなかった「私の心」という大事な機材に深刻な故障が見つかりましたよー！　修復まで今しばらくお時間を下さーい』

《ブぅゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥウウウウウウウウウウウウウウ！》

『なるほどなるほど、お前の心なんぞ知ったこっちゃないから、さっさと試合始めろと！　わっかりましたぁ！　ではこの司会実じつ況きようのウィル・イグニール、これより全身全ぜん霊れいを懸かけて、最後の仕事に取りかからせて頂きたいと思います！　ファッ○！　ああ、いえ何も言ってませんよー。マイクの故障でしょうかね。では早さつ速そく始めて参りましょう！　決勝戦の対戦カードは……当然皆さんご存じ、これだぁ！』




〈セシリア・シヴィル　ＶＳ　トオル・ミカミ〉




《うぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！》

『おっとぉ、なんという熱気だ！　会場全体が、今大会史上……いや、闘技大会の歴史においても類を見ない盛り上がりを見せております！　ではっ、いよいよ二人の登場──の前に、ここで、本日のスペシャルゲストを紹しよう介かいしましょう！』

《？》

『今回ぶつかる二人の共通の知り合いにして、禁きん忌き魔ま法ほうを使いこなす大魔導師──と自ら豪ごう語ごされる、このお方！　スペシャル解説員、ファルディオ・メルクリウスー！』

　ウィルの紹介と共に、舞ぶ台たい上空のビジョンに映し出される映像。今時あまり流行はやらない、いかにも魔法使い然としたローブに身を包み、黙だまっていればそこそこイケメンに見えなくもない赤あか髪がみの青年の姿。

　実況席の横に解説員として座るファルディオの姿が、リアルタイムで映されていた。

「（おうおう、最近の魔法科学の発展は凄すげぇな、おい。どれ……）」

　試ためしに、手を振ってみる。当然、ビジョンの中のファルディオも手を振る。

「────ごくり（やべぇ）」

　そこで、自分が現在、このとんでもない数の観客達の視線に晒さらされていることをようやく意識したファルディオは、いつも通り、不ふ遜そんでふてぶてしい態度を──見せるどころか、一回戦のトオルと瓜うり二ふたつの恐きよう縮しゆくした態度で、顔を真っ赤にして縮こまり、ぼそぼそと、早口でまくしたてた。

『ファファ、ファルディオです。よ、よろ、よろしく、おね……おねしゃす！』

　いきなり嚙かむファルディオ。彼が羞しゆう恥ちと緊きん張ちようでいたたまれない気持ちになっていると、それが観客にまで伝わる直前の絶ぜつ妙みようなタイミングで、ウィルが先を続けてきた。

『はい、よろしくお願いします！　いやぁ、それにしてもファルディオさん。決勝戦の二人ともと親しい間あいだ柄がらだなんて、凄すごいですね！』

　ウィルの言葉に、ファルディオはどう答えたものか迷った。そんなことないですよと謙けん遜そんするのが正解なのか、もしくは……。

　意を決したファルディオは、緊張を飲み込み、にへらっと軽い笑えみを覗のぞかせる。

『いやぁ、はっはっは。まあ、俺様ほどの大魔導師になれば当然ですよね！』

《…………》

　とりあえず、芸能に関して素人しろうとのファルディオにも、自分が完全に滑すべったのは分かった。慌あわててべらべらと取り繕つくろう。

『ああ、違ちがうんですよ、へへっ。お、俺、元々こういうキャラなんスけど、今のは、あえて自分を持ち上げるっつうちょっとしたボケでしてね、へへへ。ちょっとぉ、ウィルさん、拾って下さいよぉ、まったくぅ』

『え……あ……はい……』

　調子に乗った素人が滑った末にボケの解説を始めた挙句、馴なれ馴れしくメイン司会を務める芸能人のせいにするという、非常にいたたまれないやりとりに、観客席が水を打った様に静まり返る。ここに来て、ファルディオ自身も「ああ、司会者のウィルって愛されてたんだな。本当に駄だ目めな奴やつに対する観客の態度って、これなんだな」と思い知った。

　ファルディオはとりあえず完全に心が折れたので素す直なおに「すいません」と謝ってみる──と、これが功を奏したのか、客席から多少笑い声が漏もれてきた。それを機と見てウィルがファルディオを上手うまく弄いじり始め、そうして数分後、ようやく彼の紹介が終わり空気が回復したところで、「さあ！」とウィルが仕切り直した。

『いよいよ世紀の一戦が始まろうとしているわけですが、解説のファルディオさん。二人をよく知るファルディオさんから見て、この勝負、どうでしょうね？』

　ウィルの振りを受け、ようやく場に慣れてきたファルディオは「そうですね」とどうにか落ち着いたトーンで応じる。

『観客の皆さんはトオルへの期待度が相当高いみたいですが、まあ、あれは強いと言ってもまだまだ子供ですからね。場慣れしているという意味では、セシリアのヤツの方がまだまだ大分格上でしょう』

『なんだか妙みように上から目線の解説ありがとうございます！　こうなってくると、ファルディオさんはどれだけ強いのかというのが、私共も気になってくるわけですが……』

『はっはっは。何を馬ば鹿かな。まったく。…………。……か、解説者が必ずしもその分野の一流選手だとは思わないで頂きたい！　失礼な！』

『おっとすいません！　若じやつ干かん逆ギレの気配は感じましたが、言っていることはその通りですね！　わっかりましたぁ。さて、ではそろそろご入場頂きましょう！　最初は勿もち論ろん彼女！　セシリアァァァァッ、シヴィィィィルッ！』

　ウィルの言葉と同時に舞ぶ台たい脇わきの扉とびらが開き、セシリアが入場してくる。彼女が舞台に歩みを進める間にもプロフィール紹介は続くが、ファルディオは勿論、観客ももう既に知った情報ばかりだったため、その辺は右から左に聞き流す。トオルの場合も同様だ。

　そうして、両名が舞台に出で揃そろったところで。ウィルは、決勝トーナメント恒こう例れいのシークエンスを開始した。

『それでは、お二人に現在の心境を訊きいていきましょう！　まず、セシリア選手！　大会においてご自身よりもさらに年下の選手と戦われるのはこれが初めてだと思いますが、その辺に対しては如何いかがでしょう⁉』

「…………」

『…………。……えーと、セシリア選手？』

「…………」

　ウィルの問とい掛かけに全く答えないどころか、ちらりとも彼を見ず、ただただトオルの方を見つめるセシリア。場内がざわつきだしたところで、解説席のファルディオがフォローを入れた。

『元々喋しやべらないヤツですけど、今日は相手が相手ですからね。さっきはセシリアの方が格上だって言いましたけど、とはいえ、トオルは今まで彼女が大会で相手にしてきた誰だれよりも強敵なのは間違いないです。そりゃ、インタビューどころじゃあないでしょう』

『な、なるほど。流石さすがは、お二人のお知り合いですね。わっかりました。では……対する、トオル選手！　情報筋によると、セシリア選手はトオル選手にとって師し匠しようにあたる存在だそうですが……そんな彼女との戦いを目前にして、今はどのような心持ちでしょう？』

「…………」

『…………。……ええと、トオル選手？』

　トオルもまた、セシリアと同じ様に、真しん剣けんな眼まな差ざしで相手を見つめるのみで、何も応じない。これにも、ファルディオがフォローを入れた。

『ウィルさん、それこそ訊くのは酷こくってもんでしょう。これから自分の師匠と戦おうってガキに、うまくインタビュー答えろってのはちょっと……』

『あ、ああ、これは失礼しました。そうですね。いやしかし……なんでしょう、この二人の間に走る緊きん張ちよう感は！　実況席にまで、ビシビシと鋭するどい空気が伝わってきます！　なるほど、どんな言葉よりも、この空気こそが全すべてと言えるでしょう！　会場の皆みなさんにも、伝わっておりますでしょうか！』

《わぁぁぁっぁぁあああああああああああああああああああああああああああ！》

　沸わき立つ会場。ファルディオはウィルの喋りに感心していた。当初は頼たよりない司会者だなと思っていたが、なかなかどうして、人を盛り上げる術すべに長たけている。

　そうしていよいよ観客が待ちきれないといった空気を出し始めたところで、ウィルがそれを見計らったかのように、ベストタイミングで切り出した。

『では、皆さん大変長らくお待たせ致いたしました！　これより、ルザル闘技大会決勝戦……セシリア選手ＶＳトオル選手、始めていきたいと思います。皆さん、準備はよろしいですか？　お二人もよろしいですか？』

　会場が熱ねつ狂きようで応える中、しかし二人は相変わらず静かに互たがいの瞳ひとみを見つめるのみ。

　しかし、それを準備万ばん端たんの意として受け取ったウィルは、「ＯＫ」と頷うなずき、会場が少し静まるのを待ってから……いよいよ、告げた。




『それでは、決勝戦！　レディィィィィ………………………………ファイッ！』




　甲かん高だかい金属音、そして上空の対戦カードビジョンが派手に砕くだけ散り……。

　いよいよ決勝戦は、開始された。




　　　　＊




「はぁぁぁぁぁぁぁあああああああ！」「だぁぁぁぁぁぁああああああああああ！」

　二人の耳に装着された通信装置から会場へと声が響ひびき渡わたる。

　試合開始の合図と同時に猛もうスピードで前へと駆かけだした二人は、舞台中央で剣と剣をぶつけ合い、衝しよう突とつする。激しい金属同士の衝突音からの、いきなりの鍔つば迫ぜり合い。

　会場が息を吞のむ中、ウィルの実じつ況きようが開始される。

『さ、最初から飛ばしてきましたぁー！　中央で鎬しのぎを削けずり合う二人！　どちらも一歩も譲ゆずらず睨にらみ合いが続きますが……ファルディオさん！　トオル選手の怪かい力りきを考えると、こういう状じよう況きようではセシリア選手が押されても仕方ないように思われるのですが、どうやらそうではないようですね！』

　ウィルに振ふられたファルディオは、頷きながら応じる。

『そうだな。正直、剣についてはよく分からねぇが、あの女──セシリアがただ素す早ばやいだけの女じゃねぇってのは、俺も知っているぜ。元々男顔負けの腕わん力りよくがあるのは勿論だが……さらに今は、上手うまいことトオルが力を込こめ辛づらい位置で固定しているみたいだな。ったく、相変わらず小こ賢ざかしい女だぜ』

『しかしそうなると、やはり彼女の方が一枚上手ということになりますね。セシリア・シヴィル選手、ここは是ぜ非ひそのテクニックをもって、トオル選手のパワー攻こう撃げきを捌さばき切ってみて欲しいところですが？』

　そうウィルが実況した次の瞬しゆん間かん、しかしそれとは裏腹に、トオルが力任せにセシリアの剣を払はらいに掛かる。セシリアは力では不利と悟さとった様子で、バックステップを踏ふんで一いつ旦たんトオルから距きよ離りを取った。

　舞ぶ台たい上で剣を構えたまま睨み合う二人。ウィルがさらに実況する。

『さて、仕切り直しです。しかしセシリア選手の、あの衝しよう撃げき的な対フルン選手戦のことを考えると……彼女はまだまだ本気を出してない様に見えるのですが、その辺、如何でしょう、ファルディオさん』

『ああ、それはそうだろうな。戦法を変えているだけで、一いち概がいに手を抜ぬいているというわけでもないんだろうが、まあ、まだまだ余よ裕ゆうありといったところだろうさ』

『そうですか。……ところでファルディオさん、つい先さき程ほどから、頭の上で何かオレンジ色の毛玉がもしゃもしゃお菓か子しを頰ほお張ばっているように見えるのですが……』

『ああ、これは気にしないでくれ。俺やあいつらの付属物みたいなもんだから』

『ですぞ！』

『はぁ……なんか今喋った気もしますが、まあいいでしょう。さて、舞台の方ではまだ睨み合いが続いてます。……ここは、是非セシリア・シヴィル選手にその全力の一いつ端たん……フルン選手戦で見せたあの様な攻撃などを見せて欲しいところですが、果たして？』

　そうウィルが実況して、数秒後。仕し掛かけたのは……しかし、トオルの方だった。

　トオルは思いっきり跳とびはねると、高高度からセシリアに向かい、一気に剣を叩たたきつける様に振り下ろしていく。流石のセシリアもこれは避よけるだろうと誰もが予測していたが、しかし意外にも彼女は逃にげる素振りを見せず、トオルの落下を待ち構える。

『おおっと⁉　セシリア選手、まさか受けて立つつもりなのか⁉　しかしいくら彼女と言えど、怪かい力りきたるトオル選手のあの攻撃を受けるのは無む謀ぼうだぁー！　セシリア・シヴィル選手、ここは避けるべき場面ではないのかぁ⁉』

　ウィルがそう実況するも、しかしセシリアはどこか余裕を漂ただよわせてトオルの落下を待ちわび、そして、その、彼の……ファルディオからしたら、勇者の破格の腕力が乗り切っていて、威い力りよくを想像すると背筋が冷える様な攻撃を──

〈キンッ〉

　──剣の斜しや面めんを滑すべらす様に柔やわらかく受け止め、それどころか天使の羽を思わせる軽かろやかさで身を翻ひるがえしてすんなりと捌ききると、完全に勢いを殺されたトオルをそのまま舞台へと着地させ、そして──

「せいっ」

「っ！」

　小さな声と共に、無防備なトオルへと、痛つう烈れつな一いつ閃せんを打ち込む。が──

「っ、ぶなっ」

　トオルの方もまた、これをあらかじめ読んでいたかの様に、着地と同時に背後へ飛ぶことで、紙かみ一ひと重えで回かい避ひしていた。

　ぽかんとする観客やウィルに代わり、ファルディオが解説する。

『本来なら今のでトオルはやられていただろうが……くくっ、皮肉なことに、ここでセシリアと修しゆ行ぎようしていた意味が出たみてぇだな。剣の腕うで前まえ自体はそう変わらなくても、師匠たるセシリアのやりそうな動きはピンと来るようになったわけだ』

『な、なるほど……』

　ウィルが感心した様な声を漏もらす。それに対し、ファルディオはニヤッと口の端はしを歪ゆがめた。

『ところで、ウィルさん。さっきから、ちょっと実況の調子悪いんじゃね？』

『？　はぁ？　そうですかね？』

　首を傾かしげるウィル。ファルディオは、ニヤニヤしたままで続けた。

『そうだよ。ちょいちょい、展開の予想外しているぜ。珍めずらしいじゃねえか』

『はぁ……まあ、そうかもしれませんが。ああ、でもそこは流石、解説のファルディオさんが充じゆう分ぶんすぎるほどに補って下さっているんじゃないでしょうか』

　何を勘かん違ちがいしたのか、ウィルはファルディオのことを褒ほめ出す。ファルディオはそんなウィルを見て、変わらずニヤニヤと笑う。

　そうこうしているうちに、舞台上では再びセシリアとトオルのぶつかり合いが始まった。今度は互いに連続して剣を打ち合う。しかしこれは露ろ骨こつにトオル側が劣れつ勢せいの様で、パワーで大きく勝まさるはずのトオルが、しかしいとも簡単にいなされるその様は、セシリアが子供と遊んでいる様にしか見えなかった。

　少し焦じれた様子でウィルが実況する。

『これは……圧あつ倒とう的にセシリア選手が上手かぁ！　しかしなぜ攻撃しないのでしょう、セシリア選手！　これが真剣勝負である以上、セシリア・シヴィル選手にはこの際弟で子しへの情を捨て、鬼おにとなってトオル選手の隙すきに打ち込んでもらいたいところですが？』

「…………」

　しかし、そんな実況にも、セシリアは無反応で戦いを続ける。流石に観客席も「なんかこれじゃ、試合じゃなくて特訓しているみたいだな……」という空気が漂い出す中、ウィルはさらに実況を続ける。

『っと、おおっとぉ、トオル選手、ここで大きくバランスを崩くずした！　セシリア選手の追つい撃げきが迫せまる！　これは、流石にトオル・ミカミ選手、必殺の一撃をもらってしまうのかー⁉』

　試合を盛り上げるようなウィルの実況。しかしそれに反して……。

〈ガキンッ！〉

　トオルはなんとか体勢を立て直すと、間かん一いつ髪ぱつでセシリアの剣を受け切った。観客席から、まるで安あん堵どのような溜ため息いきが漏れる。

　そんな中、ぼんやりと試合を見ていたファルディオは、ウィルの方に視線をやらないまま……場の空気を悪くするような、自分でさえ底意地が悪いと感じる指し摘てきをした。




『トオルが重い攻撃をもらわなくて、随ずい分ぶん残念そうじゃないか、ウィルさん』




『え？』

　そんなやりとりの直後、会場全体に〈ビイィィィインン！〉と耳をつんざく様な異様な音声が鳴り響く。観客がざわめき、そんな中でも顔色一つ変えずセシリアとトオルが試合を継けい続ぞくする中、少しして、ウィルから説明が入った。

『も、申し訳ありませんでした皆みな様さま！　たった今、解説のファルディオさんの頭の上にいた……ええと……はい？　ルウ？　ルウというらしい謎なぞの生き物が、飲んでいたジュースをファルディオさんのマイクに思いっきりこぼしてしまった結果、あの様な音と共に壊こわれてしまいました。

　皆様にはご迷めい惑わくをおかけ致しますが、ここから先は、解説なしでお送り致したいと思います。──っと、そうこう言っている間にも、試合は絶賛継続中です！　セシリア選手のまるで試ためすような連撃を、トオル・ミカミ選手は受け切ることが出来るのでしょうか⁉』

　テーブルがびっちょびちょに濡ぬれてパニックになり、スタッフが入り乱れる中、ウィルがなんとかフォローを入れる。

　そんな中、元げん凶きようたるファルディオとルウは、まるでそ知らぬ顔でぴゅーぴゅーと口笛を吹ふいていた。スタッフによる清せい掃そうが終わり、ウィルによる司会実況と、セシリアＶＳトオルが継続する中、何食わぬ顔で実況席に居座り続けていたファルディオは、まるで世間話をするように、椅い子すの後部へ体重をかけ、ぐーらぐーらと動かしながら、不ふ真ま面じ目めにも過ぎる態度でウィルへと話しかけた。

「よぉ、ウィルさん。悪かったなぁ、迷惑かけて。表だって解説は出来なくなっちまったけど……なぁに、安心しな。アンタが実況している間、俺がここで、独り言の様に、俺達の情報喋しやべってやるよ。ははは、遠えん慮りよすんなって！　マル秘情報だらけだからよ！」

　バンバンと彼の背中を叩くファルディオ。

『おおっとぉ、トオル選手、いよいよリング際ぎわに追い詰つめられてしまったぞ！　これはいよいよ──』

　それでも生き真ま面じ目めに実況を続けるウィルへと、ファルディオは勝手に喋り出す。

「なあ、時にウィルさんよ。……もし、もしよ？　人を操あやつる能力を持った魔ま人じんっつうのがいて、そいつが、闘とう技ぎ大会を利用して、正体不明の勇者を上手うまいこと殺してやろう、なんて計画を練るとしたら、どういう手法がいいと思う？」

『セシリア選手、鮮あざやかにトオル選手の攻撃を捌く！　見事な剣けん技ぎです！』

　舞台ではトオルとセシリアが未いまだに激しい戦いを繰くり広げているも、ファルディオは実際、最も早はやそれを見てさえいなかった。実にどうでもよさげに、ついには実況席に足まで上げて、横おう柄へいな態度でベラベラと喋る。

「選手になって、勇者を試合中に殺すか？　ありっちゃありだけど……勇者と当たれるかどうかは運だしなぁ。下手すると、セシリアみてぇに、勇者じゃないのに馬ば鹿かみたいに強いヤツとかとぶつかって、自分がやられちまう可能性だってある。事実、最初魔人と疑われてたフルンなんかは、能力云うん々ぬん以前の問題でやられちまったわけだし。大会利用する上で、選手っつう位置は、よくよく考えると、超ちよう効率悪わりぃよなぁ」

『おっと、ここでトオル選手、攻こう勢せいに出ました！』

「しかしそうは言っても、じゃあ他に大会利用するいい手があるかって話だ。ああ、実行委員長とか手て駒ごまにして、上手いことトーナメント操作するか？　うん、惜おしいとこいっている気はすんだけど……でも、それでも試合内容は結局ガチにならざるを得ねぇしなぁ」

『しかしセシリア選手、難なくこれも捌く！　最早実力差は圧倒的か！』

「いやでも、これぐらいが妥だ協きよう点か？　試合内容まで操れる立ち位置なんて、どこにもねぇもんな。……いやいや待てよ？　でも今回の魔人の能力って、『人を操る』だったよな？　だけど人形で人を操るだけの能力でそこまでは──

　とかって考えたところで、俺達はふと気付いたわけよ。いや、そもそも、なんで俺達ぁ魔人が『人形で人を操る』って思い込んでいたんだって。それは、フルンがこれみよがしに使ってたせいだ。でも待てよ？　フルンこそが操り人形だったんだと考えられる今……この『人形で人を操る』っていう前提、まるで意味なくね？　いやいや、それどころか、超きな臭くせぇ情報だよな、これ。だってフルンこそが操り人形なんだったら……その露骨な人形遣つかい的設定も、明らかに、魔人側の用意したダミーだろうし。つまりは……」

『トオル選手、流石さすがに動きが鈍にぶってきたかぁ⁉』

「つまりは、魔人の能力は、『人形で人を操る』じゃあ、ねえってことだ。じゃあ、実際は何で操っているのか。そこで思い出したいのが、ルビー・シャルロとフルンの試合だ。あれは一見、人形で操っているように見えた。でもよく考えると、盾たてを落とす行こう為いとか、最後の腹殴なぐる行為とかはさておきよ……人形の手足をちょいちょい動かさせて、『鎧よろい脱ぬがせる』って行為は難易度高すぎんだろ。だってあれヒモ緩ゆるめたりとかで、指先結構使うぜ。女騎き士しモノのエロ本好きの俺が言うんだから間違いねぇよ。あれ脱がせるための操作インターフェースがボロい人形って、結構無理あると思うんだよな」

『ここに来て、二人は力でも拮きつ抗こうし始めました！　これはいよいよ──』

「じゃあ実際なんだったのかって話だよ。人形関係ないなら、あの場に他にあった『指示』って何だ？　少なくとも、目に見えるものじゃなかった。しかも、そんなに複雑な指示を出さなくても、上手いこと操れる『何か』。試合中、モロに『指示』『命令』していても、誰だれにも特に見とがめられない、そんな便利な何かって……一体なんだろうなぁ？」

『おっとセシリア選手、ついに仕し掛かけ始めました！　超速の連撃が繰り出されます！』

「一体、何で人を操る能力を持っていて、さらにどの立場に居座ると、大会どころか試合全体まで見事に操作して、自分の都合のいい結果を生み出すことが出来るのか。うーん、なあ、俺達と一いつ緒しよに考えてくれねぇかな？　ウィルさん。いや……」

『トオル・ミカミ選手、これは危険な一撃をもらっても仕方ない場面──』

　あくまで実じつ況きようを続けるウィルに。

　ファルディオは一いつ拍ぱく置いて……表面上は気軽に見せながらも、実は内心全力でびびりながら……どうにか、その、核かく心しんに迫る一言を、告げた。




「闘技大会の全すべてを見守る『言葉』のプロ、司会実況のウィル・イグニールさんよ？」




『────』

　瞬しゆん間かん、今までどんなことがあろうと常に続いていた饒じよう舌ぜつな実況がぴたりと止まる。

　そしてその事実こそが……なによりも雄ゆう弁べんに、真実を、物語っていた。




　　　　＊




　ウィル・イグニールがマイクのスイッチを一いつ旦たん切り、ファルディオの方を振ふり返る。そこには、既すでに「お調子者司会者」たる空気は微み塵じんも感じられない。まるでよくできた蠟ろう人にん形ぎようの様な、生命を感じさせない、気味の悪い表情。

　ファルディオは思わず視線を逸そらし、ちらりと舞ぶ台たいの様子を窺うかがう。

　司会実況の声が止まったことに観客達は幾いく分ぶんどよめいたものの、先にファルディオのマイクが壊れた一件があったせいか、勝手に故障と解かい釈しやくしてくれた様だった。なによりも、舞台で繰り広げられているトオルとセシリアの試合に観客達の目は釘くぎ付づけで、こちらのことなどまるで気にかけていない様子だ。

　セシリアに幾分手加減じみたものが見られるとはいえ、やはりそこは、今大会最高レベルの戦い。決勝トーナメントを筆頭に不ふ甲が斐いない試合が多かった中では、充分観客を魅み了りようする戦せん闘とう風景だった。

　二人の戦いに気持ちを押され、ファルディオは不気味なウィルに心底戦せん慄りつしつつも、腹を括くくって、あえて余よ裕ゆうの態度を崩さずに続ける。

「おっと、馬鹿なこと考えんなよ。見ろよ、俺の後ろ」

　くいっと親指で背後を指す。そこには、観客に紛まぎれた服装をしながらも、見れば明らかに一いつ般ぱん人のそれではないオーラを漂ただよわせた男性六名ほどが座っていた。

　ちらりとそれらを確かく認にんするウィルに、ファルディオの頭上でお菓か子しを食べ切ったルウが、げぷっと息を漏もらしてから告げる。

「神しん剣けん騎き士し団からフルンを引き取るために派は遣けんされてきた、精せい鋭えいの皆様ですぞ。本日の到とう着ちやく早々、事情を説明して協力頂いております」

「てめぇを取り押える準備は、既に万ばん端たんだっつうことだ」

「…………」

「そして、推理の確証を得た今、すぐにでもてめぇを取り押さえるつもりだ。変に抵てい抗こうとか、すんじゃねえぞ。そうなると、こっちだって、お前の生死構ってらんねぇからな」

「……ふむ」

　精せい一いつ杯ぱい去勢を張って告げたファルディオの脅おどし文句にも一いつ切さい動じず、ウィルは足を組んで顎あごに指をやり、極きわめて冷静に、そしてどこか嬉うれしそうに応じる。

「なるほど、これは意表を突つかれた。ははは、やはり凄すごいな人間は。オレは自分が恥はずかしいよ。これこそまさに、井いの中の蛙かわずというヤツだな。オレは、自分のことが相当に狡こう猾かつな生き物だと自負していたが……成なる程ほど、流石人間。ケタが違ちがう」

「な……てめぇ、状じよう況きよう分かっているのか──」




「ああ、ファルディオ・メルクリウス。舌を嚙かみ切ってみてくれないか？」




『⁉』

　突とつ然ぜん脈みやく絡らくなく放たれた呪じゆ言げんに、ファルディオ自身は勿もち論ろん、ルウ、そして神剣騎士団員達にも戦慄が走る。

　ファルディオは心臓をばくばくさせながらも、しかし、「想定通り」自分がなんでもないことを確認すると、「へへ……」と精せい一いつ杯ぱい動どう揺ようを取り繕つくろって笑った。

「お、お、俺様にはそんな能力、き、効かねぇぜ。は……はっはっは」

「ほう。予想はしていたが、これは驚おどろきだな。どういうカラクリだ？」

　心底感心したという様子のウィルに、ファルディオは少し得意顔で続ける。

「それは、てめぇの能力の術式を、俺が既に見切っているからさ。はっはっは」

「術式？　この能力にそんなものは……」




「フルネームで始まり、疑問系で終わる。それが、てめぇの能力が発動する条件だ」




「！」

　ここに来て初めて、ウィルが本当に驚いた様子で目を見開いた。その様子を見て、ルウが思わず呟つぶやく。

「まさか本当にファルディオの推理が正解とは……ことこういうことだけにおいては、ファルディオは頭が切れるのですなぁ」

「こういうことだけってなんだよ！　俺はいつでもクレバーだっつうの！　まあとにかくだ。大魔導師の俺様に、この程度の能力が見み抜ぬけねぇとでも思ったか、はっはっは！」

　ファルディオの不ふ遜そんな態度に、しかしウィルは素す直なおに頷うなずく。

「いや本当に驚いたな。まさかそこまで見抜かれているとは」

「まあ俺達はずっと試合観戦してたからな。多少なりとも違い和わ感のあった試合における、てめぇの言動と選手の動きを思い返せば、答えは簡単だったさ」

「そういうものか」

「ああ、そうだ。例えば……誰かに攻こう撃げきを受けて欲しい時は、こうだ。『おおっと、○○○（フルネーム）選手、この一いち撃げきはかわせそうにないかー⁉』。逆に誰かに仕掛けて欲しいときは、『○○選手、遂に必殺の一撃を繰り出すのかー⁉』。ポイントは、疑問系であること。露ろ骨こつに意識を操る催さい眠みん術じゆつというよりは、自発的に行動を促うながす暗示に近いんだろうな。だから基本、操られている選手自身にも自覚はねぇ」

「見事なものだな。そこまで分かるのか」

「ただし例外が二つ。一つめは、その場で取るにはあまりに不自然な行動を命令された時。ルビー・シャルロの装備解除がそうだ。ああいう、あからさまに本人の意志と違う動きの命令には、当然本人に違和感がある。そしてもう一つの例外は……フルンに対するそれのように、心まで完全に支配下に置く強力な暗示のケースだ。しかしこれは、操る側、操られる側双そう方ほうに負荷が高いと思われる。フルンの目が異常に充じゆう血けつしていたってのがいい例だ。操る側にしても、細かい立ち振ふる舞まいまで指定するのは骨が折れるだろう」

　ファルディオの推理に、ウィルは嬉しそうに「そうそう！」と手を叩たたいた。

「分かってくれるかい？　あれホント大変なんだよねぇ。事前に大量の命令を仕込んでおくんだけどね。能力を割さく量もさることながら、結局どうしたってイレギュラーには対応出来ない人形だからさ、闘とう技ぎ大会勝ち上がらせるのとか、超ハードなんだよこれが」

「決勝トーナメントに、妙みように『本来なら弱い選手』が勝ち残ったのもそれが理由だろ？」

「ああ、フルンに勝ち上がってもらわなきゃいけないからね。そういう意味じゃ、セシリア戦の件は本当に痛かったよ。まさか実況する暇ひまもないとは」

「しかも下手に弱い奴やつばっかり残しすぎたもんだから、フルンという手て駒ごまを失った後、他の選手を利用しようにも、実況によるそれとなくのフォローのみじゃ、とてもじゃないが、勇者たるトオルに『致ち命めい傷しようを負わせる』のが至難の業わざになってしまった。結果お前が最後の手段としてとった作戦は……」

「セシリア・シヴィルとの対戦カード。いやぁ、しかしこれはホントに失敗したよねぇ。こんなことなら、一回戦はグランとぶつけるべきじゃなかったなぁ。トオル・ミカミが勇者であることを手っ取り早く確認しようと焦あせった結果だよ。おかげで彼を殺せそうな人材がセシリアしかいなくなっちゃった。仕方ないから、決勝トーナメントじゃオレ、能力使ってそこそこトオルをサポートしてたんだよ？　途と中ちゆうで負けられちゃ敵かなわないもんな」

　やれやれと、まるで友達に世間話をするテンションで話すウィル・イグニール。

　ファルディオ達は話せば話すほど不安が募つのり、この余裕の態度には何か秘策がありそうだ、早く捕つかまえなければと焦るものの……そう思えば思うほど、逆に、そのウィルが隠かくしている気がする「秘策」の影かげに怯おびえてしまい、結果、ずるずると会話だけが引き延ばされていってしまう。

　ウィルが、ふと思い出した様子で「そうそう」と切り出してきた。

「すっかり忘れてたけど、それで、どうしてオレの能力がキミには効かないんだい？」

「あ、ああ、それか。んなもん、簡単だよ。そのまんまだ」

「そのまんま？　それはどういう……」

　首を傾かしげるウィルに。ファルディオはニィッと笑って、告げる。




「俺の本名は、ファルディオ・メルクリウスじゃねえからな」




「……なんだって？」

　ぽかんとするウィル。ファルディオは自じ嘲ちよう気味に「ははは」と笑った。

「メルクリウスってのは、実際、俺が便べん宜ぎ上じよう、勝手に名乗っているミドルネームさ。自分でつけただけに、人様にそれ単体で呼ばれるのは気き恥はずかしくて嫌きらいなんだけどよ。まさかこんなとこで役立つとはな。糞くそ親父おやじ様々だぜ」

「糞親父？」

「……いや、なんでもねぇ。とにかく、俺の本名知らねぇお前は、俺に能力使えねぇよ。だからこそ、俺がてめぇと直接対決の役割仰おおせつかってんだ。当然、今日到着したばかりの背後の騎き士し達の名前なんざ、てめぇが知るはずもねぇよな？」

「……はははっ！　やっぱり凄いなぁ、人間は！　その狡猾さたるや、オレなんか足あし下もとにも及およばないよ！」

　ファルディオの言葉に、ウィルはゲラゲラと腹の底から笑った後、目め尻じりの笑い涙なみだを拭ぬぐいながら、もう一つ訊たずねて来る。

「じゃあついでにもう一つ訊きくけどさ。彼ら……トオルとセシリアに、この試合、オレの能力がまるで通じなかったのはなぜだい？」

「ああ、それなら、もっともっと簡単なからくりだぜ。なんせあいつら今、そもそも……」

「そもそも？」

　首を傾げるウィルに、ファルディオは──自身の耳を指差し、ニヤッと笑う。




「実じつ況きようを聞くための、『鼓こ膜まく』が、ねぇからな」




「──へ？」

　キョトンとするウィル。ファルディオは試ためしにとばかりにウィルの前にあったマイクのスイッチを入れ、会場全体に響ひびき渡わたる音量で叫さけぶ。




『やーい！　セシリアのショタコーン！　やーいやーい！　ばーかばーか！』




　会場全体がギョッとして実況席の方を見る。しかし、罵ば倒とうされた当人……セシリアは、まったく無反応で、試合を継けい続ぞくしていた。トオルもまたしかりである。

　ファルディオはマイクのスイッチを切ると、ウィルに向き直る。

「試合直前に、二人に『ハイクオリア』をかけておいたんだ」

「ハイクオリア？」

「体の一部を代だい償しように、感覚を強化する魔ま法ほうさ。おっと、ドーピング行こう為いじゃねえぜ？　二人共にかけているし、強化したのも味覚だ。その代わりに──鼓膜を、代償とした」

「……じゃあ、今日のインタビューが無視されたのも……」

「ああ、単純に聞こえてなかったからだ。俺が解説引き受けたのは、あの場面をフォローするためでもある」

「…………」

「で、そのまま試合見守ってたら、まあ案の常、アンタはバシバシ、セシリアを使ってトオルに致命傷負わせてやろうっつう指示を出しまくるわけよ。どうせ、大会関係者利用して、セシリアの武器に緩かん衝しよう魔法かけてなかったりするんだろう？　流石さすがにそれ自体は確かく認にんも、止めることも出来なかったけど……そこは、セシリアが本気で打ち込まないことで解決済みだ。おかげで、若じやつ干かん見み応ごたえのない試合にはなっちまったがな」

「……まったく、見事なもんだね。降参だよ、降参」

　ぴゅーいっ、と口笛を吹ふいて、実に気軽な様子で両手を上げるウィル。背後に控ひかえていた騎士達は一いつ瞬しゆん躊躇ためらったものの、しかし特に何かを仕し掛かけてくる様子もないと見てとると、全員でウィルに駆かけ寄り、彼を捕ほ縛ばくした。

　近くの観客達が何事かと見守る中、ウィルは後ろ手にしっかりと腕うでを縄なわで縛しばられ、周囲を騎士に囲まれるカタチで連行されていく。

　その様子に、ハイクオリアで鼓膜を消されていたセシリアも気付いたらしく、試合を中断し、トオルと共にファルディオ達を見上げていた。

「へへっ」

　ファルディオは事件が一段落したことにホッと胸を撫なで下ろし、ぐっと親指を立てて、二人に応じる。ルウが頭の上でめでたそうにくるくると飛び回る中、舞ぶ台たい上の二人も安心した様子で笑え顔がおを──




『おおっとぉ、セシリア・シヴィル選手！　まさか本気でトオル選手を殺害しようというのかぁ⁉』




　──刹せつ那な、会場に響き渡る、ウィルの実況解説。ファルディオやルウは勿もち論ろん、観客全員がぽかんとする中、舞台上では……。

「うわぁっ⁉」




　トオルが、二の腕からぼたぼたと真っ赤な血を流し、激しく呻うめいて倒たおれ伏ふしていた。




「トオル⁉」「ご主人⁉」《⁉》

　慌あわてて実況席から身を乗り出すファルディオ。彼が青ざめた表情で見つめるその先では。今まさに、倒れたトオルに向かってセシリアが剣けんを振ふり下ろそうと──

「っ！　《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》」

　ルウが実況席から菓か子し屑くずをセシリアの瞳ひとみに向かって飛ばす！　セシリアはしかしそれを見もせずに剣で全すべて打ち落とすも、その隙すきに──

「くっ」

　トオルは右みぎ腕うでを押さえながら跳はね起きて、思い切り跳ちよう躍やくしてその場を大きく離り脱だつする。

　最悪の危機こそ脱だつしたものの、今大会で初めて流された血に会場全体が異様な緊きん張ちように包まれる中、ファルディオはキッと振り返り、呆ぼう然ぜんとする騎士団員を搔かき分けてウィルの胸むなぐらを摑つかみ、鬼き気き迫せまる表情で怒ど鳴なりつける。

「てんめぇ！　一体なにしやがった！　ああん⁉」

　ファルディオの剣けん幕まくに、ウィルはニタァと邪じや悪あくな笑みを浮うかべて応じた。

「なにって、キミらが何から何まで完全に看破している、オレの能力を使っただけじゃないか。何を今いま更さら慌あわてているんだい？　おかしいなぁ、人間は」

「何が能力だ！　今あいつらには鼓膜がねぇっつうのに、なんで──」

　そこまで言って、ファルディオはハッとする。摑んだウィルの襟えりの内側に、小さな、マイクの様なものが仕込まれているのが見えた。どうやらそれで実況を行ったらしい。しかしそれだけでは──。

　ファルディオが考える間にもウィルはニタァと口を開き、続けようとする。

『トオル・ミカミ選手、次の一撃はとてもさけら──』

　ファルディオは咄とつ嗟さに彼の襟についた装置を乱暴に毟むしり、地面に叩きつけて破は壊かいした。

　ウィルがどこか他人ひと事ごとの様に残念がる。

「あー、惜おしかったなぁ。もうすこしで、完かん璧ぺきなチェックメイトだったのに。いやはや流石だね、大魔導師君も、そこの使い魔君も。特筆すべき頭の回転の速さだ」

「てめぇ……！　これは、なんだ！　答えろ！　おい！」

「まあまあ、焦るなよ、ファルディオ。ここはゆっくりと、彼らの試合でも見ながら歓かん談だんを──」

「ハイクオリア！」

　ファルディオは叫ぶ様に呪じゆ文もんを唱えると、そのままの勢いでウィルの首筋を乱暴につねった。直後──

「ぎぃっ──⁉」

　今までの余よ裕ゆうの態度はどこ吹く風、たったそれだけの攻こう撃げきに、異様なほど苦く悶もんの表情を浮かべて体をばたつかせるウィル。騎士団員がそれを必死に押さえる中、ファルディオはさらに顔を近づけて脅おどしつける。

「てめぇの痛覚を極限まで強化してやった。答えろ。何をした？」

「……ひ。ひひっ、ははっ、自分で考え──」

「おら」

　さらに首筋の皮を捻ひねるファルディオ。ウィルは金切り声を上げて叫ぶも、しかしギリギリ意識を失わないところで、ファルディオは手を離はなす。

「ちゃんと答えねぇと、失神もさせてやらねぇぞ。おい。答えろ。何をした？」

「ひ……こ、こつ……こつ、でん──」

「よし充じゆう分ぶんだ」

　瞬しゆん間かん、ファルディオはパンッと彼を手の甲こうで平手打ちし、失神させる。そして次の瞬間には、もう魔人に興味を失った様子で、実況席のマイクを手にとり、セシリアとトオルの二人にかけたハイクオリアを解除しながらも、舞台上で距きよ離りを取って睨にらみ合う二人に対して、叫んだ。

『トオル、よく聞け！　セシリアは敵の能力に掛かかった！　予定は変へん更こう！　トオルは今すぐ逃にげろ！』

「ええっ⁉　ちょ、能力に掛かったって、一体なんで──」

　戸と惑まどった様子でファルディオの方を見上げ、逃げる素そ振ぶりを見せないトオル。ファルディオはチッと舌打ちした後、端たん的てきに説明した。

『骨伝導って奴やつだ！　今年の大会から導入された、今てめぇらの耳についているそれに、奴が何か細工しといたんだろう！　奴の襟に忍しのばせた通信装置を使った際は、骨伝導の方でも音声が伝わる様にでもなってたんだ！　ちくしょう、なんつう狡こう猾かつさだよ！』

「こつ……コツ殿でん堂どう？　なにそれ、ゲームの小技紹しよう介かいコーナーか何か……」

『ああ、もう！　勉強不得意なガキは黙だまってろよ！　とにかくすぐ逃げ──』

　そう言いかけたその時、セシリアが、目にも留まらぬ速さでトオルの懐ふところへと飛び込む！

「くっ──」

　トオルはそれをなんとか剣で受けるも……殆ほとんど、偶ぐう然ぜんみたいな防ぼう御ぎよだった。瞳がぼんやりと充じゆう血けつして赤いセシリアと剣を合わせながら、トオルが独り言の様に応じる。

「は、はは……ねぇ、知ってる、ファルディオ？　ぼくの世界にある、ＲＰＧっていう、擬ぎ似じ的に冒ぼう険けんの旅をするタイプの娯ご楽らく媒ばい体たいじゃね……」

　ぐぐぐとセシリアの剣を必死に受けながら……トオルは、泣きそうな声を、漏もらした。




「実力差のあるボス相手じゃ、絶対逃げられないんだよ。……どちらかが死ぬまで」




《…………》

　事情が全く分らない観客達までもが……トオルの絶望的な泣き言に、ごくりと、息を吞んだ。





ミカミトオル






「く……！　だぁぁぁああああああああああああああああああああ！」

　力任せに剣を振り、どうにか、体重の軽い師し匠しようを思いっきり吹き飛ばす。しかし師匠は空中でくるりと一回転すると、鮮あざやかに舞台へと着地し、再び剣を構えた。

　会場全体が異常事態にどよめく中、ぼくは二の腕の傷をさする──と。

「（あれ？　血で濡ぬれて……ない？）」

　気付けば、いつの間にか血が止まっていた。それどころか、血の形けい跡せきさえない。服こそまだ破れているものの、傷さえそこにはなく……。

「（そういえば、《シュ・ロッカ》の時もそうだったな。傷はいつの間にか癒いえてた上に、服も直ってた。代わりに、少し体力が落ちて……）」

　師匠と睨み合いながらも、ぐーぱーと握あく力りよくを確認してみる。……うん、心なしか、普ふ段だんより勇者の力が弱い。これは……。

「（ルウが、この世界のぼくの体は魂たましいが実体化して、どうたらこうたら言ってたけど……それかな。怪け我がをすると、すぐ治るけど、その分体全体としては力を消費するんだ）」

　でも師匠相手には、パワーが必要なわけでもないから、そう問題でもないか。

　ぼくは構え直すと、師匠の攻撃に備えた。……師匠の目がやや赤い。それに全然喋しやべらない。どうもルビーさん達より、フルンに掛かってた能力のそれに近い状態のようだ。完全に、ぼくを殺すことだけを目的とした戦せん闘とうマシーンになってしまっている。

　そのせいなのか、師匠はどうも必殺の一いち撃げきばかりを狙ねらってきているみたいで、中々打ち込んでこない。

　膠こう着ちやくする状じよう況きようの中、ファルディオが実じつ況きようのマイクを通して喋ってくる。

『トオル！　試合は中止だ！　もう敵は確保してんだし、今すぐ舞台に応おう援えんを入れて──』

「駄だ目めだよ！」

　ぼくは師匠を見たまま、叫さけんでファルディオを牽けん制せいする。納なつ得とくのいかない様子のファルディオに、ぼくは続けた。

「自うぬ惚ぼれに聞こえるかもだけど……今この会場で、師匠と多少なりともまともにやりあえる実力があるのは、ぼくだけと思う！　下手に応援なんて入れたら、それこそ大惨さん事じだよ！　今の師匠なら、ぼくを殺すためなら、その障害は全て一いつ切さいの躊躇ためらいもなく斬きり捨てるよ！　そんなのは、絶対駄目だ！」

『け、けどよぉ……っ⁉　トオル、前！』

「⁉」

　ファルディオとのやりとりに意識が少し傾かたむいてしまったその瞬間を狙って、師匠が高速で飛び込んでくる。ぼくは慌てて剣を構えるも、しかし、とてもじゃないけど防御が間に合わない──

〈ガキンッ！〉

　──と思われた、その刹那。師匠の攻撃はぼくに届くことなく、防がれた。

　突とつ然ぜん、ぼくの前に観客席から飛び込んで来た……その、巨きよ体たいの人物によって。

　観客含ふくめて全員が呆然とする中……その人物は……ぼくを、ちらりと振り返って、巨体に似合わない優やさしい声こわ色いろで、抗こう議ぎしてくる。




「……ボウズ。今この会場で、剣つるぎの舞まい姫ひめとまともにやりあえるのが自分だけだなんて……随ずい分ぶんと、思い上がりが過ぎるんじゃないか？」




「ぐ……グランさん⁉」

「ふんっ！」

　彼は師匠の攻撃をその大おお振ぶりの鎚つちで受け切ると、ぼくよりもさらに大きく、師匠を吹ふき飛ばした。当然師匠は身軽にダメージもなく着地するものの、警けい戒かいした様子で、自分からさらに距離を取る。

　ぼくはグランさんの隣となりに並んで構えつつ、訊たずねた。

「え、ど、どうして、グランさんが……。誰だれかに、事情を聞いたんですか？」

「事情？　おいおい、自分の目の前で子供が命の危険にさらされている。……人を助けるのに、これ以上まだ何か理由がいるのか？」

　かっけぇぇぇぇぇえええええええええええええ！　グランさん、超ちようカッコ良かった！

　ぼくがキラキラとした羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめていると、グランさんは少し頰ほおを紅あかくして、「油断せずに構えろ、ボウズ」などと無骨に告げる。な、なんてカッコイイ大人なんだ、グランさん！　しばらくファルディオが保護者だったせいか、なんか超感動だよぼく！

《……わぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああ》

　気付くと、ぼくだけじゃなく、会場全体が盛り上がっていた。……どうも、グランさんの登場によって、逆に見世物感が出てきてしまったらしい。このマジでヤバい状況が多少なりとも分かっている人と分かっていない人が混在する会場の中、ぼくとグランさんは挨あい拶さつもそこそこに、表情を引き締しめて師匠と向かい合う。

　師匠が再びぼくに狙いを定さだめて構えを取る中、グランさんが呟つぶやいた。

「しかしすまないが、私をアテにするな、ボウズ。情けない話だが、私は彼女より弱い」

「そんなの、ぼくだってそうです」

「……もう少し言えば、現状、ボウズと二人がかりでも、勝てるイメージが湧わかない」

「……ぼくもです」

　会場の盛り上がりに反して、ぼくらは緊きん張ちように冷ひや汗あせを搔かく。今の、「試合」ではなく「人殺し」のみに注力した師匠には、それだけの迫はく力りよくがあった。

　師匠が再びぼくに向かって飛び込んで来る。「させるかっ」とグランさんが鎚を振るも、師匠はなんなくそれを飛び越こえ、ぼくに迫せまる。しかし、グランさんのおかげで一瞬の余裕が出来たぼくは、今度こそきっちりと正面から師匠の剣けんを受け止めた。しかし……。

「く……」

　すぐさま、師匠の二撃目が繰くり出される。間かん一いつ髪ぱつこれも受け切るも、もう一撃来るとまずい──というところで、タイミング良く、彼女の背後からグランさんが鎚を振り下ろした。しかし師匠は背中に目でもあるのか、ひらりとそれをかわして距離を取り直す。息一つ切らしていない彼女とは対照的に、ぼくとグランさんは、額にびっしりと粘ねばっこい脂あぶら汗あせをかいていた。

「師匠……ちょっと、反則すぎや、しませんか？」

「同意だ、ボウズ。あの強さは……ない」

　グランさんが珍めずらしく泣き言を言う。それほどに、状況は厳しかった。師匠は確かに体は華きや奢しやな女性で、ぼくやグランさんなら、一撃まともに入れられれば充じゆう分ぶん無力化出来そうなのだけれど……そのたった一撃さえ、入れられない。入れられる気がしない。

　そして、さらには……。

「（ぼくもグランさんも……やっぱり、どこか、最後の最後で、遠えん慮りよしちゃうんだ）」

　正直そんなこと言っている場合じゃないのは百も承知しているけど、それでも、師匠の華奢な体にぼくやグランさんの怪かい力りきで一撃入れることへの無意識的なストッパーは、どうしても外せなかった。ぼくの武器は緩かん衝しよう魔ま法ほうがかかっているから、まだ大だい丈じよう夫ぶだとは思うんだけど、そうは言われても、剣というものの鋭するどい形状はぼくを激しく不安にさせる。

「（くそ、これだったら、棍こん棒ぼうとかにしとけば良かったよ！）」

　今いま更さら言っても後の祭りだ。まさかこんな状況になるとは思いもしないし。

　ファルディオとルウが歯ぎしりし、会場が不思議な熱ねつ狂きように包まれる中、ぼくらの死し闘とう──いや、防戦が続く。

　もう何度目になるか分らない師匠の必殺剣を凌しのぎ切ったところで、ぼくは汗を拭ぬぐいながら考える。

「（洗脳されている影えい響きようか、師匠の攻こう撃げきは『一撃必殺』を狙い過ぎてて酷ひどくワンパターンだ。そういう意味じゃ、普段の師匠よりは、全然読みやすい。これなら……）」

　そこまで考えたところで再び飛び込んできた師匠の剣を受け、グランさんに攻撃してもらうもかわされ、師匠が先にグランさんを排はい除じよしようと剣を振りかぶったところでぼくが攻撃を仕し掛かけて気を逸そらす……という動作を繰り返しながら、さらに考える。

「（あと一つ……あと一つ、何か、ぼくらの有利に働く要素があれば……！）」

　時折ルウが観客席から、敵の目に向かって小さな物を飛ばす能力《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》で援えん護ごしてくれてはいるものの、それも師匠ほどの実力者相手には、殆ど意味をなさない。

　もっと何か違ちがう……単純に、師匠とまともにやり合うぼくらの力が、ほんの少しでも底上げされるような、そんな要素があれば──

「……ルさん！………………オルさん！…………」

「ん？」

　今、歓かん声せいの中から、何か、妙みように懐なつかしい声が聞こえた気がする。しかし、師匠との睨にらみ合いの最中に、視線を逸らすわけにもいかない。ぼくは空耳だと断定すると、意識を集中し直して──

「トオルさん！」

「⁉」

　いややっぱり聞こえた！　懐かしいというか……めちゃくちゃ聞き慣れた声が！

　ぼくは「すいません！　少しだけお願いします！」とグランさんに断りを入れると、さっと会場に視線を巡めぐらし、声の主を探した。──と、自分のすぐ背後、観客席の最前列から身を乗り出すようにして叫ぶ、緑みどり髪がみの、ルザル市民らしくない牧歌的な衣い装しように身を包んだ、凄すごく可愛かわいらしい少女が──

「って、サクヤ⁉　なんで⁉」
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　愕がく然ぜんとして、舞ぶ台たいを降りて客席近くまで駆かけ寄る。

　グランさんが師匠と打ち合うのを気にしつつサクヤの近くまでいくと、彼女はなにやら、必死な様子で、白い布に包まれた棒状の何かを差し出していた。

　挨拶している暇ひまなどないため、訳が分らないながらもそれを受け取るぼく。

　サクヤもまた状況はなんとなく察しているらしく、極限まで削そぎ落とした言葉で、的確に説明をしてきた。




「そ、それ！　エイリさんの！　武器！　届けに！　トオルさん！　だから……」




「っ！　分かった！　ありがとうっ、サクヤ！」

　即そく座ざに状況を理解し、武器を受け取って舞台へと舞まい戻もどる。そこでは、今まさに、グランさんが師し匠しようから一撃をもらって片かた膝ひざをついてしまっていた。

　グランさんの決死の攻撃に、一度引く師匠。その隙すきにグランさんのもとへと駆け寄ると、彼は苦しそうな顔で呻うめいていた。

「グランさん⁉　大丈夫ですか⁉　一体どこを……」

「あ、ああ。いや、腹をちょっとな……すまない」

「そんなの気にしないで下さい！　それよりグランさん、お腹なかは大丈夫……」

「ああ、いや……」

　そこで、グランさんはなぜか気まずそうな表情を見せる。ぼくが首を傾かしげていると、グランさんは……顔をそっと逸らして、続けてきた。




「その……以前ボウズに掌しよう底ていで散さん々ざっぱらやられた箇か所しよが、酷く、痛んでな……」




「…………」

「…………」

「ぐ、グランさん！　い、今まで、ありがとうございました！　ここからは、ぼくに任せて下さい！」

　新武器の包みを見せながらニカッとぼく。グランさんも、ぎこちなく笑う。

「あ、ああ。じゃあ……お手並み拝見といかせてもらうぞ、ボウズ！」

「は、はい！」

　とりあえず、彼のお腹の怪け我がの原因の件には触ふれず、グランさんを庇かばうようにして、師匠と向かい合うぼく。

　師匠は、ぼくの持つ布包みに少し警戒した様子を見せる。ぼくは……元々持っていた剣を舞台脇わきに放ほうると、代わりに布から飛び出た新武器の柄えの部分を握にぎり……そして、一息に、布を取り払はらった。

　そこから、現れたのは──

「おおっ！」

《…………》

　テンションの上がるぼく！　対照的に、なぜか白けた空気の会場。

　しかしぼくは、そのフォルムにうっとりとした。

　メタリックな外観。それでいて柔やわらかさを持ち、わずかにしなる作り。

　とても持ちやすい柄から、鍔つばを挟はさんでその先に伸のびるのは、まさしくぼくが心底待ち望んだ形状。つまりは──




　棒。




　太い棒。至し極ごく単純で、洗練されたそのフォルム！

　ぼくは思わずそれに、馴なれ馴れしく頰ずりをしてしまった！

「やったぁ！　これだよ、これこれ！　ぼくが一番使い易やすいカタチは、これなんだ！」

《…………えー》

　会場全体が、ついには声にまで出して落らく胆たんする。な、なんだよ！　棒の、何がいけないんだよ！　こう見えて、この形状、凄く凄く戦いやすいんだからね──

「危ないっ、トオルさん！」

「っ」

　サクヤの声でハッと我に返り、いつの間にか飛びかかってきていた師匠の攻撃を受け止める。そしてそのまま、鍔つば迫ぜり合いにはならず、師匠は二撃目、三撃目と矢や継つぎ早ばやに打ち込んできた。……ついさっきまでなら、グランさんの協力を得てなんとか凌しのいだ攻撃。しかし、よく手に馴な染じんだ形状の武器を手にした、今なら……。

「よっ、はっ、せいっ」

《⁉》

　師匠の連続攻撃を完全にいなし切るぼくに、会場全体が息を吞む。驚おどろいたのは洗脳されている師匠も同様で、一いつ旦たん様子を見るために彼女の方から離はなれようとするも……ぼくはその隙を見み逃のがさず、今度はこちらから攻撃に転じるため、思いっ切り飛び込んだ。

「⁉」

「やぁぁぁぁ！」

　動どう揺ようする師匠に対し、全力で棒を打ち込む。また、この形状のおかげで、ぼくの中から攻撃への遠慮が薄うすれ、今までよりも強い力を込こめて攻撃が出来ていた。

「く……」

　ぼくの想定外の腕わん力りよくに、剣で受けながらも呻く師匠。そのまま数発矢継ぎ早に打ち込んで攻こう勢せいに出ていると、静まりきった観客席の中から、サクヤの声が響ひびいてきた。

「トオルさん！　その武器の刀身部分には、柔らかく頑がん丈じようで特とく殊しゆな金属と、そして……そして、例の『ミョルニルハンマー』の素材が練り込んであります！」

「っ！　それってつまり！」

　応じながら、今度はそれを意識して、先程よりもさらに思いっきり、師匠に棒を打ち込んでみる──と。

〈バチッ〉

　師匠の剣と棒の触れ合った箇所から、魔法によって派手に可視化された電でん撃げきが発生し、それが師匠の剣を伝って──

「くっ！」

　彼女の体を、一いつ瞬しゆんだけ痺しびれさせる。師匠はすぐに跳はねてぼくから距きよ離りを取ると、警けい戒かいした様子でぼくの武器を見つめた。

　サクヤが、客席から説明を続ける。

「素材の配合率上、ミョルニルハンマーより発生する電撃量は少ないです！　しかもその性質は、全すべての衝しよう撃げきを電撃に変へん換かんするわけじゃなく、トオルさんが攻撃する上で、必要以上の衝撃を、強すぎないほどの電撃に変換するだけという効果にマイナーチェンジされてます。これは一見弱体化のように聞こえますが、でもつまりは……」

「ぼくが人間相手に全力で打ち込んでも、相手を死なせないですむ配はい慮りよ！」

「その通りです！　その名も、ミョルニルロッドです！」

　サクヤの言葉にぼくはついに、完全に攻撃への遠えん慮りよを払ふつ拭しよくされ、棒を──ミョルニルロッドを構え直す。そうして、師匠が再び必殺の一撃を狙ねらい、高速で飛び込んでくる中……ぼくは、こちらからも、師匠へと向かって思いっ切り飛んだ！

「だぁぁぁぁああ！」

「⁉」

　驚く師匠と、舞台中央で武器を激げき突とつさせる。瞬間、当然ながら──

〈バチバチバチ！〉

　ミョルニルロッドから電撃が発生し、師匠の剣を伝う！

「ぐ……」

　柄に巻かれた革によって多少は威い力りよく減げん衰すいされたものの、それでも師匠の動きは一瞬止まった。その隙をついて、ぼくは──

「でやぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　その、渾こん身しんの一撃を。

　エイリさんの作ったこの武器を信しん頼らいし、一いつ切さいの、遠慮なく。

　スポーツチャンバラと師匠の修行で培った、全ての技術を用いて。




　彼女の胴どう体たいへと、叩たたき込んだ。




　瞬間──

〈バリバリバリバリバリッ！〉

「ああぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　師匠の体をミョルニルロッドから直接電撃が伝い、彼女を激しく痙けい攣れんさせる。

　そうして、会場の全員が無言で見守る中。師匠は、舞台に見事に着地──はせずに、そのまま、パタンと、意識を失って舞台中央に倒たおれた。
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　……圧あつ倒とう的な、静せい寂じやくの中。

　突とつ然ぜん、キィンという音と共に司会実じつ況きようのマイクが入る。

　もしやまたウィルの罠わなか──と警戒するも、次の瞬間そこから発せられた声は……ぼくのよく慣れ親しんだ、自じ称しよう大魔ま導どう師しのもので。




『というわけで、第七二八回ルザル闘とう技ぎ大会、優勝者は……トオル・ミカァァアミィ！』




《わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああ！》

　沸わき立つ大観衆に、ぼくは思わず苦笑する。まったく、こんな反則や例外だらけの無茶苦茶な試合に、優勝も何もあるはずがない。順当に考えて、ぼくら二人とも失格だ。

　だけど……。

《ト・オ・ル！　ト・オ・ル！　ト・オ・ル！》

　沸き立つ大観衆の中、実況席から、ルウとファルディオが笑え顔がおでぐっと親指を突つき出してくれていている。

　ぼくは、やれやれと、一つ嘆たん息そくした後。

　最高の笑顔で、会場の皆みなに「わーいっ、ありがとうー！」と、思い切り跳とびはねながら手を振ふり返して回ったのだった。




　だって……。

　どんなカタチであれ、師匠に初めて勝ったのが、嬉うれしくないはずないじゃん！




　　　　＊




　決勝戦が終わり、師匠とグランさんの治ち療りようやら大会関係者への事情説明やらと物もの凄すごく面めん倒どう臭くさいゴタゴタをこなした上で、ようやくファルディオやルウ、それに目を覚ました師匠と合流出来たのは、約一時間後のことだった。

　闘技場の中の、関係者用控ひかえ室で全員でこれまでの経けい緯いやらなにやらを話し合っていると、コンコンとノックをして、失礼しますと、騎き士し団員達がぞろぞろと入室してきた。

　何事かと思って見ていると、彼らが厳重に取り囲むその中央には──

「わ、なんか大変なことになってる！」

　──さるぐつわやら目め隠かくしやら拘こう束そく衣やらと、とにかくこれ以上ないぐらいにグルグル巻きにされた、ウィルと思おぼしき人物の姿があった。

　騎士団員の一人が、師し匠しように向かって報告する。

「この度たびの働き、大変見事でありました、聖騎士隊副隊長セシリア・シヴィル様。我々はこれから彼を騎士団本部へ護送するつもりですが、セシリア様は如何いかがなされますか？」

　そんな騎士団員の問いに、師匠はぼくの与あたえたダメージなど最も早はや何事もなかったかの様にケロッとした佇たたずまいで、「ふむ」と考え込む。……なんだろ、ぼく、やっぱり師匠に勝った気が全然しないんだけど……。

「少し考えたのだが……私はこのまま、トオルに……勇者に付き従おうかと思う」

「セシリア様自らですか？」

　驚いた様子の騎士達。師匠はしかし特に気負った様子もなく、「ああ」と頷うなずいた。

「魔人が彼だけではない以上、勇者の護衛には、これまで以上に万ばん全ぜんを期する必要があると私は考える」

「ならば、皆みな様さま一いつ緒しよに本部に戻もどった上で、しっかりと護衛部隊を編制し……」

「いや、それこそ魔人相手に『勇者はここですよ』と言いながら旅するようなものだ。それは避さけなければならない。となると、現状最善なのは……」

「確かな実力を持った精せい鋭えいが、勇者様を護衛することですか。……なるほど、そうなればセシリア様以上の人材はいませんね。分かりました、上には私共から報告しておきます」

「ああ、よろしく頼たのむ」

　キリッとお仕事モードで応じる師匠。ぼくが「働く大人はやっぱりカッコイイなぁ」と羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ていると、なぜかケッと不ふ機き嫌げんになったファルディオが、ぶつぶつといつものやつを呟つぶやく。

「なんだよ、つまりは、結局トオルを独ひとり占じめしたいだけのショタコ──」

「ああ、ついでにそこの自称大魔導師も連行してくれると助かる。チンケな詐さ欺ぎ師しだ」

「おいこら待てや！」

「ああ、すいませんセシリア様。自分達もこれでそこそこエリートですので、チンケな詐欺師の連行はちょっと……」

「ああ、すまなかったな。そうだな。チンケな詐欺師など、この場で斬きり捨てるぐらいで丁度好いいレベルだな」

「いやそれもどうでしょう。死体処理の面めん倒どうさを考えると、チンケな詐欺師風ふ情ぜいにそこまでするのも……」

「ちくしょー！　女め神がみ教会なんて、滅ほろんじまえばいいんだぁー！　ばーかばーか！」

　ファルディオが攻こう撃げきを受けない部屋の隅すみっこまで逃にげてから、騎士達を罵ば倒とうしていた。……大人げない。子供のぼくから見ても、今の、完全に冗じよう談だんだって分かるのに……。

　事件解決後の安心感も手伝い、全員でくすくすと笑っていると、再び部屋のドアがノックされる。誰だれかと思っていると、入室してきたのは……やっぱり知らないおじさんだった。

　だけど師匠は見知った顔だったようで、「ああ、この度は大変ご迷めい惑わくをおかけしました」と珍めずらしく下手に出た。一体彼は誰なのかなと思っていると、騎士さんの一人が、こそっと教えてくれた。

「闘技大会実行委員長の、エルディル・ヒューズさんだよ」

「へー、そうなんだ。あー、それは確かに、謝らないとだね」

「そうだね」

　にっこりと微笑ほほえむ騎士さん。皆がエルディルさんに恐きよう縮しゆくする中、しかしなぜかエルディルさん自身も酷ひどく恐縮した様子で、部屋の中まで入ってくる。

「いえ、その、謝るのはむしろこちらの方でして。というのも私、実は魔人に……」

　とそこまで言ったところで。

　エルディルさんは突然、ぴたりと言葉を止める。その場の全員が不思議に思っていると、彼はおもむろにウィルの前で屈かがみ、次の瞬間、実に自然な動作で──




　──ひょいっと、その口の猿さるぐつわを、解き放った。




『え』

　その場の全員が、反応に遅おくれる中──ウィルが、ニィッと笑んで、呪じゆ言げんを放つ。




「トオル・ミカミ君。その武器で、まさか自決を試ためす気かい？」




　その言葉に、戦せん慄りつする室内。次の瞬間、いち早く状じよう況きように気付いた師匠とファルディオ、そしてルウが一いつ斉せいにぼくへと飛びかかって──くるものの、ぼくは自分の意志以外の力でそれらを思い切り振り払はらい、ミョルニルロッドを大きく振りかぶる。

　視界が……赤い。

「や、やめろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ファルディオが絶ぜつ叫きようするし、ルウと師匠の瞳ひとみが絶望に染まる中。

　ぼくは、一切の躊躇ためらいもなく、頭の中の声に指示されるまま、それを思い切り──




　──思い切り、ウィルの尻しりへと、叩きつけた。




〈バチバチバチバチバチッ！〉

『え』

　その場の全員が呆あつ気けにとられる中、彼の尻から頭、それにつま先へと、体全体を激しく迸ほとばしっていく電でん撃げき。そして──

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ⁉」

　ちょっと大おお袈げ裟さ過ぎやしないかというほどの、ウィルの絶叫。

　彼はそのまま、かくりと、口から泡あわをぶくぶくと吐はいて失神する。

　それらの様子を皆が呆ぼう然ぜんと見守る中……ファルディオが、「あ」と何か思い出した様子で呟く。

「そういや、そいつの痛覚、強化しっぱなしだったわ……」

『うわ……』

　全員が、魔人を憐れん憫びんの目で見つめる。……痛覚強化された状態で、全身を走る電撃。…………うわぁ……。

　なんだか物凄く申し訳ないことをした気分で魔人を見つめる中、この事態の元げん凶きようたるエルディルさんが、「あ、あわわっ」と素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「私はなぜこんな……？　体が勝手に……」

　その言葉に、ルウが溜ため息いきを吐く。

「恐おそらく、事前に能力をかけられていたのでしょうな。指定された条件に合う状況でのみ、自動的に発動する暗示のようなものを……」

「おいおい、何が人間の方が狡こう猾かつだよ。どこまで想定してんだ。勘かん弁べんしろよ、おい……」

　へなへなと力の抜ぬけた様子のファルディオ。

　師匠もまた安あん堵どの息を吐くと、「いやしかし……」とぼくを不思議そうに見つめてきた。意味が分からずぼくが首を傾かしげると、師匠が訊たずねてくる。

「トオル。なぜキミは今回操あやつられなかったんだ？　既すでに鼓こ膜まくも元に戻っているし、しっかりと本名呼ばれた上で指示も出されたはずだろうに……」

「ああ、それはルウも気になりましたぞ」「おう、俺も俺も」

　仲間達が本気で不思議そうにぼくを見つめる。しかし……不思議なのは、むしろぼくの方だった。

　ぼくはキョトンとして、それに応じる。

「え？　なに言ってるのさ？　ぼく、今、完全に操られてたよ？　見てたでしょ？」

『え？』

　何を言っているのか分らない、といった様子の皆。しかし……何を言っているか分からないのは、むしろ、こっちの方だった。

　ぼくは、「いや、だから……」と気絶したウィルを指差して告げる。

「ぼく、彼の指示通りに、動いちゃったじゃん。何を言っているの？」

『？　はい？』

　全員が全く意味が分からなさそうに首を傾げる。ぼくは流石さすがに焦じれて、「だからさぁ！」と、少し苛いら立だちながら、告げた。




「言ったじゃん、ウィル！　『トオル・ミカミ君。その武器でまさか、痔じ、ケツを試す気かい？』って！」




『…………』

「……あれ？　ウィルって、痔で凄すごく悩なやんでたよね？　あれ？　違ちがった？」

　ぼくの言葉に、三人どころか、騎士の方々、果てはエルディルさんまで沈ちん黙もくし。

　そして数秒の後……全員、一斉に、溜息と共に、呟いたのだった。




『言葉の取り違いって、恐ろしいな……』




「へ？　なに？　なんの話？」

　皆みなの言っている意味が全然分からないので、訊ねる。




　だけど結局、大人達は全員がニヤニヤと笑い、誰に何を訊ねても「キミはそのままでいいよ」しか言ってくれず。結局ぼくには何も教えてくれなかった。

　い……一体、なんだったの⁉　凄く気になるんだけど⁉　ねえ誰か教えてよ！　ねえったら！　ねーえー！







　旅立ち







「え、トオルさん、またすぐ発たっちゃうんですか？　折角追いついたのに……」

　翌日の朝一番、宿を出たところで丁度出くわしたサクヤが、心底残念そうに表情を曇くもらせる。ぼくは「ごめんよ……」と頭を搔かいた。

「ウィルは捕つかまえたけど、魔ま人じんが他にもいる以上、彼からぼくの情報漏もれちゃってるかもだから……ルザルにこれ以上滞たい在ざいするのは危険だって、師し匠しようが」

「師匠って……」

　サクヤが、なぜか妙みように険しい目つきで師匠を見つめる。どうも、昨日の夕飯を一いつ緒しよに食べた時から、この二人は妙に仲が悪いみたいなんだけど……どうしてだろう？

　師匠は、彼女にしては妙に大人げない態度でふんと顔を逸そらして告げる。

「勇者の旅は遊びじゃないのだ。村むら娘むすめのワガママで引き止めていいものではない」

「むっ。……ただの護衛騎き士しさんがしゃしゃり出て旅の日程決めるものでも、ないと思いますけどー」

「ふん、それこそ、ただの村娘には全くもって無関係だ」

「む、無関係じゃないですー。トオルさんと私は……い、一緒に暮らしていた仲です！」

「なんだと⁉」

　妙にショックを受ける師匠。どうしたんだろう。ぼくとサクヤが一緒に生活していたからって、師匠的に特に問題はないはずだけど……うーん？　あと、サクヤもどうして、実家が宿屋だって言わないのかな？　変なの。

　二人の間でぽけーっとしていると、背後でファルディオとルウがジトっとした視線でぼくら三人を見つめていた。

「……これだよ」

「……ですな」

「？　なぁに、二人とも？　なんかぼく、悪い事したっけ？」

『いいえぇ、ぜーんぜん？』

「？　そ、そう？」

　そうは見えない二人の視線を気にしながらも、白熱する女性二人の喧けん嘩かを仲裁する。

「まあまあ、ここは、ぼくに免めんじて……」

『トオル（さん）のことで揉もめているんでしょうが！』

「ほへ？　そ、そうなの？　よく分からないけど、じゃあ、ごめん。ぼくが悪かったよ」

『そういう問題じゃない！』

「わ、分かんないよぉ！」

　もうぼく、涙なみだ目めである。なんだこれ。どうしてぼく、昨日の今日でこんな目に遭あわなきゃいけないのさ。この世界は、時々物もの凄すごく理り不ふ尽じんだ。

　まあ、とはいえ、この街から今日中にも旅立たなきゃいけないという師匠の主張はやはりもっともだ。

　最終的には、サクヤが口を尖とがらせて「分かりましたよー」と引き下がった。うーん、サクヤがこんなに子供っぽいのも珍めずらしいなぁ。

　ぼくはサクヤに、「ごめんね？」と声をかけた。

「ぼくも、サクヤと一緒に遊びたいよ。でも……やっぱりサクヤを危険なことに巻き込んじゃうのは、イヤだからさ」

「トオルさん……」

　うるうると潤うるむサクヤの瞳。彼女はそのまま、ぼくにそっと寄り添そい、ぼそっと呟つぶやいた。

「……私もこのまま、ついていっちゃおっかな……」

「へ？」

　ぼくが聞き直そうとすると、師匠が急に「あー、ごほんごほんっ」と妙に強ごう引いんにぼくらの間に割り込んできた。そうして、明後日あさつての方向を見たままで告げる。

「む、魔人の気配がするな。これは近い。近いぞ。急いで発たねばな、うん」

　なんだか、師匠らしくなく、非常に信しん憑ぴよう性せいに欠ける言葉だった。

　露ろ骨こつに口を尖らせたサクヤが、ぼそっと呟く。

「……ショタコン……」

「おやおや何か言ったかな、トオルに群がる人間、つまりはメルクリウス２号よ」

「な、なんて失礼な呼び名ですか！　いくらなんでも酷ひどいです！　謝罪を要求します！」

「あ、ああ、確かに、すまなかった。メルクリウス呼ばわりは酷すぎたな……」

「まったくですよ、もう！」

　ぷりぷりと怒おこるサクヤと、本当にすまなそうにする師匠に、背後からファルディオが全力で叫さけぶ。

「いや本当に謝罪を要求したいのは俺の方だよ⁉」

　しかし、当然それらは全員で無視。彼がぐぬぬと唸うなる中、サクヤと師匠が少し照れた様子でふふっと笑い合う。……なんだかんだ言って、どっちも凄く大人だった。

　ルウがニヤァとして寄ってきて、質問してくる。

「ご主人的には、誰だれが本命なのですかな？」

「え、本命？　一番好きな人ってこと？」

「そうですそうです」

『！』

　ぼくとルウの会話に、びくんと耳を大きくして反応するサクヤと師匠。ぼくは「そうだなぁ」と一生懸けん命めい考えるも……しかしあっさりと答えは出たので、すぐさま答える。

「兄さんかな」

『…………』

「あれ？　なにこの空気」

『……べっつにぃ？』

「え？　ちょ、え？　皆？」

　なんか、ルウやファルディオを含ふくめ、全員が「お前にはがっかりだよ」という態度でさっさと歩いていってしまった。ぼくも慌あわててその背を追って走る。

　そうこうして、街の入り口まで来たところで、サクヤとはお別れした。サクヤは凄く寂さびしそうにしてたけれど、でも、結局ルザルでも会えたんだし、また会えそうな気がするねと笑いかけると、なんだか非常に嬉うれしそうな顔をして、「私、ちょっと旅行代理店覗のぞいてきますね！　じゃ！」とあっさり去っていってしまった。

　ぼくが「また会えるといいなぁ」と彼女の背を見送っていると、なぜか、三人が口を揃そろえて『うん、割とすぐ会えると思うよ……』とげんなり返してきた。なんだかよく分からないけど、とても未来が楽しみだ。

　そんなわけで、ぼくらも改めて、ルザルの街を出しゆつ立たつし、歩き出す。

　澄すみ渡わたる青空の下、草原の中を真まっ直すぐと伸のびる道を征ゆく。風がとても心地ここち好よい。

　ファルディオとルウが、結局闘とう技ぎ大会での儲もうけをルザルで散財してしまったことで揉めながら前を歩く中、ぼくの隣となりを歩く師匠が、少し神しん妙みような様子で声をかけてきた。

「トオルは、やはり早く自分の世界に帰りたいのか？」

　ぼくはその問いに、ちょっと悩なやむ。……ぼくの願いは、兄さんを、自分の命を代だい償しように捧ささげて、助けることだしなぁ。でもまあ、ある意味では……。

「うーん、そうだね。家族のこともあるし、帰りたいは、帰りたいかな」

「そうか……」

　なぜか少ししょんぼりと俯うつむく師匠。しかしすぐに、何かを取り繕つくろう様に、続けてきた。

「た、確かにご両親は心配されるだろうが、しかし、召しよう喚かんのシステム上、この世界で過ごした時間は殆ほとんどカウントされないわけだし……あ、あまり急ぐことはないぞ？」

「うん、それはそうなんだけどね。それでもやっぱり……。……特に母さんが……」

　頭の中に、今の母さんの姿を思い浮うかべる。……うん……母さんの「心」のためにも……絶対に、ぼくは……。

「……母親が、恋こいしいか？」

　どこか、慈いつくしむような師匠の表情。ぼくは、ぽりっと頰ほおを搔いた。

「う、うん、まあ、そうかな。早く、元気な息子むすこの顔を見せて、安心は、させてあげたいかな」

　ぼくの回答に、師匠が首を傾かしげる。

「？　随ずい分ぶんと回りくどい言い方をするな。素す直なおに母親に会いたいと言えばいいものを」

　ぼくはさらに照れて、「えへへ」と誤ご魔ま化かす様に笑った。

「それも、そうなんだけどね。ま、まあいいじゃんかっ、早く行こっ、師匠！」

　ぼくはダッと、ファルディオとルウの間を抜ぬける様に走り出す。二人が驚おどろく中、師匠が背後から厳しく怒ど鳴なりつけてきた。

「あ、こらトオル！　旅をする際は、あんまり走って体力を使うんじゃない！」

「えっへへー、こっちの世界では、なんだか師匠が母さんみたいだね！」

　振ふり返ってそう言うと、師匠はなぜかみるみる、顔を赤くする。あ、あれ？　なんか……妙に、怒って、る？







[image: ]







「し、失礼な！　そそ、そこまで年は離はなれていないだろう！　こら、待て！」

「わ、わあ⁉　なんで怒るの⁉　と、とにかく、ごめんなさーい！」

『……平和だなぁ』




　ファルディオとルウが青空を見上げてぼんやりと呟く中、師し匠しように追いかけ回されつつ、次の街への道を走るぼく。




　こうして。

　ぼくら四人の長い長い旅路は、この日この時、ようやく、本格的に幕を開けたのだった。







　エピローグ







「あの人、本当に可哀かわい想そうですよね……」

　新人看護師の姫ひめ野のは廊ろう下かの半ばで立ち止まり、ガラス越ごしにＩＣＵの中のくたびれた女性を見て、思わずそう口にした。しかし隣を歩いていた先せん輩ぱい看護師の田た沼ぬまは、ナースキャップの下から髪かみを搔かきつつ、ぞんざいな態度で「そう？」と応じる。

　姫野はそんな先輩の態度に少しムッとした様子で、続けた。

「だって、息子さんが二人ともあんな状じよう況きようなんですよ？　さっきも言ってましたもん。独り言の様に、ぶつぶつと。『兄弟揃そろってだなんて……どうして……』って。ホント、可哀想ですよねぇ。息子さん達も……ヒロキ君と、あと、トオル君でしたっけ？」

「あー……なるほど、そういうことかぁ……」

　何か得心した様子の先輩看護師田沼。姫野は意味が分からず首を傾げた。すると田沼は、なぜか苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした様な表情をする。

「なんていうか……姫野。アンタが、母親の愛情に感動しているとこ、すっごい申し訳ないし、私も、子供達二人のことは心底心配だけど……。でもね、正直、私はあの母親のこと、ちょっと嫌きらいなのよねぇ」

「な、なんてこと言うんですか先輩！　あんなに可哀想な人なのに！　だって息子さん、兄弟揃って二人とも……」

「あー、それなんだけどねぇ」

　田沼は面めん倒どうそうに嘆たん息そくした後、姫野に訊たずねる。

「聞くけどさ、姫野。アンタ、彼女の言う『兄弟揃ってだなんて……』っていうの、誰と誰のことだと思ってるわけ？」

「え？　そんなの当然、ヒロキ君とトオル君ですよ」

「あー、だよねぇ。でもね、姫野。実際問題のところ……その、『兄弟揃って……』っていう呟つぶやき。あれ……トオル君が事故に遭あって運ばれてくる前から、ずっと言ってんのよ、あの人は。そしてそれは、今も、全くもって、一いつ切さい変わらない」

　なぜか、心底唾だ棄きすべきものを見つめるように、ＩＣＵの中でヒロキの手を握にぎる女性を見やる田沼。姫野は全く意味が分らず、ただただ混乱した。

「え？……ど、どういう意味ですか、それ？　なんで、トオル君が事故に遭う前から……」

「…………。あのさ、姫野。彼女が再さい婚こんで、ヒロキ君こそ実の息子だけれど、トオル君とは全く血の繫つながりがないの、アンタも知っているでしょう？」

「え？　あ、はい。でもそれが何か……？　血の繫がりなんて、関係ないじゃないですか。実際、彼女は兄弟二人のことを凄すごく心配して……」

「じゃあ、姫野は、トオル君が事故で運ばれてきてからこれまでの間に、彼女が、ヒロキ君じゃなくて、トオル君の方の手を握っているとこ、見たことある？」

「え？」

　言われて、ＩＣＵの中を見つめる姫野。そこにいるのは……トオルに背を向け、ヒロキの手を握る女性の姿。

　姫野が言葉を失う中、田沼が続ける。

「彼女にはね、以前、もう一人、息子がいたのよ。ヒロキ君の……実の弟がね」

「え？　でもそんな子は入院中のヒロキ君の周りで見かけたこと……」

「再婚する前に亡なくなっているのよ。…………今のヒロキ君と、同じ病気で」

「え」

　思考が停止した様子で、止まる姫野。しばらくの後……ハッとした様子で、「じゃ、じゃあ、まさか……」と切り出す。

　田沼はそれにこくりと頷うなずき……そして……苦虫を嚙み潰した様な顔で、ＩＣＵの中を見つめ、真相を告げた。




「彼女の言う『兄弟』っていうのは、あくまで、ヒロキ君と、その亡くなった弟さんのことでしかないの。……普ふ段だんの、彼女のトオル君に対する態度見ていて、気付かない？」




　田沼の言葉に啞あ然ぜんとする姫野。

「そんな……。……じゃあ、あの人がよく使う『愛する二人の息子達』っていう言葉も、ヒロキ君と、そして、トオル君のことを指していたわけじゃあ……」

　姫野の呟きに、田沼はこくりと頷き、そして、心底滅め入いった表情で、呟いたのだった。




「とても残ざん酷こくな事実だけれど……それは、完全に言葉の取り違ちがいね、姫野」







　あとがき







　高校時代はよく現実逃避で「異世界に勇者として召しよう喚かんされないかなぁ」と夢む想そうしていたものですが、あれから十数年。私もすっかり社会の荒波の中で成長致しまして。結果、今ではそんな馬鹿みたいな夢を語るばかりじゃなく、現実を見据えた考え方──




「異世界でもスマホで遊べる様に、普段からソーラー充電器持ち歩いておこうかな！」




　という、大変理知的な発想が出来る、立派な大人になりました。

　そんなわけでどうも、クレバーすぎるライトノベル作家こと、葵あおいせきなです。異世界の皆さん、私はまだまだ召喚受け付け中ですよ。

　さて、今回はなんとあとがき四ページです。やったね！……でもまあ、どうせすぐこの反動でアホみたいなページ数のあとがきやるはめにはなりそうですが。

　なにはともあれ、今回は「ぼくのゆうしゃ」二巻をお送り致しました。今いま更さら気付きましたが、「ぼくのゆうしゃ」って、毎回サブタイトルがないですね。これじゃあ、本編やあらすじ読む前に内容が伝わり辛づらい！　というわけで、急きゆう遽きよ、私自ら、一巻と二巻の内容を見事に表現したサブタイトルを考えたいと思います。




「ぼくのゆうしゃ１～これ、最初の村で遭そう遇ぐうすべきレベルのトラブルじゃなくね？～」

「ぼくのゆうしゃ２～大会ネタって、色んなキャラ出で揃そろってからの方がよくね？～」




　です。いや見事なサブタイトルですね。これで出版すれば良かったですね。……すいません、やっぱりサブタイトルはなくて良かったです。

　しかしこの作品、自分で書いておきながら、「おいおい」と思うこと多いです。最初にプロットというか、話の流れ決めているはずなのに、いざ書き出すと「なんでそんなことになるのさ……アンタら」と思うことばかり。結果、トラブルだらけに。

　いや、勘違いしないで下さいよ？　私は彼らに順風満まん帆ぱんな旅をさせてあげようと常に気配りしてあげているんですからね？　いっそ「世○の車窓から」と見み紛まがうほどの、まったりとした楽しい旅の風景を皆様にお届けしたいのですよ。ええ、そりゃもう。

　そんなわけで、次の巻からは複数巻に跨またがり、各地の雄大な自然を見て回りつつ皆でお弁当を食べるだけの話をお届けしたいところです。……ホントダヨ？

　まあ実際問題、トラブルも含めて「楽しい旅を描えがきたい」というのはこのシリーズのコンセプトなので、大体そんな感じで期待して頂いただけると幸いです。




　私個人の近況報告としましては……。…………あれ、なんだろう、自分で考えていた以上に何も思いつかないや。前も言いましたが、ホントうっすい生活しているので、驚くほど書くべきことがありません。ブログのネタも枯こ渇かつしているほどでして……。

　これは作家として、由ゆ々ゆしき事態です。

　こうなったら、いよいよ本格的に異世界に召喚して頂くしかありません。そして、持って行ったスマホから、「魔物とエンカウントなう」とか「魔物に腰までくわえられてるなう」とか「胃の中なう」ってツイッターで呟つぶやきたいものです。まあツイッターやってないですけど。そして今時「なう」もないだろって話ですけど。

　そういった意味でも、異世界召喚をますます待ちわびる日々です。もしそうなったら、「ぼくのゆうしゃ」シリーズ刊行を一時的に中断させて頂き、暫しばらくの間は私の冒ぼう険けん譚たん「ぼくはゆうしゃ」を展開していきたいと思いますので、その際はよろしくお願い致します。




　さて、散々妄もう言げんを語って満足したところで、今回も締しめの謝しや辞じをば。

　まずは今巻にも素す晴ばらしいイラストを描かき下ろして頂いたＮｉｎｏさん。二ヶ月連続という無茶なスケジュールの中、本当にありがとうございました！　いつかトオル達が仲良くお弁当食べるシーンをお願いした際は、よろしくお願い致します！

　そして、この二ヶ月連続刊行を提案＆成功させて頂いた担当さん。おかげさまで、驚くほどのスピードで二巻を読者様のお手元に届けさせて頂くことが出来ました。作者としても、嬉うれしい限りです。本当にありがとうございました。

　そして、誰よりも二巻までお付き合い頂いた読者様。「ぼくのゆうしゃ」というこのシリーズ、気に入って頂けたでしょうか？　出来る事ならば、今後も彼らの冒険を一緒に楽しんで頂けたら幸いです。




　それではまた、そう遠くない未来に三巻でお会い出来ることを信じて！
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